
『
華

厳

経

』

と

教

育

(三

)

古

田

榮

作

要

旨
善
財

の
求
道

の
旅
は
続
け
ら
れ
る
。
次

に
出
会

っ
た
の
は
海
憧
比
丘
で
あ

る
。
深

い
三
昧

の
中

で
不
思
議
な
現
象

が
顕
現
す

る
。
海
瞳
比
丘

の
足
元
か
ら
は
、
無

数

の
長
者
と
無
数

の
婆
羅
門

と
が
、
手

に
手
に
数

々
の
生
活
必
需
品
を
持

っ
て
現
れ
、
貧
窮
者

に
施

し
、
そ

の
窮
境
を
救

い
慰
め
て
お
り
、
そ
の
両
膝

か
ら
は
数
多

の
刹
帝
利
と
婆
羅
門
と
が
立
ち
現
れ
、
自
ら
悪
を
離
れ
善
を
修

め
、
真
実

の
道
理
に
安
ん
じ
、
大
衆
に
向
か

っ
て
妙
な

る
声
で
道
徳
を
守
れ
と
説

い
て
お
り
、
そ

の

体

の
幾

つ
か
の
部
分

か
ら
無
数

の
仙
人

・
龍

・
夜

叉

・
菩
薩

な
ど
が
現
れ
仏
教

の
教
え
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
説
き
明
か
し
て

い
る
。
善
財
は
こ
の
不
思
議
な
光
景

を
目
の
当
た
り
に
し

て
菩
薩
無
量
無
作
荘
厳
普
門
法
門

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
海
憧
比
丘

の
相
を
観
察
し

て
六

ヶ
月
以
上
も

の
時
が
経

っ
た
。
三

昧
か
ら
目
覚

め

た
比
丘

は
、
「
こ
の
三
昧
は
普
眼
捨
得
三
昧
と
名
づ
け
、
あ
ら
ゆ
る
さ
と
り

の
門
戸
を
普

く
見
き
わ
め
て
、
活
殺
自
在

に
捨

て
た
り
得
た
り
で
き
る
も

の
で
、
般
若

波
羅
蜜

に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
境
地
で
あ
り
、
何
事

に
お

い
て
も
、
何
物

に
お

い
て
も
障

る
と
こ
ろ

の
な

い
も

の
で
す
。
私
は

こ
の
こ
と
だ
け
を
体
得

し
て

い
る
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上

の
こ
と
は
海
潮
国

の
捨
優
優
婆
夷

に
お
聞
き
な
さ

い
。
」

と
言
わ
れ
、
海
潮
国

の
捨
優
優
婆
夷
を
訪
ね

る
。
休
捨
優
婆
夷

の
姿
を
見

る
こ
と

が
で
き
た
者
は
誰
で
も
即
座

に

一
切
の
疾
病
を
癒

さ
れ
、
心

の
稜

れ
を
離
れ
、
邪
な
見
解
を
除

か
れ
、
あ
ら
ゆ
る
障
を
滅
す

る

こ
と
が
で
き
た
。
優
婆
夷

は
善

財
に

「
私

は
た

っ
た

一
つ
の
教
え

の
入
り

口
に
達

し
た
だ
け
で
す
。
私
を
見
、
私
を
知
り
、
私
に
親
し
ん
だ
方

々
は
、
決
し
て
虚

し

い
結
果

に
終
わ
る
こ
と
が
な

い
だ
け

で
す
。
私
を
見
る
お
方

は
、
必
ず
無
上
菩
提

に
お

い
て
退
転
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
錠
光
仏
と

い
わ
れ
る
み
仏
が
世
に
お
出
ま
し
に
な
ら

れ
た
時

に
、

こ

の
み
仏

の
所

で
出
家
求
道
し
、
浄
行
を
積

み
、

み
仏

に
仕
え

て
教
え
を
身
に

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
六
恒
河
沙

の
諸
仏

に
仕
え
て

一
切
諸
仏

の
智
慧
を
了
知

(51)
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し
、
菩
薩

の
大
心

を
発
し
、
無
量

の
願
行
を
修
習
し
て
き
ま
し
た
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
国

々
を
浄
め
、
生
き
と
し
生
け
る
者
を
教
え
導

か
な

い
限
り
は
、
永
遠

に
仏

果
を
証
す

こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
離
憂
安
穏
橦
と

い
う
法
門
を
存
じ

て
い
る
だ
け
で
す
。

こ
れ
以
上

の
こ
と
は
毘
目
多
羅
仙
人
に
お
尋
ね
に
な
ら
れ
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。
L
と
善
財

に
更
な
る
善
智
識
を
求

め
て

の
旅
を
続
け

る
よ
う
勧

め
る
。

こ
う

し
て
善
財

は
更

に
毘
目
多

羅
仙
人
、
方
便
命
婆
羅
門
、
彌
多

羅
尼
童

女
に
出
会

い
十
住

の
境
地
に
達
し
、
善
現
比
丘
、
釈

天
主
童

子
、
自
在
優
婆
夷
、
甘
露
頂
長
者
、
法
寳
周
羅
長
者
、
普
眼
妙
音
長
者
、
満
足
王
、
大
光
王
、
不
動
優

婆
夷
、
随
順

一
切
衆
生
外
道

に
尋
ね
て
、
十
行

の
境
地

に
達
し
、
仏
道
を
よ
り
深
く
理
解

し
て
い
く
。

キ
ー

ワ
ー
ド

H
善

財
童

子

求
道

の
旅

善
知
識

三
昧

十
住

十
行

(52)



文
殊
師
利

に
導
か
れ
、

さ
と
り
を
求
め
て
求
道

の
旅

に
出
た
善
財
童
子

は
、
既
に
徳
雲
比
丘
、
海
雲
比
丘
、
善
住
比
丘
、
彌
伽
長
者
、
解
脱
長
者

か
ら
教
え
を
受

け
た
。

解
脱
長
者

か
ち
無

凝
荘
嚴

の
法
門
を
説
か
れ
た
善
財
童
子
は
彼

の
勧

め
に
よ
り
海
橦
比
丘

に
菩
薩
道
を
尋

ね
る
た
め
に
足
を
南

に
向
け

る
。
そ
の
途
上

で
善
財
童

(
-
)

(
2
)

(3
)

不
可
思
議
な
菩
薩

の
慧

の
光
を
思
惟
す

る
こ
と
で
、
不
可
思
議

な
甚
だ
深

い
法

子
は
、
解
脱
長
者

の
教
え
を
正
念

・
思
惟
し
、
不
可
思
議
な
菩
薩

の
法
門
を
念
じ
、

(
4
)

(
5
)

(
6
)

界
に
深
く
入
り
、
菩
薩

の
不
可
思
議

な
浮
妙
な
る
功
徳
を
摂
取
し
、
如
来

の
不
可
思
議
な
自
在

の
神
力
を
顕
現
し
、
不
可
思
議

で
荘
厳
な
仏
刹
を
解

了
し
、
仏

の
不

可
思
議
を
篇

す
る
叢

な
る
安
住
境
界
を
分
別
し
て
知
り
・
不
可
思
議
な
る
薩

の
境
界
の
三
(曜
の
荘
厳
さ
を
思
惟
し
、
不
可
思
議
な
る
世
界
の
究
極
は
障
害
が

な

い
と
分
別
し
、
不

可
思
議
な
菩
薩

の
堅
固
な
る
浮
業
深
心
に
向
か

い
、
不
可
思
議
な
浮
業
諸
願
を
受
持
し
な
が
ら
、
南
方

に
向
か

い
荘
厳
閻
浮
提

頂
国
に
至
り
、

海
橦
比
丘
は

い
ず

こ
に
お
ら
れ
る
か
を
探
し
求

め
る
と
、
静

か
に
結
珈
鉄
坐
さ
れ
て
三
昧
に
入

っ
て
お
ら
れ
る

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
姿

は
、
吐
く
息
も
、
吸
う
息
も

〔9
)

そ
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど

で
あ
り
、
身

は
不
動

に
安
ん
じ
て
お
り
、
何

の
知
覚
に
も
囚
わ
れ
な

い
ほ
ど
の
深

い
禅
定

に
入

っ
て
お
ら
れ
た
。
善
財
は
、
比
丘

の
周
り
で
生
起
す
る
不
可
思
議
な
襲

を
目
の
当
た
り
に
す
る
.

謝

從
其
足
下
出
阿
僧
祇
長
者
。
阿
僧
祇
婆
羅
門
。
皆
悉
頂
冠
衆
寳
天
冠
。
各
齋
妙
寳
上
味
飲
食

一
切
寳
衣
香
華
寳
鍾
末
香
塗
香
資
生
之
具
。
囁
諸
貧
窮
安
慰
撫
接
。

ー

(
10
V

雨
衆
寳
物
。
令

一
切
衆
生
皆
大
歓
喜
充
浦
十
方
。

そ

の
足
元
か
ち
は
阿
値
椥

の
資
産
家

と
阿
僧
祇

の
婆
騒
鵬
を
出
し
・
そ

の
各

々
の
頂
に
は
数
多

の
宝

の
付

い
た
冠
を
被
り
、
各

々
が
妙
宝
・

上
味

の
飲
食
・

一
切

の
宝
衣
、
香
華
、
宝
鍵
、
末
香
、
塗
香
な
ど

の
必
需
品
を
齎
し
、
貧
窮
者
を
慰
撫
す
る
た
め
に
摂
り
、
諸

々
の
宝
を
雨

の
ご
と
く
施
与
し
て
、

一
切
衆
生
を
し

て
皆

大
歓
喜

さ
せ
十
方

に
充
満
し

て
い
た
。

從
其
爾
膝
出
刹
利
婆
羅
門
。
皆
悉
聰
慧
。
形
色
威
儀
服
飾
荘
嚴
皆
悉
不
同
。
以
微
妙
音
訓
導
衆
生
。
離
悪
修
善
住
眞
實
義
。
説
四
掻
法
。
令
衆
生
歓
喜
充
漏
十

嘩そ

の
両
膝
か
ら
は
刹
　秘

゜
婆
羅
門
を
出
し
た
・
そ

の
す
べ
て
が
聡
明
で
は
あ
る
が
、
そ
の
容
貌

・
威
厳

・
服
装

は
同

一
で
は
な
く
、
微
妙
な

る
音

声

に
よ

っ
て
衆

　エ

生
を
訓
導

し
、
悪
を
離

れ
善
を
修

め
、
真
実
義

に
住
み
、
四
摂
法
を
説
き
、
衆
生
を
し
て
皆
大
歓
喜
さ
せ
十
方
に
充
満
し
て

い
た
。

從
腰
爾
邊
。
出

一
切
衆
生
数
等
五
通
仙
人
。
或
服
草
衣
或
樹
皮
衣
。
皆
執
操
瓶
持
三
奇
杖
。
威
儀
摩
序
無
有
攣
異
。
遊
行
虚
空
讃
歎
三
實
。
爲

衆
生
説
清
浮
梵

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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(16

)

行
。
調
伏
諸
根
演
眞
實
義
。
撮
取
世
間
。
令
衆
生
入
智
慧
海
。
又
復
演
説
世
間
諸
論
。
令

次
第
住

一
切
善
根
。
充
漏
十
方
。

(
17
)

(
18
)

そ

の
腰

の
両
辺
か
ら
は

一
切
衆
生
数

に
等
し

い
五
通
を
備
え
た
仙
人
を
出
し
た
。
そ

の
う

ち
の
あ
る
者
は
、
草

の
衣
を
着
、
あ
る
者
は
樹
皮

の
衣
を
纏

っ
て
い
た

(19

V

(
20
)

が
、
皆

瓶
と
杖
と
を
持

っ
て
お
り
、
戒
律
な
ど
に
は
変
異
は
な
か

っ
た
。
彼
ら

は
虚
空
を
遊
行
し
、
三
宝
を
讃
歎
し
た
。
衆
生

の
た
め
に
清
浄
な
る
梵
行
を
説
き
、

諸
根
を
諏
健
し
、

真
実
義

を
演
じ
、
世
間
を
摂
取
し
、

衆
生
を
し
て
智
慧

の
海

に
入
ら
せ
、

ま
た
世
間
に
諸
論
を
演
説
し
、

次
第
に

一
切

の
善
根

に
住
ま
わ

せ
て
、

十
方
に
充
満
し
て

い
た
。

從
雨
脇
出
不
可
思
議
龍
。
不
可
思
議
龍

女
。
顯
現
不

可
思
議
諸
龍
自
在
。
撮
取
衆
生
。

雨
不
可
思
議
香
荘
嚴
雲
。
華
荘
嚴
雲
。
鍵
荘
嚴
雲
。
寳

蓋
荘
嚴
雲
。
寳

幡
荘
嚴
雲
。
衆
寳
荘
嚴
雲
。
無
債
摩
尼
寳
荘
嚴
雲
。
寳
理
略
荘
嚴
雲
。
寳
座
荘
嚴
雲
。
寳
宮
殿
荘
嚴
雲
。
寳
蓮
華
荘
嚴
雲
。
寳
冠
荘
嚴
雲
。
天
形
像
荘
嚴
雲
。
天

(
22
)

女
荘
嚴
雲
雨
如
是
等
雲
。
各
不
可
思
議
。
普
照
十
方

一
切
世
界
。

而
以
供
養

]
切
如
來
。
普
令
衆
生
皆
大
歓
喜
。
充
漏
法
界
。

(
23
)

ま
た
そ
の
両
脇
よ
り
不
可
思
議
な
龍

・
不
可
思
議
な
女
龍
を
出
し
、
不
可
思
議
な
諸
龍

を
自
在
に
顕
現
さ
せ
、
衆
生
を
摂
取
し
、
不
可
思
議
な
香

り
の
あ
る
荘
厳

(
24
)

な
実

華

の
あ
る
叢

な
雲
な
ど

の
諸

々
の
雲
を
出
現
さ
せ
、
各

々
の
不
可
思
議

な
法
雲
は
並
.
く
+
方
の

一
切
世
界
を
照
ら
と

切
如
来
を
供
養
し
て
、
並
.
く
衆
生

鋤

を
し
て
皆
大
歓
喜
さ
せ
、
法
界
を
充
満
し
た
。

ー

從
胸
徳
字
。

出
無
量
阿
僧
祇
阿
脩
羅
王
。
示
現
阿
脩
羅
王
不
可
思
議
自
在
神
力
。
震
動

一
切
諸
大
海
水
及
百
千
世
界
。
令
諸
山
王
相
衝
撃
。
震
動

一
切
諸
天
宮

殿
。

映
蔽

一
切
諸
魔
光
明
。
悉
如
聚
墨
。
降
伏

一
切
諸
魔
軍
衆
。
除
滅
衆
生
放
逸
高
慢
。
離
怒
害
心
滅
不
善
法
。
壊
煩
悩
山
棄
捨
戦
課
。
又
神
力
覧
悟
諸
生
。
厭
(
25
)

離
諸
悪
永
絶
生

死
。
不
著
諸
趣
普
令
衆
生
常
樂
寂

滅
。
住
菩
提
心
。
浄
菩
薩
行
。
住
諸
波
羅
蜜
。
究
童
菩
薩

地
。
照

一
切
法
。
普
照
諸
佛
方
便
之
法
。
充
漏
法
界
。

(26

)

そ

の
胸

の
徳
字

の
模
様

の
巻
毛

か
ら
は
無
量
阿
僧
祇

の
阿
修
羅
王
を
出
し
、
阿
脩
羅
王

の
不
可
思
議
な
自
在

の
神
力
を
示
現
さ
せ
、
そ

の
神
力

に
よ

っ
て

一
切

の

諸
大
海

の
水
と
百
千
世
界
を
震
動
さ
せ
、

一
切
諸
魔

の
光
明
を
映
蔽
し
、
悉
く
墨

の
よ
う

に
、

一
切
の
諸
魔

軍
衆
を
降
伏
し
、
衆
生

の
放
逸
高
慢
を
除
滅
し
、
怒
害

心
を
離

れ
不
善

の
法
を
滅
し
、
煩
悩

の
山
を
壊
し
、
戦
と
課

い
を
捨

て
さ
せ
た
。

ま
た
神
力

に
よ
り
諸
衆
生
を
覚
悟
さ
せ
、
諸
悪
を
厭
離
し

て
永
く
生
死
を
絶
ち
、

諸
趣

に
著

せ
ず
、
普
く
衆
生
を
し
て
常
に
寂
滅
を
楽

し
ま

せ
た
。
菩
提
心
を
持
ち
、
菩
薩
行
を
修
め
、
諸
波
羅
蜜
を
勤
め
、
菩
薩

地
を
究
め
、

一
切
法
を
照
ら
し
、

(27

)

普
く
諸
佛
の
方
便

の
法
を
照
ら
し
て
、
法
界
を
充
満
し
た
。

從
其
背
出
阿
僧
祇
聲
聞
縁
覧
。
鷹
以
二
乗
化
衆
生
故
。
著
我
見
者
教
不
浄
観
。
負
欲
多
者
教
慈
心
観
。
瞑
悉
多
者
教
縁
起
観
。
愚
擬
多
者
教
方
便
智
慧
観
察
諸



(
28
)

法
。
爲
等
分
者
説
無
著
法
。
著
境
界
者
説
妙
願
境
界
。
樂
寂
滅
者
教
入
諸
趣
饒
益
衆
生
。
充
漏
法
界
。

(
30
)

(
31
)

(
29
)

そ

の
背
中

か
ら
は
阿
僧
祇
数

の
声
聞

縁
覚
を
出
し
、

こ
の
二
乗
を
も

っ
て
衆
生
を
教
化
し
よ
う

と
す
る
が
た
め
に
、
我
見

に
執
ら
わ
れ
た
者

に
は
不
浄
観
を
教
え
、

貧
欲
の
者
に
は
慕

の
心
を
誓

・
犠

の
者
に
は
縁
起
翻
を
整

・
愚
痴
を
こ
ぼ
す
者
に
は
方
便

・
智
慧
と
諸
法
を
観
察
す
る
こ
と
を
整

、
等
分
を
為
す
者
に

　
あ
　

は
無
著
法
を
教
え
、
境
界

に
著
す
者

に
は
妙
願

の
境
界
を
説
き
、
寂
滅
を
楽
し
む
者

に
は
諸

々
の
衆
生
を
饒
益
す

る
趣
に
入
る

こ
と
を
教
え

て
、
法
界
を
充
満
し
た
。

從
其
雨
肩
出
阿
僧
砥
諸
夜

叉
王
。

諸
羅
刹
王
。
種
種
悪
身
。
長
短
形
色
。
乗
種
種
乗
。
各
與
其
衆
而
自
圃
達
。
其
有
衆
生
。
能
行
善
者
。

及
衆
賢
聖
諸
菩
薩
等
。

若
向
正
道
若
得
果
謹
。
皆
悉
防
衛
而
守
護
之
。
或
作
金
剛
力
士
守
護
諸
佛
及
佛
住
慮
。
若
有
衆
生
。
遭
諸
恐
怖
。
亦
防
護
之
悉
令
無
畏
。
諸
疾
病
者
令
得

除
愈
。

(
36
)

諸
在
難
者
悉
令
解
脱
。
除
滅
横
死
離
諸
熱
悩
。
教
化
衆
生
令
得
實
利
。
壊
生
死
輪
讃
歎
法
輪
擢
外
道
輪
。
充
漏
法
界
。

そ

の
両
肩
よ
り
阿
僧
祇
数

の
麹

王

゜
諸
難

王
を
出

し
・
種

々
の
悪
身

は
、
容
貌
も
雑
多

で
あ
り
、
種

々
の
乗
物

に
乗

っ
て

い
た
が
、
各

々
が
そ

の
仲
間

に
取

り
囲
ま
れ
、
そ
れ
は
ま
た
衆
生
を
持

っ
て
い
た
。
そ

の
衆
生

の
中

に
は
能
く
善
を
行
な
う
者
、
及
び
衆
多

の
賢
聖

・
諸
菩
薩

の
よ
う

に
、
も
し
正
道

に
向
か

い
、
も

し
く
は
果
　謹
を
得
よ
う

と
す
る
者

は
、
す

べ
て
防
衛
し
て

こ
れ
を
守
護
す
る
。
あ
る

い
は
金
剛
力
士

と
な

っ
て
諸
佛
と
仏

の
住
処
を
守
護
す
る
。
衆
生

が
い
て
恐
怖

に
遭
遇
す

れ
ば
彼
ら
を
防
護
し
て
畏
れ
を
除
去
し
、
諸

々
の
疾
病
を
も

つ
者
は
そ

の
苦
患
を
除
き
癒
し
、
難
あ

る
者
は
悉
く
解
脱
さ
せ
、
横
死
を
除
滅
し
、
諸
熱
悩

を
離
れ
、
衆
生
を
教
化
し
実
利
を
得
さ

せ
、
生

死
の
輪
を
壊
し

て
法
輪
を
讃
歎
し
外
道

の
輪
を
擢

い
て
、
法

界
に
充
満
し
た
。

從
其
腹
出
百
千
阿
僧
祇
緊

那
羅
王
。
各
與
百
千
阿
僧
祇
阿
僧
祇
緊
那
羅
女
春
屡
圃
逡
。
出
百
千
阿
僧
祇
乾
闊
婆
王
。
各
與
百
千
阿
僧
祇
阿
僧
紙
軋

闊
婆
女
春
屡

圃
遙
。
出
百
千
阿
僧
祇
天
娯
樂
音
。
説
實
相
法
讃
歎
諸
佛
。
稻
美
菩
提
及
菩
薩
行
。
歎
菩
提
門
入
法
輪
門
。
好
樂

一
切
自
在
法
門
。
演
説

一
切
般

浬
盤
門
。
撮
持

(
40
)

一
切
諸
佛
教
門
。
歓
喜

一
切
衆
生
之
門
。
嚴
浄

一
切
諸
佛
刹
門
。
講
説

一
切
諸
法
界
門
。
除
滅

一
切
諸
障
凝
門
。
宣

明

一
切
諸
善
根
門
。
充
満
法

界
。

(
41

)

(
42
)

そ

の
腹

か
ら
は
百
千
阿
僧
祇

の
緊
那
羅
王

を
出

し
、
そ

の
各

々
が
百
千
阿
僧
祇
阿
僧
祇

の
緊

那
羅
女
と
そ

の
春
属

に
取
り
巻

か
れ
て
お
り
、
ま

た

(そ

の
腹
か

ら
)
百
千
阿
僧
紙
の
臨

禦
王
が
與

各

々
が
享

阿
僧
祇
阿
僧
祇
の
乾
闊
婆
の
女
と
そ
の
麓

に
取
り
巻
か
れ
て
お
朕

百
千
阿
僧
祇
天
の
娯
楽

の
音
を
奏
で
、

燕

法
を
説
ミ

諸
仏
を
讃
歎
」

菩
提
と
薩

行
を
埜

菩
提
門
を
嘆
じ
・
法
輪
の
門
に
入
り
二

切
の
自
在
の
法
門
を
好
楽
」

一
切
般
の
渥
(難
の
門
を
演

説
し
、

一
切
諸
仏

の
教
門
を
摂
持
し
、

一
切
衆
生

の
門

に
歓
喜
し
、

一
切
諸
仏
刹

の
門
を
厳
浮
し
、

一
切
諸
法
界

の
門
を
講
説
し
、

一
切
諸
障
凝

の
門
を
除
滅
し
、

一
切

の
諸
善
根

の
門
を
宣

明
し
て
、
法
界
を
充
満
し
た
。

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
三
)
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人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

從
其
口
出
百
千
阿
僧
祇
轄
輪
聖
王
。
七
寳
具
足
四
兵
園
遙
。
放
無
樫
光
雨
摩
尼
實
。
諸
貧
苦
者
悉
令
富
樂
無
財
施
者
令
得
恵
施
。
爲
諸
群
生
歎
離
殺
盗
邪
婬
之

法
。
修
習
慈
心
。
常
説
愛
語
。
饒
益
衆
生
。
除
滅
妄
語
。
遠
離
悪
口
。
振
取
衆
生
。
遠
離
雨
舌
説
和
合
語
。
離
無
義
語
説
甚
深
法
。
悉
令
衆
生
遠
離
口
過
。
讃
歎

(
46
)

大
悲
。
令
衆
生
歓
喜
離
瞑
悉
心
。
分
別
世
間

一
切
正
法
。
観
察
因
縁
照
明
眞
諦
。
抜
諸
群
生
邪
見
毒
刺
。
除
滅
疑
惑
離

一
切
障
。
明
法
實
義
。
充
漏
法
界
。

(
47
)

(
48

)

(
49
)

四
兵
に
取

り
巻

か
れ
、
無
樫

の
光
を
放
ち
、
摩
尼

の
宝
を

雨
降
ら
し
、

そ

の
口
か
ら
は
百
千
阿
僧
紙

の
転
輪
聖
王
を
出
し
た
。
そ
の
聖
王
は
七
宝
を
具
足
し
、

諸

々
の
貧
苦
な
る
者
を
悉
く
富
楽
な
ら
し
め
、
財
施
無
き
者

は
恵
施
を
得

せ
し
め
、
諸

々
の
群
生

の
た
め
に
殺
盗

・
邪
淫
を
離

れ
た
法
を
歎
じ

て
、
慈
心
を
修
習

せ

し
め
、
常

に
愛
語

に
て
説
き
て
衆
生
を
饒
益
し
、
妄
語
を
除
滅
し
、
悪

口
を
遠
離
し
て
衆
生
を
摂
取
し
、
両
舌
を
遠
離
し

て
和
合

の
語
を
説
き
、
無
義
語
を
離
れ

て

甚
深
の
法
を
説
き
、
悉
く
衆
生
を
し
て
口
過
を
遠
離
せ
し

め
、
大
悲
を
讃
歎
し
て
、
衆
生
を
し

て
歓
喜

せ
し
め
、
瞑
悉

の
心
を
離

れ
、
世
間

の

一
切
正
法
を
分
別
し
、

因
縁
を
観
察
し
・
轟

を
照
明
し
・
諸

々
の
群
生

の
邪
見
を
除
滅
し
、

窃

の
障
を
離
れ
、
法

の
実
義
を
明
か
し

て
、
法
界
に
充
満
し
た
。

從
其
雨
目
出

百
千
阿
僧
祇
日
。
普
照
十
方
滅

一
切
闇
。
悉
令
衆
生
除
滅
垢
唾
。
遠
離

一
切
悪
道
苦
毒
。
令
寒
者
得
温
。
於
垢
濁
佛
刹
。
放
明
浄
光
。
廣
説
乃
至

(
51
)

普
照
金
銀
瑠
璃
等

一
切
世
界
及
衆
生
類
。
除
滅
衆
生
心
之
重
閣
。
悉
令
歓
喜
。
能
辮
衆
生
無
量
事
業
。
荘
嚴

一
切
世
界
。
妙
法
境
界
。
充
漏
法
界
。

そ
の
両
目
よ
り
百
千
阿
僧
祇

の
日
を
出
し
た
。
普

く
十
方
を
照
ら
し

て

一
切

の
闇
を
滅
し
、
悉
く
衆
生
を
し
て
垢
喧
を
除
滅

せ
し
め
、

一
切

の
悪
道
苦
毒
を
遠
離

し
、
寒
者
を
し
て
温
を
得
し
め
、
垢
濁

の
佛
刹
に
お

い
て
明
浮

の
光
を
放
ち
、
広
く
説
く
と
普
く
金
銀
瑠
璃
等

の

一
切
世
界
、

及
び
衆
生

の
類
を
照
ら
し
、
衆
生

の

心

の
重
闇
を
除
滅

し
て
、
悉
く
歓
喜

せ
し
め
、
能
く
衆
生

の
無
量

の
事
業
を
弁
じ
、

一
切
世
界

の
妙
法

の
境
界
を
荘
厳
し
て
、
法
界
に
充
満
し
た
。

從
其
眉
間
出

百
千
阿
僧
祇
天
王
帝
繹
。
無
量
雑
寳
以
爲
荘
嚴
。
持
繹
王
法
。
普
照

一
切
諸
天
宮
殿
。
震
動

一
切
須
彌
山
王
。
悉
令
諸

天
於
天
境
界
生
厭
離
心
。

歎
功
徳
明
智
慧

力
。
起
直
心
力
長
深
心
力
。
嚴
浄
念
力
堅
固
菩
提
心
。
遠
離
欲
樂
。

讃
歎
樂
見

一
切
諸
佛
。
不
歎
樂
境
界
樂
。
歎
聞
法
樂
。
離
世
間
樂
。
観
察
諸

(
52
)

法
智
慧
之
樂
。
離
阿
脩
羅
戦
闘
恐
怖
。
滅
煩
悩
軍
遠
離
死
畏
。
願
降
衆
魔
興
妙
法
山
。
説
須
彌
山
等
廣
大
法
句
。
能
辮
衆
生
無
量
事
業
。
充
漏
法
界
。

(
53
)

そ
の
眉
間
よ
り
百
千
阿
僧
祇

の
天
王
帝

釈
を
出
し
た
。
無
量

の
雑
宝
を
以
て
荘
厳
に
し
、
釈
王

の
法
を
持

し
て
普
く

一
切
諸

々
の
天
宮
殿
を
照
ら
し
、

一
切
の
須

彌
山
王
を
震
動
し

て
、
悉
く
諸
天
を
し
て
天
の
境
界
に
お

い
て
厭
離

の
心
を
生

ぜ
し
め
、
功
徳
力
を
歎
じ
、
智
慧
力
を
明
か
し
、
直
心

の
力
を
起

こ
し
、
深
心
力
を

長
じ
、
念
力
を
嚴

浮
し
、
菩
提
心
を
堅
固
に
し
、
欲
楽
を
遠
離
し
、

一
切

の
佛
を
楽
見
せ
ん
こ
と
を
讃
歎
し
、
境
界
の
楽
を
楽
う

こ
と
を
歎
せ
ず
し

て
聞
法

の
楽
を

歎
じ
、
世
間

の
楽

を
離
れ
て
諸
法

の
智
慧

の
楽
を
観
察
し
、
阿
修
羅

の
戦
闘
恐
怖
を
離

れ
て
、
煩
悩

の
軍
を
滅
し
、
死

の
畏
れ
を
遠
離
し

て
衆
魔
を
降
さ
ん
こ
と
を

(56)



願

い
、
妙
法

の
山
を
興
し
て
須
彌
山
に
等
し
き
広
大

の
法
句
を
説
き
、
能
く
衆
生

の
無
量

の
事
業
を
弁
じ

て
、
法
界

に
充
満
し

た
。

　
ね
　

從
其
額
上
出
無
量
梵
天
。
妙
色
端
嚴
世
界
無
倫
威
儀
痒
序
。
演
出
妙
音
讃
歎
諸
佛
勧
請
説
法
。
令
衆
生
歓
喜
。
乃
至
能
辮
衆
生
無
量
事
業
。
充
漏
法
界
。

そ
の
額
上
よ
り
無
量

の
梵

天
を
出
し
た
。
妙
色
端
厳
な

る
こ
と
世
界

に
倫

(類
)
無
く
、
威
儀
痒
序

と
し
て
、
妙
音
を
演
出
し
て
諸
仏
を
讃
歎
し
、
説
法
を
勧
請

し
て
衆
生
を
歓
喜

せ
し
め
、
乃
至
能

く
衆
生

の
無
量

の
事
業
を
弁

じ
て
、
法

界
に
充
満
し
た
。

從
其
頭
上
。
出
阿
僧
祇
諸
菩
薩
衆
。
種
種
形
色
相
好
嚴
身
。
放
無
量
光
網
。
現
檀
波
羅
蜜
。
讃
歎
布
施
。
遠
離
樫
吝
無
所
貧
著
。
荘
嚴

一
切
世
界
。
構
揚
浄
戒

遠
離
悪
戒
。
安
立
衆
生
菩
薩
律
儀
。
歎
大
乗
戒
。
出
生
大
悲
功
徳
之
藏
。
説

一
切
有
皆
悉
如
夢
。
説
五
欲
樂
無
有
滋
味
。
安
立
衆
生
離
煩
悩
法
。
稽
揚
讃
歎
金
色

身
業
。
讃
歎
慈
心
遠
離
殺
害
。
滅
畜
生
趣
。
歎
多
聞
力
。
安
立
衆
生
於
忍
辱
力
。
歎
普
照
自
在
。
遠
離
放
逸
。
安
立
衆
生
於
不
放
逸
。
歎
輝
波
羅
蜜
。
心
得
自
在
。

抜
邪
見
刺
。
讃
歎
正
見
。
般
若
波
羅
蜜
。
樂
智
自
在
。
歎
随
世
間
遠
離
生

死
。
而
於
諸
趣
自
在
受
生
。
歎
願
力
漏
足
。
出
諸
通
明
自
在
壽
命
。
讃
歎

一
切
陀
羅
尼

　
お
　

力
。
出
生
願
力
。
浮
三
昧
力
。
現
自
在
生
。
讃
歎
智
慧
。
普

照

一
切
衆
生
諸
根
。
分
別
演
説
諸
心
心
行
。
照
十
力
智
。
讃
歎
自
在
薩
婆
若
。
充
涌
法
界
。

　
め
　

そ
の
頭
上
よ
り
阿
僧
祇

の
諸

々
の
菩
薩
衆
を
出
し
た
。
種

々
の
形
色

・
相
好

の
厳
身
は
、
無
量

の
光
網
を
放

っ
て
、
檀
波
羅
蜜
を
現
じ
、
布
施
を
讃
歎
し
、
樫
吝

を
遠
離
し
て
貧
著
す

る
所
無

く
、

一
切

の
世
界
を
荘
厳
し
て
浮
戒
を
称
揚
し
、
悪
戒
を
遠
離
し
て
衆
生
を
菩
薩

の
律
儀
に
安
立

せ
し
め
、
大
乗
戒
を
歎
じ

て
大
悲

の

功
徳
蔵
を
出
生

し
・

一
切

の
有

は
皆
悉
く
夢

の
如
し
と
説
き
・
五
(馳

の
楽
は
滋
味
あ
る

こ
と
な
し

と
説
き

て
、
衆
生
を
煩
悩
を
離
れ
た
る
法
に
安
立
せ
し

め
、
金
色

　　

の
身
業
を
称
讃
し
讃
歎
し
、
慈
心
を
讃
歎
し
利
害
を
遠
離
し

て
、
畜
生
趣
を
滅
し
、
多
聞

の
力
を
歎
じ

て
衆
生

の
忍
辱
力
に
安
立
せ
し
め
、
普
照

の
自
在
を
歎
じ
、

(
59
)

(60
)

正
見

の
般
若
波
羅
蜜
を
讃
歎
し

て
、
智
自

放
逸
を
遠
離
し
て
衆
生
を
不
放
逸

に
安

立
せ
し
め
、
禅
波
羅
蜜
を
歎

じ
て
、
心

に
自
在
を
得
て
邪
見

の
刺
を
抜
か
さ

せ
、

在
を
楽
わ
し
め
、
世
間

に
随

い
て
生
死
を
遠
離

し
て
、
而
も
諸
趣

に
お

い
て
自
在

に
生
を
受
く
る
こ
と
を
歎
じ
願
力
満
足
し

て
諸

々
の
通
明
を
出
だ
し
、
自
在

の
寿

命
を
歎
じ

て
・

一
切

の
陀
穐

力
を
讃
歎
し

て
・
願
力

の
浮
=
一昧
を
出
生
し
て
、
自
在

の
生
を
現
じ
、
智
慧
を
讃
歎
し

て
、
普

≦

切
衆
生

の
諸
根
を
照

ら
し
、

　
お
　

諸

々
の
心
心

の
行
を
分
別
し

て
演
説
し
、
十
方
智
を
照
ら
し
、
自
在

の
薩
婆
若

を
讃
歎
し
て
、
法
界
に
充
満
し
た
。

從
其
頂
上
。
出
百
千
阿
僧
祇
佛
身
分
。
具
足
相
好
荘
嚴
。
猶
如
金

山
。
普

照

一
切
。
出
妙
音
聲
。
充
漏
法
界
。
顯
現
無
量
無
邊
神
力
自
在
。
普

雨

一
切
甘
露
法

雲
。
爲
坐
道
場
菩
薩
。
雨
平
等
法
雲
。
爲
潅

頂
菩
薩
。

雨
普
門
法
雲
。
爲
深
忍
菩
薩
。
雨
普
荘
嚴
法
雲
。
爲
童
眞
菩
薩
。
雨
堅
固
山
法
雲
。
爲
不

退
菩
薩
雨
海
藏

法
雲
。
爲
成
就
直
心
菩
薩
雨
普
境
界
法
雲
。
爲
方
便
道
菩
薩
雨
自
性
地
音
聲
法
雲
。
爲
生
貴
菩
薩
雨
随
順
世
間
法
雲
。
爲
修
行
菩
薩
雨
厭
離
法
雲

。
爲
治
地
菩
薩

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)

(57)
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雨
長
養
法
藏
法
雲
。
爲
初
獲
心
菩
薩
雨
精
進
法
雲
。
爲
信
行
者
雨
無
蓋
門
法
雲
。
爲
色
界
衆
生
雨
無
壼
平
等
法
雲
。
爲
大
梵
天
雨
普
藏
法
雲
。
爲
大
自
在
天
雨
生

力
法
雲
。
爲
魔
天
王
雨
心
瞳
法
雲
。
爲
化
樂
天
雨
浄
念
法
雲
。
爲
兜
率
天
雨
浄
意
法
雲
。
爲
夜
摩
天
雨
歓
喜
法
雲
。
爲
帝
繹
天
雨
荘
嚴
虚
空
法
雲
。
爲
夜
叉
王
雨

歓
喜
法
雲
。
爲
乾
闊
婆
王
自
在
圓
漏
法
雲
。
爲
阿
脩
羅
王
雨
大
境
界
法
雲
。
爲
迦
模
羅
王
雨
無
量
世
界
法
雲
。
爲
緊
那
羅
王
雨
饒
益
衆
生
勝
智
法
雲
。
爲
諸
人
王

雨
不
可
樂
法
雲
。
爲
諸
龍
王
雨
漱
喜
瞳
法
雲
。
爲
摩
喉
羅
伽
王
雨
寂
静
法
雲
。
爲
地
獄
衆
生
雨
不
齪
念
荘
嚴
法
雲
。
爲
諸
畜
生
雨
智
慧
法
雲
。
爲
閻
羅
工
庭
雨
無

畏
法
雲
。
爲
餓
鬼
庭
雨
正
希
望
法
雲
。
悉
令
衆
生
向
賢
聖
門
。
充
漏
法
界
。
彼
諸
如
來
。

一
一
毛
孔
。
各
放
阿
僧
祓
浄
光
明
網
。
阿
僧
祇
妙
色
。
阿
僧
祇
荘
嚴
。

(
63
)

阿
僧
祇
境

界
。
緋

阿
僧
祇
事
。
充
漏
十
方
。

そ

の
頂
上
よ
り
百
千
阿
僧
祇

の
仏
を
出
し
た
。
身
分
具
足
し
、
相
好
荘
厳

せ
る
こ
と
猶
金

山
の
如
く
、
普

く

一
切
を
照
ら
し
、
妙
音
声
を
出

だ
し
て
法
界

に
充
満

し
、
無
量
無

辺

の
神
力
自
在
を
顕
現
し
て
、
普
く

一
切
甘
露

の
法
雲
を
雨
降
ら

せ
た
。
さ
と
り

の
場
に
坐
し
て
将

に
仏

に
な
ろ
う
と
し
て
道
場

に
坐
す

る
菩
薩

の
た

(64
)

め
に
は
平
等

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
次
に
仏
位
に
即
く

べ
き
証

明
を
与
え
ら
れ
た
灌
頂
の
菩
薩

の
た
め
に
は
普
門

の
法
雲

を
雨
降
ら
し
、
真
理
に
安
住
し

た
深
忍

の

菩
薩

の
た
め

に
は
普
荘
厳

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
身

に

つ
け
た
純

一
で
ま
じ
り
気

の
な

い
清
ら
か
な
素
直
な
心
で
あ
る
成
就
直
心

の
菩
薩

の
た
め
に
は
普
境
界

の
法

(
65

)

(
66
)

雲
を
雨
降
ら
し
、

手
段

・
方
法
を
わ
き
ま
え

た
方
便
道

の
菩
薩

の
た
め
に
は
自
性
地
音
声

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
菩
薩

の
十
住

の
第
四

の
階
位

で
あ
る
生
貴

の
菩
薩

(67

)

の
た
め

に
は
随
順

世
間

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
修
行

の
菩
薩

の
た
め
に
は
厭
離

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
治
地

の
菩
薩

の
た
め
に
は
長
養
法
蔵

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、

(
68
)

(
69
)

初
発
心

の
菩
薩

の
た
め
に
は
精
進

の
法
雲

を
雨
降
ら
し
、
信
行

の
者

の
た
め
に
は
無
尽
門

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
色
界

の
衆
生

の
た
め
に
は
無
尽
平
等

の
法
雲
を
雨

降
ら
』

大
知

の
た
め
に
は
普
蔵
の
法
雲
を
雨
降
ら
」

大
自
亀

の
た
め
に
は
生
力
の
法
雲
を
雨
降
ら
」

魔
壷

の
た
め
に
は
心
瞳
の
法
雲
を
雨
降
ら
』

化
麩

の
た
め
に
捧

念
の
法
雲
を
雨
降
ら
し
・
兜
舞

の
た
め
に
は
浮
意
の
法
雲
を
雨
降
ら
し
・
夜
難

の
た
め
に
は
歓
喜
の
法
雲
を
雨
降
ら
」

帝
葵

の
た

(
77
)

め
に
は
荘
厳
虚
空

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
夜
叉
王

の
た
め
に
は
歓
喜

の
法
雲

を
雨
降
ら
し
、
乾
關
婆

王
の
た
め
に
は
自
在
円
満

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
修
羅
王

の
た

(78

)

め
に
は
大
境
界

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
迦
櫻
羅
王

の
た
め
に
は
無
量
世
界

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
緊
那
羅
王

の
た
め
に
は
饒
益
衆
生
勝
智

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、

(79

)

諸

々
の
人
王

の
た
め
に
は
不
可
楽
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
諸

々
の
龍
王

の
た
め
に
は
歓
喜
憧

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
摩
喉
羅
伽
王

の
た
め
に
は
寂
静

の
法
雲
を
雨
降
ら

(
80
)

し
、
地
獄

の
衆
生

の
た
め
に
は
不
乱
念
荘
厳

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
諸

々
の
畜
生

の
た
め
に
は
智
慧

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
閻
羅
王
処

の
た
め
に
は
無
畏

の
法
雲
を

雨
降
ら
し
、
餓
鬼
処

の
た
め
に
は
正
希
望

の
法
雲
を
雨
降
ら
し
、
悉
く
衆
生
を
し

て
賢
聖
門
に
向
か
わ
さ
せ
、
法
界
に
充
満
し

た
。
か

の
諸

々
の
如
来

は

一
々
の
毛

(58)



孔
よ
り
、
各

々
阿
僧
祇

の
浮
光
明
網
を
放
ち
、
阿
僧
祇

の
妙
色
、
阿
僧
祇

の
荘
厳
、
阿
僧
祇

の
境
界
が
あ
り
、
阿
僧
祇

の
事

を
弁
じ
、
十
方

に
充
満
し
た
。

こ
の
よ
う

に
生
き
と
し
生
け
る
者

そ
れ
ぞ
れ

の
、
境
遇
環
境
や
修
行

の
階
梯

に
応
じ
て
、

一
切
甘
露

の
法
雲

か
ら
雨
降
ら
し

て
説
法
教
化
し
て
聖
賢

の
門
を
開
き
、

一
一
の
毛
孔

か
ら
無
数

の
光
網
を
放

っ
て
あ
ら
ゆ
る
み
姿
や
境
界
を
現
じ
、

一
切

の
事
を
完
成
し

て
さ
と
り

の
大
活
動
が
全
宇
宙
に
充
満
す
る
と
い
う
情
景

が
現
わ

れ
た
。

海
憧
比
丘

の
三
昧

が
現
出
し

た
奇
特

な
る
光
景
を
詳
細

に
紹
介
し

た
が
、
端
的

に
言
え
ば

こ
の
光
景

が
物
語

る
と
こ
ろ
は
、
長
者

と
婆
羅
門
に
よ

る
衆
生

へ
の
資

生

の
具

の
施
与
、
す
な
わ
ち
生
活

の
物
質
的
基
盤

の
整
備

で
あ
り
、
刹
那
と
婆
羅
門
に
よ
る
勧
善
懲
悪
、
仙
人
に
よ
る
梵
行

の
説
法
、
龍

に
よ
る
如
来

の
供
養
、
阿

修
羅
王

に
よ
る
煩
悩

の
除
滅
、
聲
聞
と
縁
覧

の
二
乗
に
よ
る
化
導
、
夜
叉
王
と
諸
羅
刹
王
に
よ
る
信
心
あ
る
者

の
保
護
と
彼
ら

へ
の
利
益
、
緊

那
羅
王

に
よ
る
実
相

法

の
説
法
、
轄
輪
聖
王

に
よ
る
大
悲

の
讃
歎
、
日
に
よ
る
心

の
暗
闇

の
除
滅
、
天
王
帝

繹
に
よ
る
繹
王

の
法

の
保
持
、
梵
天
に
よ
る
諸
佛

の
讃
歎
、
菩
薩
衆

に
よ
る

般
若
波
羅
蜜

の
讃
歎
、
佛
に
よ
る
各

人

の
境
遇
に
即
し
た
修
行
法
を
、
身
体

の
各
部
位

か
ら
生
じ
た
長
者
、
婆
羅
門
な
ど
に
よ

っ
て
説
か
れ
て

い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
考

な
崎

暴

な
光
景
皇

.財
事

は
目
の
当
た
り
に
し
て
、

一
心
に
篠

比
丘
を
観
餐

そ
の
三
昧
の
法
門
を
食

不
可
塁

な
る
笠
、薩
の
境
界

謝

を
思
惟
し
無
量
無
作

の
現
在
荘
厳
普

門

の
法
門
を
思
惟
し
、
法
界
荘
嚴

の
智
慧
を
観
察

し
、
佛
智
に
依

っ
て
住
し
、
菩
薩

の
力
を
出
し
、
菩
薩

の
願

力
を
た
て
、
菩

ー

　
お
　

薩

の
諸
行
を
増
広
し

た
。

こ
の
よ
う

に
正
意

に
観
察
す
る
こ
と
、

一
日

一
夜
、

乃
至
七
日
七
夜
、
半
月

一
月
、

と
時
間
が
経
ち
六
月

六
日
を
経

て
海
瞳

比
丘
は
三
昧

か
ら
目
覚
め
た
。

そ
の
時

に
善
財

は
、
未
曾
有

の
こ
と
と
感
嘆
し
て
、
合
掌
し
て
海
瞳
比
丘
に
申
し
た
。

甚
奇

大
聖
。
如
此
三
昧
最
爲
甚
深
。
如
此
三
昧
最
爲
廣
大
。
如
此
三
昧
境
界
無

量
。
如
此
三
昧
不
可
思
議
神
力
自
在
。
如
此
三
昧
不
可
構
量
。

如
此
三
昧
慧
光

明
浄
。
如
此
三
味
阿
僧
祇
荘
嚴
以
爲
荘
嚴
。
如
此
三
昧
境
界
不

可
壊
。
如
此
三
昧
無
有
退
轄
。
如
此
三
昧
普
照
十
方

一
切
世
界
。
如
此
三
昧
具
有
無
量
義
趣
方
便
。

大
聖
。
其
有
菩
薩
入
此
三
昧
。
能
爲

一
切
除
滅
衆
苦
。
永
絶
地
獄
餓
鬼
畜
生

一
切
楚
毒
。
遠
離
諸
難
。
令
天
人
趣
悉
得
寂
静
。
令
衆
生
歓
喜
。
常
樂
甚
深
輝
定
境

界
。
厭
離
有
爲
超
出
三
界
。
獲
菩
提
心
。
長
養
智
慧
功
徳
因
縁
。
長
養
彌
廣
無
上
大
悲
。
生
大
願
力
。
照
菩
薩
道
。
智
慧
荘
嚴
大
波
羅
蜜
。
究
寛

出
生
大
乗
境
界
。

(
83
)

智
慧
遍
照
普
賢
所
行
。
得
菩
薩
諸
地
智
慧
光
明
。
具

一
切
菩
薩
清
浮
願
行
。

謹

一
切
智
境
。
大
聖
。
此
三
昧
者
。
名
爲
何
等
。

海
瞳
比
丘

の
三
昧

の
深
さ
、
広
大
さ
を
賞
讃
し
、
菩
薩
が
こ
の
三
昧

に
入

っ
た
の
な
ら
ば
、

一
切

の
た
め
に
衆
苦
を
除
滅
し
て
、
永
く
地
獄

∴
餓
鬼

.
畜
生

の

]

『
華

厳

経

』

と

教

育

(三

)
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切

の
箋

を
絶

ち
・
諸

々
の
難
を
遠
離
し

て
・
天

゜
人
趣

に
悉
く
寂
静
を
得
さ
せ
・
衆
生
を
歓
喜

さ
せ
・
常

に
深

い
禅
定

の
境
界
を
楽

い
、
羅

を
遠
離
し
三

(飛
(
87
)

を
超
出
さ
せ
、
菩
提
心
を
発
し
て
、
智
慧
功
徳

の
因
縁
を
長
養

し
、
無

上
の
大
悲
を
長
養
し
、
大
願
力
を
生
じ
、
菩
薩

の
道
を
照
ら
し
、
智
慧
を
も

っ
て
六
波
羅
蜜

を
犠

し
た
が
た
め
に
・
こ
の
三
昧
を
得

る
こ
と
が
で
ミ

こ
の
一二
昧
を
得

る
時

に
は
即
座

に
百
萬
阿
僧
祇
も

の
三
昧
を
得
ら
れ
る
と
述

べ
る
。
智
慧

こ
そ
が
こ
の

三
昧

の
因

で
あ

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
比
丘

は
善
財

の

「
三
昧

の
功
徳

の
境
界
が
あ
る
か
」
と

の
問

い
に

此
三
昧
名
普

眼
捨
得
。
又
名
清
浄
光

明
般
若

波
羅
蜜
境
界
。

又
名
清
浄
荘
嚴
普
門
。
善
男
子
。
修
習
般
若

波
羅
蜜
故
。
得
此
三
昧
。
得
此
三
昧
時
。
即
得

百
萬

阿
僧
祇
三
味
。

此
三
昧
唯
有

此
功
徳
境
界
。
復
有
絵
耶
。
善

男
子
。
此
三
昧
者
。
分
別

一
切
世
界
。
無
所
障
凝
。
究
寛

】
切
世
界
。
無
所
障
凝
。
遊
行

一
切
世
界
。

無
所
障
凝
。
荘
嚴

一
切
世
界
。
無
所
障
凝
。
修

治

一
切
世
界
。
無
所
障
凝
。
嚴
浄

一
切
世
界
。
無
所
障
凝
。

見

一
切
佛
。
無
所
障
凝
。
観

一
切
佛
功
徳
。
無
所
障

凝
。
知

一
切
佛

自
在
神
力
。
無
所
障
凝
。
究
尭

]
切
佛
力
。
無
所
障
凝
。
度

】
切
佛
功
徳
大
海
。
無
所
障

凝
。
雨

一
切
佛
浄
妙
法
雲
。
無
所
障
凝
。
度

一
切
佛
法
。

無
所
障
凝
。
得

一
切
佛
轄
法
輪
智
不
可
破
壊
。
無
所
障
凝
。
得

一
切
佛
清
浄
大
衆
之
源
底
。
無
所
障
凝
。
随
順
普
入
十
方
世
界
。
無
所
障
凝
。
随
順
観
察
十
方
佛

珠

無
所
騒

大
悲
叢

+
方
衆
生

無
所
障
瞬

大
慈
充
準

方
算

無
所
障
凝

見
+
方
患

無
厭
尾

鉦薩

瞬

鵡

遍
入
衆
生
毒

無
所
障

鋤

凝
。

了
知
衆
生

一
切
根
海
。
無
所
障
凝
。
分
別

一
切
諸
衆
生
海
。
無
所
障
凝
。
善
男
子
。
我
唯
知
此
清
浮
光
明
般
若
波
羅
蜜
三
昧
法
門
。

ー

と
・
騒

な
女

一
切
の
世
界
を
藁

や

一
切
世
界
の
死
型
や

一
切
世
界
の
遊
行
に
も

一
切
世
界
の
叢

に
直

一
切
世
界
の
潅

や

葡

世
界
を
嚴
浮
す
る
こ

と
も
、

一
切

の
佛
を
見

る
に
も
、

一
切

の
佛

の
功
徳

を
観
ず
る

こ
と
も
、
…
…
も

で
き
る
よ
う
な
状
態
こ
そ
が

こ
の
三
昧

で
あ

る
、
私
は
こ
の
清
浄
な
光

明
般
若
波

羅
蜜

三
昧

の
法
門
を
知

っ
て

い
る
だ
け
で
あ

る
と
言
明
す

る
の
で
あ

る
。

云
何
能
説
諸
大
菩
薩
究
寛
之
行
。
諸
大
菩
薩
皆
悉
深
入
智
慧
大
海
。
善
能
分
別
清
浮
法

界
。
智
慧
究
寛

]
切
法
趣
。
慧

光
無
量
。
充
漏

一
切
。
得
大
陀
羅
尼
自

在
光

明
。

一
切
三
昧
圓
漏
清
浄
。
出
生

一
切
自
在
通

明
。
深
入

一
切
無
蓋
辮
海
。
雷
震

一
切
諸
地
音
聲
。
悉
能
救
護

一
切
衆
生
。
我
尚
不
能
説
彼
所
行
。
況
其
功

徳
。
顯
其
境
界
。
説
其
境
界
。
照
其
法
門
。
明
其
積
聚
諸
功
徳
藏
。
説
其
正
道
。
諸
三
昧
流
平
等
智
慧
。
善
男
子
。
於
此
南
方
有

一
住
庭
。
名

日
海
潮
。
彼
有
園

(
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林
名
普
荘
嚴
。
有
優
婆
夷
名
日
休
捨
。
汝
詣
彼
問
。

云
何
菩
薩
。
修
菩
薩
道
浄
菩
薩
道
。

し
か
し
、
私

に
は
大
菩
薩

の
究
寛

の
行

を
説
く

こ
と
は
出
来
な

い
し
、
大
菩
薩

の
所
行
も
説
く

こ
と
は
で
き
な

い
し
、
ま
し
て
や
そ

の
功
徳

に

つ
い
て
は

い
う

ま

で
も

な

い
。
そ

の
境
界
を
明
ら
か
に
し
、
其

の
境
界
を
説
き
、
そ

の
法
門
を
照
ら
し
、
そ

の
積

み
重
ね
ら
れ

た
諸

々
の
功
徳

の
宝
蔵
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
正
道
、



諸

々
の
三
昧
海
と
平
等

の
智
慧
を
説
く

こ
と
は
さ
ら
さ
ら
で
き
な

い
。
海
潮
と

い
う
と

こ
ろ

の
普
荘
厳
園
林

に
お
住
ま

い
の
休
捨
優
婆
夷
を
訪
ね
て
彼
女

に
お
尋
ね

な
さ

い
と
勧

め
た
の
で
あ
る
。

爾
時
善
財
童
子
。

正
念
思
惟
海
瞳
比
丘
。
心
未
曾
捨
。
樂
見
無
厭
。
顧
懸
聖
音
。

目
想
慈
顔
。
正
念
思
惟
。
其
心
境
界
。
三
昧
境
界
。
願
行
境
界
。

正
念
思
惟

明
浄
智
慧
。
敬
善
知
識
。
向
善
知
識
。
念
善
知
識
教
。
於
善
知
識
起
愛
恭
敬
。
又
作

是
念
。
因
善
知
識
得
見
諸
佛
。
善
知
識
者
。
開
示
顯
現

一
切
佛
法
。
善
知
識
(
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者

是
奇
特
法
。
令
人
得
見
諸
佛
法
故
。
善
知
識
者
爲
明
浄
眼
。
令
人
見
佛
如
虚
空
故
。
善
知
識
者
爲
善
津
濟
。
令
人
於
佛
華
池
得
源
底
故
。
漸
漸
南
行
至
海
潮
塵
。

南

へ
向
か
う
善
財
は
海
憧
比
丘

の
教
え
を
正
念
し

て
い
た
。
そ
う
す
る
中

で
善
財
は

「善
知
識

に
め
ぐ
り
合
う

こ
と
で
、
諸

々
の
仏
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
く

こ
と

が
で
き
、
善
知
識
は

一
切

の
仏
法
を
開
示
し
顕
現
し

て
い
た
だ
け
る
し
、
善
知
識
は
人
に
諸
仏

の
法
を
さ
と
ら
せ
る
が
故

に
、
奇
特

の
法

で
あ
り
、
人
に
虚
空

の
よ

(
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う

な
仏
を
見
さ
せ
る

の
で
明
浄

の
眼
で
あ
り
、
人
を
仏

の
華
池

で
そ
の
水

の
湧
き
出
る
源
を
明
ら

か
に
す

る
の
で
善
き
津
済

で
あ
る
」

と
の
想

い
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
。爾

時
休
捨
優
叢

庭
金
色
藏
座

海
警

荘
嚴
網
嚢

其
易

..・..其

有
得
見
此
霧

夷
煮

】
切
衆
病
悉
除
魯

心
浮
離
垢
抜
邪
見
利

除
滅
障
難

無

引つ

凝

地
。
於
彼
地
中
長
養
善
根
成
就
諸
根
方
便
。
囁

一
切
智
。

一
切
陀
羅
尼
門
。

一
切
三
昧
門
。
皆
現
在
前
。
登

一
切
願
門
。
究
尭

一
切
行
門
。
出

生

一
切
浄
門
。

ー

　
レ
　

其
心
廣
大
。
出
世

一
切
通
。
得
無
凝
身

靡
所
不
至
。

そ

の
時

に
休
捨
優
婆
夷

は
金
色
蔵

の
座

に
坐
し

て
、
海
蔵
宝
を
も

っ
て
荘
厳

せ
る
網
羅
に
て
そ

の
身
を
覆

い
、
…
…

(四
方

入
方
か
ら
来
訪
し
た
者

で
)
此

の
優

婆
夷
を
見
る

こ
と
が

で
き

た
者
は
、

一
切
衆

の
病
皆
悉
く
除
滅
し
、
心
浄
く
垢
を
離
れ
、
邪
見

の
刺
を
抜
き
、
障
凝
を
除
滅
し
て
、
無
凝
地
を
浮
め
、
彼

の
地

の
中

に
於
て
善
根
を
長
養
し
、
諸
根

の
方
便
を
成
就
し
、

一
切
の
智
に
摂
し

て
、

一
切
の
陀
羅
尼
門
と
、

一
切

の
三
昧
門
と
は
、
皆
現
前
し
、

一
切

の
願

門
を
発
し
、

一

切

の
行
門
を
究
尭
し
、

一
切
の
浮
門
を
出
生
し
、
そ

の
心
広
大
に
し

て

一
切
の
通
を
出
生
し
、
無
凝

の
身
を
得

て
至
ら
ざ
る
所

が
無

い
、

と
。
そ

の
姿
に
接
す
る
だ

け

で
身
心

の
病

や
垢
が
除
去
さ
れ
、
邪
見
も
な
く
な
る
と
す
る

の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
障
を
滅
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

爾
時
善
財
童
子
。

入
普
荘
嚴
園
林
。
周
遍
観
察
。
見
休
捨
優
婆
夷
庭
金
色
座
。
往
詣
其
所
。
頭
面
禮
足
遙
無
数
匝
。
白
言
大
聖
。
我
己
先
襲
阿

褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
心
。

而
未
知
菩
薩
云
何
學
菩
薩
行
。
修
菩
薩
道
。
唯
願
爲
我
具
足
演
説
。
答
言
。
善
男
子
。
我
唯
成
就

一
法
門
。
若
見
聞
念
知
親
近
我
者
。
皆
悉
不
虚
。
善

男
子
。
若
有
衆
生
。
不
種
善
根
。
不
親
近
善
知
識
。
不
爲
諸
佛
所
護
念
者
。
彼
諸
衆
生
不
能
見
我
。
善
男
子
。
若
有
衆
生
。
能
見
我
者
。
則
於
阿

褥
多
羅
三
貌
三

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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菩
提
得
不
退
轄
。
東
方
諸
佛
常
來
我
所
。
庭
寳
師
子
座
爲
我
説
法
。
南
西
北
方
四
維
上
下

一
切
諸
佛
悉
來
我
所
。
庭
寳
師
子
座
爲
我
説
法
。
善
男
子
。
我
常
見
諸

佛
菩
薩
。
未
曾
遠
離
。
善
男
子
。
我
此
大
衆
有
八
萬
四
千
億
菩
薩
。
皆
我
同
行
於
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
得
不
退
轄
。
此
普
薙
嚴
園
林

一
切
衆
會
。
亦
於
阿
褥
多

(
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羅
三
貌
三
菩
提
得
不
退
轄
。

善
財
童
子
は
普
荘
嚴
園
林
に
入
り
、
休
捨
優
婆
夷

が
ど

こ
に
お
ら
れ
る
か
と
周
り
を
観
察
す

る
と
、
彼
女

は
金
色
蔵

の
座

に
坐

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
菩

薩

の
行

と
菩
薩

の
道
を
私

の
た
め
に
お
説
き
下

さ

い
と
願
う

と
、
彼
女
は

『
私
は
た
だ

一
法
門
を
成
就
し
て

い
る
だ
け

で
あ

る
。
若
し
私
を
見
聞
き
し
、
念
知
し
親

近
す
る
者
は
、
皆
悉
く
何
か
を
獲
得
す
る
で
あ

ろ
う
。
若

し
、
衆
生

が
い
て
、
善
根
を
植
え
ず
、
善
知
識
に
親
近

せ
ず
、
諸
佛

の
た
め
に
護
念
さ
れ
な

い
者
は
、
私

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
衆
生

の
中

で
私
を
見

る
こ
と

の
で
き
る
者
は
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提

に
お

い
て
不
退
転
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
東
方

の
諸
佛

は
常

に
私

の

所

に
来

た
り
て
宝
師
子
の
座

に
処
し
た
ま

い
私

の
た
め
に
法
を
説
き

た
ま
え
り
。
…
…
』

我
念
過
去
。
於
錠
光
佛
所
。
出
家
求
道
浄
修
梵
行
。
恭
敬
供
養
聞
法
受
持
。
次
於
離

垢
佛
所
。
出
家
求
道
浄
修
梵
行
。
恭
敬
供
養
聞
法
受
持
。
次
於
妙
憧
佛
。
(
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妙
徳
佛
。
毘
櫻

遮
那
佛
。
普
眼
佛
。
梵
壽
佛
。
自
在
佛
。
善
天
佛
。
善
男
子
。
我
於
如

是
等
三
十
六
恒
河
沙
佛
所
。
出
家
求
道
浄
修
梵
行
。
恭
敬
供
養
聞
法
受
持
。

(
001

)

私
が
過
去
を
念

い
ま
す
に
、
錠
光
仏

の
所

に
於

て
出
家
求
道
し
て
、
梵
行
を
浮
修
し
、
恭
敬
し
供
養

し
て
、
法

を
聞
き
て
受
持
し
ま
し
た
。
次
に
離
垢
仏

の
所

に

於
て
出
家
求
道
し

て
・
法
を
聞

い
て
受
持
し
ま
し

た
・

次
に
妙
橦
仏

゜
論

仏

゜
功
織

仏

゜
毘
盧
遮

那
(健

゜
並
趣

仏

゜
梵
壽
仏

゜
自
在
仏

・
善

天
仏

に
於
て
出
家

求
道
し
ま
し
た
。
善
男
子
よ
、
私
は
是

の
如
き
等

の
三
十

六
恒
河
沙

の
仏

の
所
に
於

て
、
出
家
求
道

し
て
、
梵
行
を
浮
修
し
、
恭
敬
し
供
養
し

て
、
法
を
聞

き
て
受

持
し
ま
し
た
。
即
ち
、
過
去
世

に
お
け
る
出
家
求
道

の
仏
果

が
今
日
の
私
の
姿
を
も
た
ら
し

て

い
る
と
す

る
の
で
あ

る
。

善
男
子
。
菩
薩
不
爲
教
化

一
衆
生
故
襲
菩
提
心
。
不
爲
教
化
百
衆
生
。
…
…
欲
恭
敬
供
養

一
切
諸
佛
。
欲
嚴
浄

一
切
佛
刹
。
欲
守
護
受
持

一
切
佛
法
。
欲
漏
足

一
切
大
願
。
欲
知

一
切
佛
春
屡
。
欲
知

一
切
衆
生
心
海
。
欲
知

一
切
衆
生
心
心
所
行
。
欲
知

一
切
衆
生
諸
根
輪
。
欲
知

一
切
世
界

一
切
劫
敷
次
第
成
敗
。
欲
知

一

(
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切
衆
生
煩
悩
習
氣
。
欲
断

一
切
衆
生
煩
悩
。
欲
漏

一
切
衆
生
行
故
襲
菩
提
心
。

『善
男
子
よ
、
菩
薩
と

い
う
も

の
は

一
人

の
衆
生
を
教
化
し
よ
う
と
し

て
の
故

に
菩
提
心
を
発
す

の
で
は
な

い
、
百

の
衆
生
を
教
化

し
よ
う

と
し

て
の
た
め
に
で

も
な

い
。

…
…

一
切
の
諸
仏
を
恭
敬
し
供
養
し
よ
う

と
願

い
、

一
切

の
仏
刹
厳
浮
し
よ
う

と
願

い
、

]
切
の
仏
法
を
守
護
し
受
持
し
よ
う
と
願

い
、

一
切

の
大
願
を

満
足
し
よ
う

と
願

い
、

一
切

の
仏

の
春
属
を
知
ろ
う

と
願

い
、

一
切
衆
生

の
心

々
の
所
行
を
知
ろ
う

と
願

い
、

一
切
衆
生

の
諸
根
輪
を
知
ろ
う

と
願

い
、

一
切

の
世

(62)



界
、

一
切

の
劫
数

の
次
第

に
成
敗
す
る

こ
と
を
知
ろ
う

と
願

い
、

一
切
衆
生

の
煩
悩
習
気
を
知

ろ
う
と
願

い
、

一
切

の
衆
生

の
煩
悩
を
断
と
う

と
願

い
、

一
切
衆
生

の
行
を
満
た
そ
う
と
願
う
が
故

に
、
菩
提
心
を
発
す

の
で
す
。
』
と
述

べ
た
上

で
、
善
財

の
法
門

の
名

は
と

の
問

い
に

爾
)

此
法
門
名
離
憂
安
穏
憧
。
我

唯
知
此
法
門
。
…
…

と
答

え
、
よ
く
菩
薩

の
諸
行
を
解
説
す
る
と
し

て
毘
目
多
羅
仙
人
を
訪
ね
よ
と
勧
め
る
。
休
捨
優
婆
夷

の
教
え
を
受
け
た
善
財
は
、

正
念
思
惟
。
得
菩
提
難
。
遇
善
知
識
難
。
得
與
上
人
共
同
止
難
。
得
菩
薩
諸
根
難
。
漏
足
菩
薩

正
直
心
難
。
値
遇
同
意
善
知
識
難
。
観
眞
實
難
。
如
法
正
教
難
。

(
獅
)

出
生
妙
心
難
。
念

一
切
智
難
。
長
養
法
明
難
。
作
是
念
己
僻
退
南
行
。

善
財

が
正
念
し
思
惟
し
た
の
は
、
「
菩
提
を
得

る
こ
と
は
難
く
、
善
知
識

に
遇
う

こ
と
は
難
く
、
上
人
と
共

に
同
じ
所

に

い
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
難
く
、
菩
薩

の
善
根
を
得

る
こ
と
は
難
く
、
菩
薩

の
正
直
心
を
満
足
す
る

こ
と
は
難
く
、
同
じ
意
志
を
持

つ
善
知
識

に
値

遇
す
る

こ
と
は
難
く
、
真
実
を
観
ず
る

こ
と
は
難
く
、

法

の
如
く
正
し
く
教
え

る
の
は
難
く
、
妙
心
を
出
生
す

る
こ
と
は
難
く
、

一
切
智
を
思
う

こ
と
は
難
く
、
法

明
を
長
養
す
る

こ
と
は
難
し

い
」
と
。

こ
う
考
え
た
上

で

騨

藻

臨

が

推
求
仙
人
毘
目
毒

時
彼
仙
人
在
大
林
爵

繕

荘
霧

華

蓑

麺

側

漸
漸

に
遊
行
し
て
、
海
潮
國
に
至
り
、
周
遍
し
て
仙
人
毘
目
多

羅
を
推
求
せ
り
。
時

に
彼

の
仙
人
は
大
林
中

に
在

せ
り
。
阿
僧
祇
の
樹
は
此

の
林

を
荘
厳
し
、
宝

葉
並
曰
く
覆

い
、
:
:
:

痂
)

爾
時
善

財
。
見
彼
仙
人
在
此
林
中
。
服
樹
皮
衣
繋
髪
草
座
。

【
萬
仙
人
以
爲
春
屡
。
如
栴
檀
林
栴
檀

園
逡
。

(m

)

爾

の
時
に
善
財
、
彼

の
仙
人
を
見
た
て
ま

つ
る

に
、
此

の
林
中

に
在
し
て
樹
皮
の
衣
を
身

に
ま

と
い
、

繁
髪
し

て
草
を
座
と
し
、
壱
萬

の
仙
人
を
以

て
春
属

と
為

し
、
林

の
よ
う
な
栴
檀

に
團
遙
さ
れ

て
お
ら
れ

る
。

時
彼
仙

人
。
観
察
大
衆
而
作
是
言
。
汝
等
當
知
。
此
童
子
者
。
己
登
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
請

一
切
衆
生
普
施
無
畏
。
饒
益

一
切
衆
生
。

向
深
智
海
。
欲

飲

一
切
諸
佛
法
雨
。
欲
壼

一
切
法
海
源
底
。
欲
成
世
間
智
慧
大
海
。
欲
興
大
悲
重
雲
。
欲
雨
甘
露
法
雨
。
欲
出
世
間
明
浄
智
月
。
欲
滅
世
間
諸
煩
悩
闇
。
欲
長
養

一
切
衆
圭

距

時

に
彼

の
仙

人
、

大

衆
を

観

察

し

て
、

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)

『
お
前
た
ち
よ
、
當
に
知

る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
童
子
は
已

に
阿
褥
多

羅
三
貌

三
菩
提
心
を
発
し
、

一
切

の
衆
生

に
請
う
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て
普

く
無
畏
を
施

し

て
、

一
切
の
衆
生
を
饒
益
し
、
深
智

の
海

に
向

っ
て
、

一
切
諸
仏

の
法
雨
を
飲
み
た
い
と
欲
し
、

一
切
法
海

の
源
底
を
尽
そ
う
と
欲
し
、
:
:
:
、

一
切
衆
生

の
善

根
を
長
養

し
よ
う

と
欲
し
て

い
る
』
と

の
言
葉
を
発
し
た
。

こ
の
言
葉
を
聞

い
て
そ

の
場

に
居

た
仙
人

の
大
衆
は

爾
時
大
衆
。
各
持
種
種
金
色
妙
華
香
可
悦
樂
。
散
童

子
上
。
頭
面
禮

足
曲
躬
敬
遙
。
作
如
是
言
。
此
童
子
者
。
悉
能
救
護

一
切
衆
生
。
滅
三
悪
道
。
離
閻
羅
趣

一
切
諸
難
。
消
端
欲
海
除
滅
苦
陰
。
捨
愚
擬
闇
断
貧
愛
縛
。
能
昇
功
徳
金

剛
圃
山
。
建
立
世
間
智
慧
須
彌
。
於
世
間
出

明
浄
智
日
。
顯
曜

一
切
善
根
諸
法
。
示
導

(
皿

)

世
間

明
識
善

悪
。
時
彼
仙

人
。
告
大
衆
言
。
若
有
能
獲
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
者
。
得

一
切
智
。
浮

一
切
佛
功
徳
之
地
。

爾

の
時

に
大
衆

は
、
各

々
す
ば
ら
し

い
種

々
の
金
色

の
妙
華
香

の
も

の
を
持

っ
て
、
童
子

の
上

に
散
じ
、
頭
面

に
足
を
禮
し
、
躬

を
曲

め
て
敬
逡
し
、
是
の
如

き

の
言
を

口
に
す
る
。

『
此

の
童
子
悉
寵

≦

切
の
衆
生
を
救
護
し
・
三
亜
趣

を
滅
し
・
賜

翫
)
窃

の
諸

々
の
難
を
離
れ
さ
せ
・
欲

の
海
を
消
渇
し

て
苦
陰
を
除
滅
し
、
愚
擬

の
闇

を
捨
て
・
蔓

の
縛
を
断
ち
・
能
く
功
徳

の
金
剛
囲
山

に
昇

っ
て
・
世
間
に
智
慧

の
鍮

を
建
立
し
・
世
間
に
於

て
明
浄

の
智
月
を
出
だ
し

て
、

窃

善
根
の
諸
法

を
顕
曜
し
・
世
間
を

範

し
て
・
明
ら

か
に
善
悪
を
知
ら
せ
さ

先

』

と
・

時

に
彼

の
仙
人
、
大
衆
に
告
げ
て
言

は
く
、

『若
し
能
く
阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提
心
を
発
す
者
有
れ
ば
、

一
切
智
を
得
、

一
切

の
仏

の
功
徳

の
地
を
浮
め
よ
う
。
』

(
811

)

善
男
子
。
我
已
成
就
菩
薩
無
壊
憧
智
慧
法
門
。

『善

男
子
よ
、
我
已
に
菩
薩

の
無
壊
瞳

智
慧

の
法
門
を
成
就

せ
り
。
』

善
財
白
言
。
大
聖
。
彼
法
門
者
。
境
界
云
何
。
時
彼
仙
人
即
申
右
手
摩
善
財
頂
。
摩
已
執
善
財
手
。
即
時
善
財
自
見
其
身
。
在
於
十
方
十
佛
世
界
微
塵
等
佛
所
。

(
911

)

見
彼
諸
佛
相
好
荘
嚴
。
…
…

善

財
は
白
し
た
、

『大
聖
よ
、
彼

の
法
門

は
境
界
云
何
』

と
。
時

に
彼

の
仙
人
は
、
即
ち
右

の
手
を
伸
ば
し

て
善

財

の
頂
を
摩

で
た
ま
え
り
。
摩

で
已

っ
て
善

財

の
手
を
執
ら
れ
た
。
即
時

に
善
財
自
ら
其

の
身
を
見
る
と
十
方

の
十
仏
世
界

の
微
塵

に
等
し
き
仏

の
所

に
在

っ
た
。
彼

の
諸
佛

の
相
好
荘
厳
を
見
た
て
ま

つ
る
に
、

阿
僧
祇

の
宝
珍
玩

の
具
を
以

て
其

の
刹
を
荘
厳
し
た
。
…
…

こ
の
仙
人

の
成

し
遂
げ
て

い
る
無
壊
憧
智
慧
法
門
に
よ
り
善
財
自
身

が
佛

の
姿
を
目

の
当

た
り
に
す

る

こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
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又
見
彼
佛
春
屡
大
海
。
所
從
聞
法
悉
能
受
持
。
乃
至
不
失

一
句

一
味
。
分
別
受
持
正
法
梵
輪
。
受
諸
法
雲
入
佛
大
願
。
浮
修
諸
力
清
浄
願
行
。
究
寛
諸
功
徳
藏
。

見
彼
諸
佛
。
随
慮
化
度
。

一
切
衆
生
。
見

一
切
佛
清
浄

圓
漏
大
光

明
網
。
見
己
随
順
無
凝
智
慧
光
明
。
究
尭
佛
力
。
或
自
見
身
。
於

一
佛
所
。

一
日

一
夜
。
或
復

自
見
於
絵
佛
所
。
七

日
七
夜
。
如
是
次
第
。
於
絵
佛
所
。
或
有
半
月

一
月
。

一
歳
百
歳
千
歳
。
或
百
千
歳
百
千
億
歳
。
或
百
億
那
由
他
歳
。
或
半
劫

一
劫
百
劫
千

劫
享

功

或
百
億
那
由
他
功

乃
至
不
可
説
不
可
説
那
由
他
功

或
閻
浮
議

塵
等
和

乃
至
不
可
説
不
可
説
世
界
微
塵
義

善
財
は
佛

の
説
法
を
聞
き
に
来
た
大
衆

が
そ

の
説
法
を
悉
く
受
け
取
ろ
う

と
し

て

]
語

一
句
を
聞
き
逃
す
ま

い
と
し
て
耳
を
歌
て
て
お
り
、
正
法

の
梵
輪
を
分
別

受
持
し
て
諸
法
雲
を
受
け
佛

の
大
願

に
入
り
、
清
浄
な
る
願
行

の
諸
力
を
浮
修
し

て
諸
功
徳
蔵
を
究
尭
し
、
彼

の
諸
佛
を
見

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

て
衆
生
を
導
き
、

救
わ
れ
る

の
を
見
た
。

一
切

の
衆
生
は

一
切

の
佛

の
清
浄
圓
漏
な
る
大
光
明
網
を
見
、
見
お
わ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
無
磯

の
智
慧
光
明
を
、

つ
ま
り
は
佛

の
力
を
、
見

た
。
或
は
自
ら
佛

の
姿
を
見
た
。
善
財
は

一
つ
の
佛

の
所

で

一
昼
夜
を
、
ま
た
別

の
佛

の
所
で
は
七
日
七
夜
、

こ
の
よ
う

に
半
月

一
月
を
過
し
、
…
…
不
可
説
不
可

説
那
由
他
劫
も

の
長
時
間

い
る
か
と
さ
え
感
じ
た
。

爾
時
蘇

爲
無
縷

智
慧
法
門
昭
践

得
明
難

三
味

無
嚢

門
三
昧
昭
哉

得
董

切
方
陀
羅
尼
詣

金
剛
圓
漏
光
明
法
門
昭
詳

得
分
別
智
意
櫻

鮒

閣
三
昧
。
住
平
地
荘
嚴
法
藏
般
若
波
羅
蜜
精
進
照
故
。
得
佛
虚
空
藏
三
昧
光

明
。

]
切
諸
佛
法
輪
三
昧
光

明
相
照
故
。
得
三
世
圓
漏
智
無
盤
光
明
。

ー

こ
の
時

に
善
財
は
無
壊
瞳

智
慧

に
よ

っ
て
明
浄
藏
三
昧
を
体
得

し
、
無
蓋
法
門
三
昧
に
よ

っ
て
、
遊

一
切
方
陀
羅
尼
光
明
を
体
得
し
、
金
剛
円
満
光
明
法
門
に
よ

っ
て
分
別
智
意
櫻
閣
三
昧
を
体
得
し
、
住
平
地
荘
厳
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
精
進

の
よ

っ
て
佛

の
虚
空
蔵
三
昧
光

明
を
体
得
し
、

一
切
諸
佛
法
輪
三
昧
光

明
相

の
よ

っ
て
、

三
世
円
満
智
無
尽
光

明
を
体
得
し

た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
善
知
識

が
三
昧
に
入
る

の
を
見
て

い
た
だ
け

で
あ

っ
た
が
、
毘
目
盟
沙
仙
人

の
導
き
に
よ

っ
て
善
財
自
身
が
明
浄
蔵
三
昧
を
は
じ
め
と
す

る
諸
三
昧

を
体
得

・
体
験
す
る

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

時
彼
仙
人
放
善
財
手
。
爾
時
善
財
即
自
見
還
在
本
庭
。
時
彼
仙
人
間
善
財
言
。
汝
憶
念
耶
。
答
唯
然
。
大
聖
。
善
知
識
力
故
。
善
男
子
。
我
唯

知
此
菩
薩
無
壊

(
221
)

橦

智
慧
法
門
。
我

宣
能
知
大
菩
薩
行
。

…
…

時
に
彼

の
仙
へ

善
財

の
手
を
放
し
た
・
爾

の
時

に
善
賦

即
ち
自
ら
身

を
見
る
に
還

っ
て
麺

に
在

っ
た
・
時

に
彼

の
仙
へ

善

財
に
問

い
て
言
は
文

『汝

憶
念
す
る
や
』
。
答
え

て
曰
は
く
、
『
唯
然
り
、
大
聖

の
善
知
識
力

の
故

に
』
と
。

『善

男
子
よ
、

私
は
唯
此

の
菩
薩
無
壊
橦
智
慧

の
法
門
を
知

る
だ
け

で
す
。
私

が

『
華

厳

経

』

と

教

育

(三

)
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ど
う
し

て
能
く
大
菩
薩

の
行
を
知
る

こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
…
…
』
更

に
深
く
は
方
便
命
と

い
う
婆
羅
門
に
お
尋
ね
な
さ

い
と
勧
告
し
た
。

こ
の
勧
告

に
従

っ
て
方

便
命
婆
羅
門

に
会
お
う
と
す

る
。

(念
善
知
識
)
漸
漸
遊
行
至
進
求
國
。
周
遍
推
求
彼
婆

羅
門
。
時
婆
羅
門
。
修
諸
苦
行
求

一
切
智
。

四
面
火
聚
猶
如
大
山
。
中
有
刀
山
高
峻
無
極
。
從
彼
山
上

(翅

自
投
火
聚
。

善
知
識

の
教
え
を
念
じ
な

が
ら
し
ば
ら
く
遊
行

し
て
進
求
国
ま

で
来

て
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
し

て
彼

の
婆
羅
門
を
探
し
求
め
た
。
婆
羅
門

は
諸

々
の
苦
行
を
修
し

て

一
切

の
智
を
求
め
て
お
り
、
高
峻
な
刀
の
如
き
山
か
ら
燃
え
盛

る
火
中
に
そ

の
身
を
投
じ
る
と
い
う
修
行
を
し

て
い
た
。
…
…

善
男
子
。
汝
今
若
能
登
此
刀
山
投

火
聚
者
。
菩
薩
諸
行
皆
悉
清
浮
。
爾
時
善
財
。
作
如
是
念
。
得

人
身
難
。
離
諸
難
難
。
得
無
難
難
。
得
浄
法
難
。
値
佛
世
難
。

具
諸
根
難
。
聞

佛
法
難
。
遇
善
知
識
難
。
遇
善
知
識
難
。
得
與
同
止
難
。
得
聞
正
教
難
。
得

正
命
難
。

順
趣
正
法
難
。
此
將
非
魔
魔
所
使
耶
。
非
善
知
識
而
現
善

(
521

)

知
識
相
。
將
非
悪
菩
薩
耶
。
而
今
爲
我
作
壽
命
難
。
作
善
根
難
。
薩
婆
若
難
。
此
非
正
教
瞼
悪
道
耳
。

遠
離
法
門
薩
婆
若
等

一
切
佛
法
。

『
善
男
子
よ
、
お
前
が
今
若
し
此

の
刀
の
如
き
山
に
登
り
、
火
聚
に
投
ぜ
ば
菩
薩

の
諸
行
は
皆
悉
く
清
浄
な
ら
ん
。
』

爾

の
時

に
善
財

は
・

こ
の
考

に
考
え

た
・
尺

射
を
得

る
こ
と
は
難
く
・
諸
難
を
離
れ

る
こ
と

は
難
-
、
無

難
を
得

る
こ
と
は
讐

、
浮
法
を
得

る

こ
と
は
難

く
、
佛
世
に
値

ふ
こ
と
は
難
く
、
諸
根
を
具
す
る
こ
と
は
難
く
、
佛
法
を
聞
く

こ
と
は
難
く
、
善
知
識
に
遇
う

こ
と
は
難
く
、
善
知
識
と
与

に
同
じ
立
場

に
立

つ
こ

と
は
難
く
、

正
教
を
聞
く

こ
と
を
得
る
は
難
く
、
正
法

に
順
趣
す

る
は
難

い
。
此
れ
将

た
魔

ま
た
は
魔

の
使
う
所

で
な

い
の
で
は
な

い
か
。
善
知
識
で
な
く
て
而
も

善
知
識

の
相
を
現
じ
て
い
る
の
か
。
将

た
悪
菩
薩

で
な

い
の
か
。
而
も
今
我

が
為
に
寿
命

の
難
を
作
し
、
善
根

の
難
、
薩
婆
若

の
難
を
作
す
、
此
れ
正
し
き
教
え

で

は
な
く

て
険
悪

の
道
な
る

の
み
。
法
門
薩
婆
若
等

の

一
切

の
佛
法
を
遠
離
し
て
い
る
』
と
。

作
是
念
時
。
十
萬
梵
天
在
虚
空
中
。
作
如
是

言
。
善
男
子
。
莫
作
是
念
。
莫
作
是
念
。
此
是
大
聖
。

具
足
金
剛
智
慧
光
明
。
精
進
不
退
。
悉
已
究
尭

一
切
境
界
。

欲
蜴

一
切
衆
生
貧
愛
大
海
。
欲
裂

一
切
諸
邪
見
網
。
欲
焼

一
切
煩
悩
。
除
滅
愚
闇
普
照

一
切
。
令

一
切
衆
生
離
生
死
瞼
難
。
除
滅
三
世
愚
療
闇
冥
。
放
浄
光
明
普

(
721

)

照

一
切
。

是

(
11
此
れ
正
し
き
教
え

に
非
ず
し

て
険
悪

の
道
な

る
の
み
。
法
門
薩
婆
若
等

の

一
切

の
佛
法
を
遠
離
せ
り
)

の
念
を
作
せ
る
時
、
虚
空
中

の
十
万

の
梵
天
は
、

次
の
よ
う

に
言

っ
た
、

(66)



『善

男
子
よ
、
そ
ん
な

こ
と
は
考
え

て
は
な
ら
な

い
。
そ
ん
な

こ
と
は
考
え
る
な
。
此
の
人
は
大
聖
な
り
。
金
剛
智
慧

の
光
明
を
具
足
し
、
精
進
し

て
退
か
ず
、

悉
く
已
に

一
切

の
境
界
を
究
寛
し
て
、

一
切
衆
生

の
貧
愛

の
大
海
を
端
そ
う
と
願

い
、

一
切
諸

々
の
邪
見

の
網
を
裂

こ
う

と
願

い
、

一
切
衆
生

の
煩
悩
を
焼
き
、
愚

闇
を
除
滅
し
て
、
普

く

一
切
を
照
ら
し
、

一
切

の
衆
生
を
し

て
生
死
の
険
難
を
離
れ
さ
せ
、
三
世

の
愚
療
闇
冥
を
除
滅
し
、
浮
光
明
を
放

っ
て
普
く

一
切
を
照
ら
そ

う
と
願

っ
て
お
ち
れ
る
』

と
。

時
諸
梵
天
及
自
在
天
。
衆
生
主
天
等
諸
邪
見
天
。
作
如
是
言
。
我
造
衆
生
。
我
爲

一
切
世
間
最
勝
。
我
爲
最
上
。
我
爲
第

一
。
是
諸
天
等
。
見
婆
羅
門
修
大
苦

行
。

五
熱
表
身
。
見
如
是
已
。
各
於
諸
輝
不
得
滋
味
。
來
詣
其
所
。
時
婆
羅
門
。
以
自
在
力
而
爲
説
法
。
令
滅
邪
見
捨
離
我
心
。
獲
大
慈
悲
普
覆
衆
生
。
長
養
菩

提
正
直
養

開
四
種
道
求
佛
法
身

随
慮

化
悉
能

示
場

佛
微
妙
音

一
切
悉
聞
無
農

耀

時
に
諸

々
の
梵

天
、
及
び
自
在
天
、
衆
生
主

天
等

の
諸

々
の
邪
見
を
抱
く
天

の
中

に
は
、

『我

は
衆
生
を
造

っ
た
、
我
は
そ

の
為

一
切
世
間

の
最
勝
な
り
、
我
は
最
上
な
り
、
我
は
第

一
な
り
。
』
と
囎
く

も
の
の

い
た
が
、
そ
う

し
た
彼

ら

で
さ
え
、
婆

羅
門
が
大
苦
行
を
修
し
て
、
五
熱
に
身
裏

る

こ
と
を
見
て
、
各

々
諸
修
行

で
は
確

た
る
果
を
得
る

こ
と
が
出
委

か

っ
た
者
が
、

.あ

羅

門

の
所

に
や

っ
て
来

働

た
の
で
あ

る
。
婆
羅
門
は
自
在
力
を
以

て
、
説
法
し
て
、
邪
見
を
滅
し
、
我
心
を
捨
離
し
、
大
慈
悲
を
発
し

て
普
く
衆
生
に
行
き
と
ど
か
せ
、
菩
提

正
直

の
心
を
長

ー

養
し
、

四
種

の
道
を
開
き
て
、
佛

の
法
身
を
求

め
、
所
応
化

に
随

ひ
て
悉
く
能

く
示
現
し
、
佛

の
微
妙

の
音
は

一
切
悉
く
聞

い
て
障
凝

の
な

い
も

の
で
あ

る
こ
と
を

解
き
明
か
し
た
。

復
有

一
萬
魔
。
在
虚
空
中
。
以
種
種
摩
尼
寳
華
散
婆
羅
門
。
告
善
財
言
。
善

男
子
。
此
婆
羅
門
苦
行
力
故
。
放
大
光
明
。
令
我
宮
殿
諸
荘
嚴
具
悉
如
聚
墨
。
我

(
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)

不
復
樂
。
即
與
無
量
諸
天
天
女
春
屡
園
遙
來
詣
其
所
。
爲
我
説
法
。
悉
於
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
得
不
退
韓
。

復
た
虚
空
中

の

一
万

の
魔

は
、
種

々
の
摩
尼
寳

の
華
を
、
婆
羅
門
に
散
じ
、
善
財
に
告
げ

て
言
は
く
、

『善

男
子
よ
、
此

の
婆
羅
門

は
苦
行

の
力

の
故
に
、
大
光
明
を
放
ち
、
我

が
宮
殿
、
諸

々
の
荘
厳
具
を
し

て
、
悉
く
聚
墨
の
如
く
な
ら
し
め
、
我
復

た
楽
ま
ず
、

即
ち
無
量

の
諸
天
、
天
女
春
属

の
仲
間

に
園
遙

せ
ら
れ
、
来

っ
て
其

の
所

に
詣

で
た
る
に
、
我

が
為
に
法
を
説
き
、
悉
く
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

に
於
て
、
不
退
転

を
得
さ

せ
ら
れ
た
』

と
。
:
:
:

爾
時
善
財
童
子
。
聞
奇
特
法
。
心
大
歓
喜
。
於
婆
羅
門
所
。
獲
起
眞
實
善
知
識
心
。
頭
面
禮
足
。
如
是
白
言
。
向
疑
聖
教
。
違
知
識
教
。
唯
願
大
聖
。
受
我
悔

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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過
。
時
婆
羅
門
。
爲
善
財
童
子
。
而
説
偶
言

(
031
)

欲
求
菩
提
者

當
順
知
識
教

除
滅
諸
疑
惑

一
心
常
恭
敬

修
習
於

正
道

知
法
眞
實
相

安
住
於
道
場

成
就
佛
菩
提

爾

の
時

に
善
財
童
子
は
、
奇
特

の
法
を
聞
き
て
、
心
大

い
に
歓
喜
し
、
婆
羅
門

の
所

に
於
て
、
真
実

の
善
知
識

の
心
を
発
起
し
、
頭
面

に
足
を
禮
し
、
是

の
如
く

白
し
て
言
さ
く
、

『向

(さ
き
)

に
聖
教
を
疑

い
、
知
識

の
教
え
に
違

っ
て
し
ま

っ
た
。
唯
願

は
く
は
大
聖
、
我

が
悔
過
を
受
け

た
ま
え
。
』

時
に
婆
羅
門
、
善
財
童
子

の
為

に
偶
を
説
き
て
言
は
く
、

『菩
提
を
求
め
ん
と
欲
す
る
者

は
、
當

に
知
識

の
教
え
に
順
ひ
、
諸

々
の
疑
惑
を
除
滅
し
て
、

一
心
に
常

に
恭
敬
す

べ
し
。
正
道

を
修
習
し
、
法

の
真
実
相
を
知

ら
ば
、
道
場

に
安

住
し

て
、
佛

の
菩
提
を
成
就
す

る
で
あ

ろ
う
。
』
と
。

こ
こ
に
知
識

の
宗
教

と
し
て
の
仏
教

が
明
確

に
語
ら
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

爾
時
善
財
童

子
。
即
登
刀
山
自
投
火
聚
。
未
至
中
間
。
即
得
菩
薩
安
住
三
昧
。
既
至

火
欲
。
復
得
菩
薩
寂
静
安
樂

照
明
三
昧
。
得
三
昧
已
。

白
言
。
甚
奇
。
大

聖

袈

刀
山
及
大
秦

我
身
罐

安
穏
快
鞭

㎝

爾

の
時

に
善
財
童
子

は
、
即
ち
刀

の
如
き
山
に
登
り
て
、
自
ら
火
聚

に
投
じ
、
未
だ
中
間

に
至

っ
て

い
な

い
の
に
即
ち
菩
薩

の
安
住

三
昧
を
得
た
。
既
に
火
聚
に

ー

至
れ
ば
、
復

た
菩
薩

の
寂
静

に
し
て
安
樂
な
る
照
明
三
昧
を
得
已

っ
て
、
白
し
て
言
さ
く
、

『甚

だ
奇

な
り
、
大
聖
よ
、
是

の
如
き
の
刀

の
如
き
山
、
及
び
大
火
聚
も
、
我

が
身

に
燭
れ
る
時
、
安
穏

に
し
て
快
楽

な
り
。
』

善
財
自
ら
、
刀

の
如
き
山

で
の
火
中

へ
の
投
身

が
、
安
穏

で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
快
感

さ
え
も
味
わ
う

の
で
あ
る
。

こ
う

し
て
善

財
は
婆
羅
門

の
導

き
に
よ

っ
て
安
住
三
昧
と
照
明
三
昧
を
体
得

し
た
の
で
あ
る
。

時
婆
羅
門
。

告
善
財
言
。
善

男
子
。
我
唯
成
此
菩
薩
無
審
法
門
。

明
浄
法

王
諸
菩
薩
行
。
満
足
諸
願
。
悉
滅
衆
生
煩
悩
邪
見
。
得
不
退
轄
。
不
可
蓋
心
。
離
解

怠
心
。

一
切
無

畏
。
得
金
剛
那
羅
延
藏
。
究
尭
大
境
界
。
無
有
疲
倦
。
遠
離
諸
垢
。
不
動
如
風
輪
。
精
進
不
退
。
以
大
荘
嚴
而
自
荘
嚴
。
饒
益
衆
生
。
如
是
法
門
。

我
當

云
何
能
知
能
説

:
麺

時

に
婆
羅
門
、
善
財

に
告
げ

て
言
は
く
、

『善

男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
菩
薩

の
無
尽
法
門
を
達
成
し
た
だ
け

で
あ
る
。
法
王
諸
菩
薩

の
行
を
明
浄

に
し
、
諸

々
の
願
を
満
足
し
、
悉

く
衆
生

の
煩
悩
邪
見
を
滅



し
、
不
退
転
、
不
可
尽

の
心
を
得
て
、
解
怠

の
心
を
離
れ
、

一
切
畏
れ
る

こ
と
無
く
、
金
剛
那
羅
延
蔵
を
得

て
、
大
心

の
境
界
を
究
寛
し
、
疲
倦
有

る
こ
と
無
く
、

諸
垢
を
遠
離
し
、
動

ぜ
ざ
る
こ
と
風
輪
の
如
く
、
精
進
し
て
退

か
ず
、
大
荘
厳
を
以
て
自
ら
荘
厳
し
、
衆
生
を
饒
益
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
法
門

は
、
私
如
き

の

者

が
ど
う
し
て
能
く
知
り
能
く
説
く

こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

…
…
』
と
し
て
、
彌
多
羅
尼
と

い
う
名

の
童
女

に
尋

ね
る
よ
う
勧

め
る
。

こ
の
勧
告
に
従

っ
て
善
財
は

師
子
奮
迅
城

へ
と
足
を
進
め
る
。
彌
多
羅
尼

は
い
ず

こ
に
お
わ
す

か
と
宮
門

で
尋
ね
る
と
、
宮
殿
内

で
説
法
さ
れ
て

い
る
と

い
う
。

爾
時
善
財
。
作
如
是
念
。
此
王
宮
門
。
自
在
出
入
無
所
障
凝
。
善
財
即
入
。
見
彼
女
人
。
慮
在
明
浄
寳
藏
法
堂
。
地
破
黎
色
。
瑠
璃
爲
柱
。
金

剛
爲
壁
。
閻
浮

檀
金
欄
楯
窓
聰
。
光
明
普
照
。
阿
僧
祇
摩
尼
寳

而
荘
校
之
。
又
千
寳
藏
摩
尼
寳

鏡
圓
漏
荘
嚴
。
衆
生
所
樂
明
浄
妙
寳
。

以
爲
嚴
飾
。
又
阿
僧
祇
摩
尼
寳
網
。
羅
覆

其
上
。
百
千
金
鈴
出
微
妙
音
。
有
如
是
等
不
可
思
議
衆
寳
校
具
。
荘
嚴
講
堂
。
見
彼
女
人
。
身
如
眞
金
。
目
髪
紺
色
。
庭
浄
水
香
寳
師
子
座
。
覆
以
金
網
。
敷
衆

(331
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寳
衣
。
大
衆
園
遙
。
以
梵
音
聲
而
爲
説
法
。

善
財
は

こ
の
王
宮
門
は
往
来
が
自
由

に
許
さ
れ
て

い
る
と
考
え
な
が
ら
、
中

に
入
り
、
彼

の
女
人
を
見

た
。

明
浄
實
藏
法
堂

に
お
ら
れ
、
法
堂
の
地

は
破
潔
色

で

あ
り
・
魏

を
柱
と
し
・
壁

は
金

剛
で
で
き
て
お
り
・
閻
浮
墨

で
作
ら
れ

た
懸

と
騰

vの
光
明
は

い
た
る
所
を
照
ら
し
て

い
る
・

…

彼

の
女
人
を
見
れ
ば
、

鋤

身

は
眞
金

の
如
く
、
目
と
髪

は
紺
色

で
、
金

の
網

で
覆
わ
れ
た
、
浄
水
香

の
師
子
座

に
寳
衣
を
敷

い
て
、
大
衆

に
取
り
囲

ま
れ
て
坐

っ
て
お
ら
れ
、
梵
音
聲

で
説
教

ー

さ
れ
て
お
ら
れ
た
。

爾
時
善
財
。
見

=

瑠
璃
柱
中
。

=

金

剛
壁
中
。

=

摩

尼
鏡
中
。

=

形
像
中
。

=

寳
中
。

=

荘
嚴
中
。

=

金
鈴
中
。

一
一
實
樹
中
。

一
一
寳
形

像
中
。

=

寳
塑
狢
中
。
悉
見
法

界
等

一
切
如
來
。
從
初
獲
心
。
修
菩
薩
行
。
成
漏
大
願
。
功
徳
荘
嚴
。
成
等
正
覧
。
轄
浄
法
輪
。

乃
至
示
現
無
鯨
浬
藥
。
如
浄

(
831

)

水
中
見
月
影
像
。
善

財
童
子
。

於

一
切
境
界
荘
嚴
具
中
。
見

一
切
佛
。
從
初
登
心
。
乃
至
示
現
無
蝕
湿
繋
。
亦
復

如
是
。
皆
是
彼
女
過
去
善
根
依
果
力
故
。

こ
の
時

に
善
財
は

一
一
の
瑠
璃

の
柱

の
中

に
、

一
一
の
金
剛

の
壁

の
中

に
、
…
…
菩
提
心
を
発
し
、
菩
薩
行
を
修

め
、
大
願
を
成
満
し
、
功
徳

の
荘
厳

で
あ
り
、

等
正
畳

を
成
し
、
浮
法
論

に
転
じ
、
無
余

の
浬
繋
を
示
現
し
給
え
る
如
来
を
、
水
に
映

っ
た
月
影

の
よ
う
に
、
見
た
。
善
財

は
、

一
切
の
境
界
の
荘
厳
な
る
道
具

の

中

に
、

一
切
佛
を
、
菩
提
心
を
起

こ
し
た
時

か
ら
浬
薬
を
示
現
し
給
え
る
に
至
る
ま
で
の
姿
を
見
た

の
で
あ
る
。
皆
是
、
彼

の
女

の
過
去

の
善
根

の
果
に
依
る
力

の

故
な
り
と
彼
女

の
善
根

の
果
を
讃
美

し
た
の
で
あ
る
。

(
931
)

善
男
子
。
是
般
若
波
羅
蜜
普
荘
嚴
法
門
。
我
於
三
十
六
恒
沙
佛
所
。
修
此
法
門
。
彼
諸
如
來
各
以
異
門
。
令
我
入
此
般
若
波
羅
蜜
普
荘
嚴
法
門
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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『善
男
子
よ
、
是
れ
般
若
波
羅
蜜
普
荘
厳

の
法
門
な
り
。
我
三
十
六
恒
河
沙
の
佛

の
所
に
於

て
此

の
法
門
を
修
せ
り
。
彼

の
諸

々
の
如
来

は
、
各

々
異
門
を
以
て

我
を
し

て
此

の
般
若
波
羅
蜜
普
荘
厳
法
門

に
入
ら
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
』

(蜘
)

善
男
子
。
我
入
此
法
門
。
正
念
思
惟
。
分
別
受
持
。
生
平
等
時
。
得
普
門
陀
羅
尼
等
百
萬
阿
僧
砥
陀
羅
尼
門
。
…
…

『善
男
子
よ
、
私

は
此
の
法
門

に
入
り
て
、
正
念
し
思
惟
し
、
分
別
し
受
持
し
て
平
等
を
生

ぜ
し
時
、
普
門
陀
羅
尼
等

の
百
萬
阿
僧
砥

の
陀
羅
尼
門
を
得
て
、

以

て
春
属
と
為

せ
り
。
…
…

善
男
モ

我
唯
知
此
般
若
波
墾

普
荘
嚴
法
門

°゚麺

善
男
子
よ
、
私

は
、
唯
此

の
般
若
波
羅
蜜
普

荘
嚴
法
門
を
知
る
の
み
。

こ
れ
以
上

の
こ
と
は
善
現
比
丘
に
教
え
を
請

い
な
さ

い
と
の
勧
告
し
た
。

こ
こ
ま

で
の
善

財

の
旅

は
さ
と
り

へ
の
階
梯

で
考
え
れ
ば
十
住

の
段
階
を
終
え
た
こ
と
と
な
る
。

漸
漸
遊
行
至
救
度
國
。
於
域
都
聚
落
村
邑
市

里
。
仙
人
住
庭
山
林
曝
野
。
周
遍
推
求
善
現
比
丘
。

見
彼
比
丘
在
林
経
行
。
形
貌
端
嚴
顔
容
妹
妙
。
其
髪
右
旋
如

紺
青
負

-
麺

㈲

…
…
遊
行

し
て
救
度
國

に
至
り
、
城
都

・
村
邑

・
聚
落

・
市
里

・
仙
人
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
処

の
山
林
膿
野

に
て
善
現
比
丘
を
探
し
求
め
、
比
丘
が
、
林

に
お
ら

ー

れ
て
続
御
さ
れ
て
お
ら
れ
る

の
を
見
た
・
姿
は
端

正
で
気
品
が
あ
伐

見
目
麗

し

い
顔
立
ち
を
さ
れ
て
お
り
、
其

の
髪

は
紺
青
色
で
右
巻
き
で
あ

っ
た
。

…
…

善
男
子
。
我
年
既
少
出
家

日
近
。
自
我
生
來
。
於
三
十
入
恒
沙
佛
所
。
浮
修
梵
行
。
或
於

一
佛
所
。

七
日
七
夜
浄
修
梵
行
。
或
鯨
佛
所
。
半
月

一
月
。

一
歳
百

歳
。
億
那
由
他
歳
。

乃
至
不
可
説
不
可
説
歳
。
或

一
小
劫
半
劫

一
劫
。
或
阿
僧
祇
劫
。
乃
至
不
可
説
不
可
説
阿
僧
祇
劫
。
浄
修
梵
行
。
彼
諸
佛
所
。
聞
法
受
持
。

不
違
其
教
。
荘
嚴
諸
願
。
究
尭
浮
修
菩
薩
諸
行
。
具
足
六
波
羅
蜜
。
知
菩
提
境
界
。
知
種
種
法
輪
。
守
護
佛
法
。
乃
至
正
法
滅
蓋
。
嚴
浄

一
切
諸
佛
世
界
。
出
生

三
昧
大
願
力
故
。
究
尭
菩
薩

一
切
浄
行
。
出
生
菩
薩

一
切
行
願
力
故
。
浮

一
切
佛
諸
波
羅
蜜
。
出
生
普

賢
諸
行
力
故
。
善
男
子
。
我
不
離
此
経
行
庭
。
悉
見
十
方
。

(
嬢
)

智
慧
無
凝
故
。

一
切
法
界
。
悉
現
在
前
。
於

一
念
中
。
過
不
可
説
不
可
説
諸
世
界
故
。
於

一
念
中
。
嚴
浄
不
可
説
諸
佛
世
界
。
出
生
大
願
力
故
。

『
善
男
子
よ
、
私
は
ま
だ
年
少

で
あ
り
出
家
し
て
か
ら

の
日
も
浅

い
者

で
す
が
、
生
ま
れ

て
こ
の
か
た
、
、
三
十
入
恒
河
沙

の
佛

の
所
に
於

て
、
梵
行
を
浄
修

し

て
ま

い
り
ま
し
た
。
或

は

一
佛

の
所
で
七
日
七
夜
梵
行
を
浮
修
し
、
或
は
別

の
佛

の
所

に
て
半
月

一
月
、

一
歳
百
歳
、
那
由
他
歳
、
乃
至
不
可
説
不
可
説
、
或
は

一

小
劫
、
半
劫

一
劫
、
或

は
阿
僧
砥
劫
、

乃
至
不

可
説
不
可
説

の
阿
僧
祇
劫

に
梵
行
を
浮
修
し
ま
し
た
。
彼

の
諸
佛

の
所
に
て
法
を
聞

い
て
受
持
し
、
其

の
教

に
違
わ



な

い
よ
う
、
諸

々
の
願
を
荘
厳
し
、
窮
境
し
て
菩
薩

の
諸
行
を
浮
修
し
、
六
波
羅
蜜
を
具
足
し
て
、
菩
提

の
境
界
を
知
り
、
種

々
の
法
輪
を
知
り
、

佛
法
を
守
護
し

て
、
乃
至

正
法
を
滅
尽
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
願
力
よ

っ
て
、

一
切

の
諸
佛

の
世
界
を
厳
浮
し
、
三
昧
を
出
生
し
ま
し
た
。
菩
薩

の

一
切

の
行
を
生
み
出
す

願
力
に
よ

っ
て
、
菩
薩

の

一
切

の
浮
行
を
究
尭
し
ま
し

た
し
。
普
賢

の
諸
行

を
出
生
す
る
力
よ

っ
て
、

一
切
の
佛

の
諸
波
羅
蜜
を
浄

め
ま
し
た
。
善

男
子
よ
、
智
慧

無
凝
な
る
が
故

に
、
私

は
此

の
経
行

の
処
を
離
れ
ず

し
て
悉
く
十
方
を
見
る
が
で
き
ま
す
。

一
念

の
中

に
於
て
不
可
説
不
可
説

の
諸

々
の
世
界
を
過
ぐ
る
が
故

に
、

一
切

の
法
界

は
悉
く
現
前

に
あ
り
ま
す
。
大
願
力
を
出
生
す
る
が
故

に
、

一
念

の
中

に
於

て
不
可
説
不
可
説

の
諸
佛

の
世
界
を
嚴
浮
し
ま
す
。
十
力
智
を
具
し

て
普

賢
菩
薩

の
行
願
力
を
出
生
す
る
が
故

に
、
不
可
説
不
可
説

の
衆
生

の
方
便
門
は
悉
く
現
前

に
あ
り
ま
す
。
…

(響

善

男
子
。
我

唯
知
此
随
順
菩
薩
燈
明
法
門
。

善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
随
順
菩
薩
灯
明
の
法
門
を
知

っ
て
い
る
だ
け

で
す
。

時
善
財
童
子
。
專
求
菩
薩
荘
嚴
正
道
。
菩
薩
諸
力
照
心
修
行
。
菩
薩
無

壊
無
壷
諸
功
徳
行
。
成
漏
菩
薩
堅
固
大
願
。
以
大
荘
嚴
而
自
荘
嚴
。

一
切
無
畏
。
不
退

堅
固
正
直
之
心
。
受
持

一
切
菩
薩
行
雲
。
受
持
菩
薩

正
法
之
雲
。
而
無
厭
足
。
恭
敬

一
切
菩
薩
功
徳
。
撮
取

一
切
衆
生
。
常
欲
超
出
生
死
瞭
野
。
樂
欲
見
聞
恭
敬

(
641

)

親
近
。
於
善
知
識
心
無
厭
倦
。
禮
面
禮
足
恭
敬
無
量
。
随
順
教

講
僻
退
南
行
。

時

に
善

財
童
子

は
、
専
ら
菩
薩

の
荘
厳
正
道
を
求
め
、
菩
薩

の
諸

々
の
力
は
心
を
照
ら
し
、
菩
薩

の
無
壊
無
尽

の
諸

々
の
功
徳

の
行
を
修
行
し
、
菩
薩

の
堅
固
な

る
大
願

を
成
満
し
、
大
荘
厳
を
以
て
而
も
自
ら
荘
厳
し
、

]
切
畏
れ
る
こ
と
無

く
し

て
、
堅
固
な
る
正
直

の
心
を
退

か
ず
、

一
切
菩
薩

の
行
雲
を
受
持
し
、
菩
薩

の

正
法
雲

を
受
持
し

て
厭

き
足
る
こ
と
無
く
、

一
切
の
菩
薩

の
功
徳
を
恭
敬
し
、

一
切
の
衆
生
を
摂
取
し
、
常
に
生
死

の
噴
野
を
超
出

せ
ん
と
願

い
、
善
知
識
を
見
聞

し
、
恭
敬
し
、
親
近
せ
ん
こ
と
を
楽

い
て
、
心
に
厭
倦
無
く
、
頭
面
に
足
を
礼
し
て
、
恭
敬
す
る
こ
と
無
量
に
し

て
、
教
講

に
随
順
し
、
辞
退
し

て
南
に
行
け
り
。

次
に
善

財
童

子
が
尋
ね
た

の
は
繹
天
主
童
子
で
あ
る
。

爾
時
善
財
童
子
。

與
天
龍
大
衆
春
屡
圃
遙
。
至
輸
那
國
。
周
遍
推
求
繹
天
主
童
子
。
時
虚
空
中
有
諸
天
龍
。
而
告
之

日
。
善

男
子
。
此
童
子
。
在
善
域
門
外
河

(暫

水
之
側
。

爾

の
時
に
善
財
童
子

は
、
天
龍

の
大
衆
春
属

に
園
邊
せ
ら
れ
て
輸
那
國

に
至
り
、
釈
天
主
童
子
を
探
し
求
め
た
。
時

に
虚
空

の
中

に
諸

々
の
天
龍

有
り
て
之
に
告

げ
て
曰
は
く
、

『
善
男
子
よ
、
此

の
童
子
は
善
城

の
門
外
、
河
水

の
側

に
在
す
。
』
と
。

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)

(71)
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爾
時
善
財
。
見
繹
天
主
與

一
萬
童
子
弄
沙
嬉
戯
。
即
詣
其
所
。
頭
面
禮
足
遙
無
敦
匝
。
合
掌
恭
敬
於

一
面
住
。
白
言
大
聖
。
我
己
先
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

(
幽
V

心
。
而
未
知
菩
薩

云
何
學
菩
薩
行
。
修
菩
薩
道
。
唯
願
解
説
。

爾

の
時

に
善
財
は
、
繹
天
主

が
、

一
万

の
童

子
と
と
も
に
、
沙
を
弄
び
て
嬉
戯
し

た
ま
う
を
見

て
、
即
ち
其

の
所

に
詣

で
て
、
頭
面
に
足
を
礼
し
、
達
る
こ
と
無

数
回
、
合
掌
し
て
恭
敬
し
て
、

一
面
に
於

て
住

し
、
白
し
て
言
さ
く
、

『大
聖
よ
、
私
は
己

に
先

に
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
発
し
ま
し
た
が
、
而
も
未

だ
菩
薩

は
云
何

が
菩
薩

の
行
を
学
び
、
菩
薩

の
道
を
修
す

る
や
を
知
ら
ず
。
唯
願
わ
く
は
解
説
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
』

善

男
子
。
文
殊
師
利
。
教
我
相
鷹
子
法
。
算
数
法
。
印
法
我
因
知
此
三
種
法
故
。
得

一
切
巧
術
智
慧
法
門
。
善

男
子
。
我
因
此
法
門
故
。
知
黙
子
算
数
印
性
。

疾
病
中
毒
。
爲
鬼
所
著
。
諸
魔
所
持
。
悉
能
消
伏
。
立
大
小
城
都
邑
聚
落
善
悪
之
相
。
田
業
商
仕

一
切
衆
生
身

肢
節
相
。
善
趣
悪
趣
行
業
之
相
。
知
此
衆
生
之
於

善
趣
。
知
此
衆
生
之
於
悪
趣
。
此
聲
聞
。
此
縁
畳
。
此
如
來
地
。
諸
方
便
相
。
如
是
等
事
我
悉
了
知
。
普
令
衆
生
修
學
此
法
。
復
次
善
男
子
。
我
亦
了
知
菩
薩
算

敦
之
法
。
所
謂
百
千
爲

一
羅
叉
。
百
千
羅
叉
爲

一
拘
利
。
百
千
拘
利
爲

】
那
由
他
。
廣
説
如
阿
僧
紙
品
。
善
男
子
。
若
有
無
量
百
由
旬
等
大
沙
聚
。
我
悉
分
別
算

知
其
数
。
善
男
子
。
如
算
法
能
知
沙
聚
。
算
知
東
方

一
切
世
界
。
南
西
北
方
四
維
上
下
亦
復
如
是
。
算
知

一
切
世
界
中
。

一
切
劫
。

一
切
佛
。

一
切
法
。

一
切
菩

(囎
)

薩
。

一
切
業
。
算
数
了
知
。

一
切
世
界
中
。

一
切
四
諦
名
號
。
亦
復
如
是
。
善
男
子
。
我
唯
知
此
巧
術
智
慧
法
門
。
諸
大
菩
薩
深
入

一
切
算
数
法
門
。
…

・.

『善

男
子
よ
、
文
殊
師
利

は
、
私
に
相
鷹
子
の
法

・
算
数

の
法

・
印

の
法
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
此

の
三
種
の
法
を
知
る

こ
と
で
、

一
切
の
巧
術
智
慧

の

法
門
を
得
ま
し
た
。
善
男
子
よ
、
私
は
、
此

の
法
門

に
因
る
が
故
に
、
緊
子

・
算
数

・
印
性
を
知
り
ま
し
た
。
疾
病

.
中
毒

・
鬼
に
取
り
著

か
れ
、
諸
魔

に
よ
り

つ

か
れ

て
も
、
悉
く
能

く
消
伏
し
ま
し
た
。
大
小

の
城

・
都
邑

・
聚
落

に
浮
か
び
上
る
善
悪

の
相
、

田
業

・
商
信

・
一
切
衆
生

の
身
肢
節

の
相
、
善
趣
悪
趣

の
行
業

の

相

か
ら
、
此

の
衆
生

の
善
趣
に
ゆ
く

こ
と
を
知
り
、
彼

の
衆
生

の
悪
趣

に
ゆ
く

こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

こ
れ
は
声
聞
、
そ
れ
は
縁
覚
、
あ
れ
は
如
来
地
、
諸

々
の
方

便
相
、

こ
う
し
た
事
を
、
私
は
悉
く
了
知
し
、
普
く
衆
生

に
此

の
法
を
修
学

さ
せ
ま
し
た
。
復

た
次
に
善

男
子
よ
、
私
は
亦
菩
薩

の
算
数
の
法
を
了
知
し
ま
し
た
。

所
謂
、
百
千
を

一
羅
叉
と
為
し
、
百
千
羅
叉
を

一
拘
利
と
為
し
、
百
千
拘
利
を

一
那
由
他
と
為
し
、
広
く
説
く

こ
と
阿
僧
砥
品
の
如
し
。
善
男
子
よ
、
若
し
無
量
百

千
由
旬

に
等
し
き
大
沙
聚
有

る
も
、
私

は
悉
く
分
別
し

て
其

の
数
を
算
知
す

る
だ
ろ
う
。
善

男
子
よ
、
算
法

の
能

く
沙
聚
を
知
り
、
東
方
の

一
切
世
界
を
算
知
す

る

が
如
く
、
南
西
北
方
四
維
上
下
も
亦
復

た
同
様

で
す
。

一
切
世
界

の
中

に

一
切
の
劫

・
一
切
の
佛

・
一
切

の
菩
薩

・
一
切
の
業
を
算
知
し
ま
す
。

一
切
世
界

の
中

に

一
切

の
四
諦

の
名
号
を
、
算
数
し
了
知
す
る

こ
と
も
、
亦
復

た
同
様

で
す
。
善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
巧
術
智
慧
法
門
を
知
る
だ
け

で
す
。
諸

々
の
大
菩
薩

は
深
く

(72)



一
切

の
算
数

の
法
門
に
入

っ
て
、

一
切

の
法
を
算
数
し
、
…
…
繹
天
主
童

子
は
善

財
に
自
在
優
婆
夷
を
尋

ね
る
よ
う
勧
告
す

る
。

漸
漸
遊
行
至
海
住
城
。
周
遍
推
求
自
在
優
婆
夷
。
時
有
人
言
。
善
男
子
。
此
優
婆
夷
。
在
此
城
中
深
宮
之
内
。
善
財
聞
已
。
°往
詣
宮
門
敬
心
而
立
。
彼
優
婆
夷

所
住
之
塵

廣
博
嚴
飾

衆
寳
垣
掩

周
匝
圃
蓬
・
:
麺

漸
漸

に
遊
行
し
て
、
海
住
城

に
至
り
、
周
遍
し

て
自
在
優
婆
夷
を
推
求
し
た
。
時

に
人
有

り
、
言

は
く
、

『善

男
子
よ
、
此

の
優
婆
夷

は
此

の
城
中

の
深
宮

の
内

に
在
す
』
と
。

善

財
聞
き
已

っ
て
、
往
き
て
宮
門

に
詣
り
敬
心
し

て
立
て
り
。
彼

の
優
婆
夷

の
所
住

の
所

は
、
広
博
で
あ

っ
て
厳
飾
さ
れ
、
衆
宝

の
垣
縞
は
周
り

を
取
り
囲
ん

で

い
る
、

…
…

善
男
子
。
我
成
就
無
蓋
功
徳
藏
荘
嚴
法

門
。
以

一
器
食
施
百
衆
生
。
随
其
所
欲
皆
得
充
漏
千
衆
生
。
百
千
衆
生
。
億
衆
生
。
千
億
衆
生
。
百
千
億
衆
生
。
那
由

他
衆
生
。
百
那
由
他
衆
生
百
千
那
由
他
衆
生
。

乃
至
不
可
説
不
可
説
衆
生
閻
浮
提
微
塵
等
衆
生
。
乃
至
不
可
説
不
可
説
佛
刹
微
塵
等
衆
生
。
随
其
所
欲
皆
悉
充
漏
(
51
)

而
無
損
減
。
又
復
施
與
上
味
美
膳
葦
輿
衣
服
華
婁
妙
香
末
香
塗
香
寳
荘
嚴
具
。
又
施
床
座
車
乗
妙
蓋
瞳
幡
。
如
是
等
種
種
諸
物
。
随
其
所
欲
悉
令
充
漏
皆
大
歓
喜
。

『
善
男
子
よ
、
私

は
無
尽
功
徳
蔵
荘
厳

の
法
門
を
成
就
し
、

一
器
の
食
を
以
て
百

の
衆
生

に
施

し
、
其

の
所
欲

に
随

っ
て
皆
充
満
を
得
さ

せ
、
千

の
衆
生
、

百
千

の

衆
生
、
億

の
衆
生
、
千
億

の
衆
生
、
百
千
億

の
衆
生
、
那
由
他

の
衆
生
、
百
那
由
他

の
衆
生
、
百
千
那
由
他

の
衆
生
、
乃
至
不
可
説
不
可
説

の
衆
生
、
閻
浮
提

の
微

塵

に
等
し
き
衆
生
、
乃
至
不
可
説
不
可
説

の
佛
刹

の
微
塵

に
等
し
き
衆
生

に
、
其

の
所
欲

に
随

っ
て
皆

悉
く
充
満

せ
し
め
て
而
も
損
減
無
し
。
又
復

た
上

味

の
美

膳

・
輩
輿

・
衣
服

・
華
量

・
妙
香

・
末
香

・
塗
香

・
宝
荘
厳
具
を
施
与
し
、
又
躰
座

・
車
乗
妙
蓋

・
憧
旙
を
施

し
。
是

の
如
き
等

の
種

々
諸

々
の
物

を
、
そ

の
所
欲

に
随

っ
て
悉
く
充
満

せ
し
め
、
皆
大

い
に
歓
喜
し

た
。
…
…

善
男
モ

我
唯
得
此
無
霧

簸

荘
嚴
法
門

:
麺

『
善
男
子
よ
、
私
は
唯
此
の
無
尽
功
徳
蔵
荘
嚴

の
法
門
を
得
る
の
み
で
す
。

…
…
更
に
善
財
は
優
婆
夷

の
勧

め
に
よ
り
甘
露
頂
長
者
を
訪
れ
る
。

爾
時
善
財
童

子
。
得
無
壼
功
徳
光
明
法

門
。
正
念
思
惟
彼
功
徳
海
。
観
察
彼
虚
空
功
徳
。
趣
彼
功
徳
聚
。

登
彼
功
徳
山
。
撮
彼
功
徳
藏
。
壼
彼
功
徳
底
。
度
彼

功
徳
海
。
浮
彼
圓
漏
功
徳
。
周
遍
観
察
彼
諸
功
徳
。
随
彼
功
徳
藏
。
持
彼
功
徳
教
。
浄
彼
功
徳
性
。
漸
漸
遊
行
至
大
興
城
。
周
遍
推
求
長
者
甘
露

頂
。
樂

求
善
知

識
。
以
善
知
識
黒
其
身
心
。
於
善

知
識
起

正
直
心
。
観
善
知
識
常
無
厭
足
。
學
善
知
識
勇
猛
精
進
。
求
善
知
識

一
切
善
根
。
同
善
知
識

一
切
善
根

。
於
善

知
識
無

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

嫌
恨
心
漏
功
億
辮

爾

の
時

に
善
財
童
子
は
、
無
尽
の
功
徳
光

明
の
法
門
を
得
て
、
正
念

に
彼

の
功
徳
海
を
思
惟
し
、
彼

の
虚
空

の
ご
と
き
功
徳
を
観
察
し
、
彼

の
功
徳
聚

に
趣
き
、

彼

の
功
徳

山
に
登

り
、
彼

の
功
徳
蔵

に
摂
し
て
、
彼

の
功
徳

の
底
を
尽
く
し
、
彼

の
功
徳

の
海
を
渡
り
、
彼

の
円
満
な
る
功
徳
を
浮

め
、
周
遍
し

て
諸

々
の
功
徳
を

観
察
し
、
彼

の
功
徳
蔵
に
随

い
、
彼

の
功
徳

の
教
を
持

し
、
彼

の
功
徳

の
性
を
浮
め
、
漸
漸
に
遊
行
し
て
、
大
興
城
に
至

っ
た
。
周
遍
し
て
長
者
甘
露
頂
を
探
し
求

め
、
善
知
識
を
楽

ひ
求
め
、
善
知
識
を
以
て
其

の
身
心

に
重
川じ
、
善
知
識

に
於
て
正
直
心
を
起

こ
し
、
善
知
識
を
観
じ
て
常

に
厭
き
足
る

こ
と
無
く
、
善
知
識
を
学

ん
で
勇
猛
精
進
し
、
善
知
識

の

「
切
の
善
根
を
求
め
、
善
知
識

の

一
切

の
善
根
に
同
う
し
、
善
知
識
に
於

て
嫌
恨

の
心
無
く
、
功
徳
蔵
を
満

た
し
、
・…
.

爾
時
善
財
。
見
甘
露
頂
。
於
彼
城
内
。
塵
七
寳
堂
阿
僧
祇
寳
師
子
座
上
。
金

剛
伊
尼
羅
寳
以
爲
座

足
。
離
垢
寳
藏
而
以
校
飾
。
五
百
寳
像

以
爲
荘
嚴
。
建
衆
寳

橦
。
垂
衆
幡
縮

。
張
衆
實
帳
。
無
量
寳

網
羅
覆
其
上
。
有

人
手
執
閻
浮
檀
金
蓋
。
瑠
璃
爲
竿
。
復
有
執
持
離
垢
寳
佛
。
侍
立
而
左
右
。
衆
妙
雑
香
而
以
蕪
之
。
雨

天
華
雲
。
作
五
百
種
勝
妙
妓
樂
。
娯
樂
城
内
。

一
萬
大
衆
周
匝
國
遙
。
顔
容
妹
妙
天
人
無
倫
。
成
就
菩
薩
直
心
。
荘
嚴
衆
生
。
悉
常
随
順
甘
露
頂
教
。
宿
世
同
修

諸
善
綬

爾
時
酵

頭
面
禮
足
遙
無
驚

恭
敬
合
掌
竺

窪

麺

初

爾

の
時
に
善
財
、
甘
露
長
を
彼

の
城
内
に
見

た
て
ま

つ
る
に
、
七
宝
堂

の
阿
僧
祇
宝
師
子

の
座
上
に
お
ら
れ
、
金
剛
伊
尼
羅
宝
を
座
足
と
為

し
、
離
垢

の
宝
蔵
で

ー

装
飾
し
、
五
百

の
宝
蔵
で
荘
厳
に
飾
り
、
衆

の
宝
憧
を
建

て
、
宝

の
縛
旙
を
垂
れ
、
衆
寳

の
帳
を
張
り
、
無
量

の
宝
網
を
其

の
上

に
羅
覆
し
て

い
る
。
手

に
閻
浮
檀

金

の
蓋
を
獲

っ
て

い
る
人

が
お
り
、
瑠
璃
を
竿

と
し
て

い
る
。
復

た
離
垢

の
宝
払
を
持

っ
て
い
る
も

の
が

い
て
、
左
右

に
侍
立
し
、
衆
妙

の
雑
香
を
黒
じ
、
天
華

の

雲
を
雨
降
ら
し
、
五
百
種

の
勝
妙
な
る
妓
楽

を
な
し
て
娯
楽
せ
り
。
城
内

の

一
万

の
大
衆
は
周

り
を
取
り
囲
ん
で

い
る
、
端
正
な
お
顔
立
ち

で
天
人

に
も
類

が
無
く
、

菩
薩

の
直
心

の
荘
厳
を
実
現
し
て
お
り
、
衆
生

は
悉
く
常

に
甘
露
頂

の
教

に
随
順
し
て

い
た
。
宿
世
に
同
じ
く
諸

々
の
善
根
を
修
し

た
が
故
な
り
。
爾

の
時

に
善
財
、

頭
面
に
足
に
禮
し
、
め
ぐ
る

こ
と
無
数
回
、
恭
敬
し
合
掌
し
て
、

一
面
に
於

て
住
し
、
…
.
.

我
本
爲
彼
説
種
種
法
。
令
獲
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。
生
如
來
家
修
白
浄
法
。
漏
足
無
量
諸
波
羅
蜜
。
具
佛
十
力
。
離
世
間
姓
立
如
來
姓
。
壊
生
死
輪
轄
法

輪
。
滅
三
悪
道

立
正
法
趣
。
善
男
子
。
當
知
菩
薩
悉
能
救
護

一
切
衆
生
。
善
男
子
。
我
成
就
此
如
意
功
徳
寳
藏
法
門
。
随
其
所
須
悉
漏
彼
願
。
謂
以
衆
寳
車
乗
象

馬
縫

衣
服
飲
食
香
葉

査

燈
明
湯
護

幡
馨

随
意
麓

天
冠
寳
飾

一
切
珍
玩
墓

真

露

筆

乃
至
以
法
廣
施
衆
生

・・麺

『
我
、
本
よ
り
彼

の
為

に
種

々
の
法
を
説

い
て
、
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
を
発

さ
せ
、
如
来

の
家

に
生
れ
、
白
浄
の
法
を
修
し
、
無
量

の
諸
波
羅
蜜
を
満
足
し



て
・
佛

の
+
(加
を
具
え

世
間

の
姓
を
離
れ
て
如
来

の
姓
を
立

て
、
生
死

の
輪
を
や
ぶ

っ
て
浮
法
輪
を
転
じ
、
三
悪
道
を
滅
し
て
正
法
趣
に
立
て
さ
せ
た
.
善
男
子

よ
、
当

に
知

る
べ
し
、
菩
薩
は
悉
く
能
く

一
切

の
衆
生
を
救
護
さ
れ
る
。
善
男
子
よ
、
我
此

の
如
意
功
徳
宝
蔵

の
法
門
を
成
就

し
て
、
其

の
求
め
る
所

に
随

っ
て
悉

く
彼

の
願
を
満

ぜ
し
む
。
謂
ゆ
る
、
衆
寳

の
車
乗

・
象
馬

・
憧
僕

・
衣
服

・
飲
食

・
香
華

・
末
香

・
灯
明

・
湯
薬

・
憧
旙

・
繕
蓋

.
随
意

の
春
属

.
天
冠

.
宝
飾

.

一
切

の
珍
資
生

の
具
を
以
て
、
尽
く
給
施
し
、
乃
至
法
を
以

て
広
く
衆
生

に
施
さ
れ
た
。
…
…
』

善
男
モ

我
唯
知
此
如
意
功
徳
護

法
門

:
麺

『
善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
如
意
功
徳
宝
蔵

の
法
門
を
知

る
の
み
で
あ
る
。
…
…

(善
財
)
作
如
悉

因
善
織

得
一
切
鴛

釜

。知
峨

生
無
饗

聞
善
知
嚢

悉
能
随
順

調
伏
降

(善
財
は
)
次

の
よ
う

に
考
え
た
。

『善
知
識

に
因

っ
て

一
切
智
を
得
、
善
知
識

に
於

て
無
壊

の
心
を
生
じ
、
善
知
識

の
教
を
聞
き

て
、
悉
く
随
順
し

て
諸
根
を

調
伏
せ
り
』

と
。
善
財
は
甘
露
頂
長
者

の
勧
め
に
よ
り
法
寳
周
羅
長
者

を
尋

ね
る
。

(珊
)

漸
漸
遊
行
至
於
彼
捕

周
遍
推
求
長
者
法
寳
周
罹

於
道
遇
見

頭
面
禮
足
.
合
掌
恭
敬
.
.

紛

漸
漸
に
遊
行
し

て
彼

の
城

に
至
り
。
あ
た
り
を
見
回
し
て
長
者
法
宝
周
羅
を
探
し
求

め
る
と
、
道

で
偶
然
出
会

っ
た
の
で
、

頭
面

に
足
を
禮
し
、
合
掌

し
て
恭
敬

ー

し
て
、
…
…

時
彼
長
煮

摯

。財
モ

將
竪

ハ客

善
男
モ

且
観
我
禦

時

に
彼

の
長
者
、
善
財

の
手
を
執
り
、
其

の
家

に
帰
れ
り
。

『善

男
子
よ
、
し
ば
ら
く
我

が
家
を
見
よ
』
と
。

爾
時
善

財
。
遍
観
舎
宅
。
悉
閻
浮
檀
金
色
。
七
寳
爲
緒
周
匝
團
遙
瑠
璃
荘
嚴
。
陣
礫
爲
柱
。
敷
亦
赤
眞
珠
寳
師
子
座
。
建
師
子
寳
瞳
。
張
瑠
璃
寳
帳
。
如
意
珠

網
羅
覆
其
上
。
阿
僧
祇
寳

而
荘
嚴
之
。
礪
磯
寳
池
。
八
功
徳
水
盈
漏
其
中
。

一
切
寳
樹
周
匝
園
遙
。
其
宅
廣
大
十
重
八
門
。
爾
時
善
財
。
見
最
下
重
。
設
衆
肴
膳
。

恵
施

一
切
。
見
第
二
重
。
施
雑
寳
衣
。
…
…
見
第
十
重
。

一
切
如
來
充
漏
其
中
。
從
初
襲
心
修
菩
薩
行
。
超
出
生
死
漏
足
大
願
。
神
力
自
在
。

一
切
佛
刹
及
其
春

周

蓉

法
輪
化
度
衆
生
・
顯
現
住
榊

善
財

は
彼

の
館
を
隈
な
く
観
察
し
た
。
金
色

に
輝
き
、
七
宝
で
垣
根
を
巡
ら
し
、
瑠
璃
で
荘
嚴

に
飾
ら
れ
…
…
そ

の
宅
は
広
大
で
十
層
建

て
で
あ

り
、

一
階

に
は

諸

々
の
肴
膳

が
し

つ
ら
え

て
あ
り
、
二
階

に
は
衣
裳

が
あ
り
、

…
…
十
階
に
は

一
切

の
如
来
が
、
初
発
心

か
ら
菩
薩
行
を
修
し
、
生
死
を
超
出
し
大
願
を
満
足
し
、

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

神
力
を
自
在
に
す

る
佛
刹
が
あ
り
、
佛

の
弟

子
た
ち
が

い
て
浮
法
輪

に
転
じ
て
衆
生
を
化
度

し
て
住
持

を
顕
現
し
て

い
た
。
即
ち

こ
の
十
層

の
館
は
菩
薩

の
修

行

の

(撹
)

階
梯

(こ
こ
で
は
十
地
が
該
当
す
る
)
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

善
男
子
。
我
憶
過
去
。
無
量
光
明
法
界
普
荘
嚴
王
如
來
慮
供
等
正
覧
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
佛
世
尊
。
出
興
干
世
。
彼
佛
入
城
。
我
以
香

華
妓
樂
。
而
供
養
之
。
供
養
已
。
持
此
善
根
廻
向
三
庭
。
謂
滅
除
貧
苦
。
常
見
諸
佛
菩
薩
及
善
知
識
。
恒
聞
正
法
故
獲
斯
報
。
善
男
子
。
我
唯
知
此
漏
足
大
願
法
門
。

諸
大
寳
海
菩
薩

得
不
可
壊
蓉

法
身

不
可
壊
法
雲
並
日璽

切
・
:
麺

(
461

)

『
善
男
子
よ
、

私
が
過
去
を
憶
う

に
、
無
量
光
明
法
界
普
荘
厳
王
如
来

・
応
供

・
明
行
足

・
善
逝

・
世
間
解

・
無
上
士

・
調
御
丈
夫

・
天
人
師

.
佛

.
世
尊
、
世

(
561
)

に
出
興
な
さ
れ
、

彼
の
佛
、
城

に
入
ら
れ
た
時

に
、

私
は
香
華
妓
楽
を
以
て
供
養

い
た
し
ま
し
た
。
供
養
し
お
わ

っ
て
此

の
善
根
を
持

っ
て
三
処
に
回
向
し
ま
し
た
。

謂
ゆ
る
貧
苦
を
除

滅
し
、
常

に
諸
佛
菩
薩
及
び
善
知
識
を
見
た
て
ま

つ
り
、
恒

に
正
法
を
聞

こ
う

と
し
ま
し

た
。
故

に
斯

の
報
を
得
た
り
。
善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
大
願
を
満
足
す

る
法
門
を
知
る

の
み
で
す
。
諸

々
の
大
宝
海
菩
薩
は
不
可
壊

の
清
浄

の
法
身
と
、
不
可
壊

の
法
雲

と
を
得

て
普
く
…
…
更
な
る
教
え

は
普

眼
妙
香

長髭

獲

麓

翻
匙

籟

錨
城
を
目
指玄

個

普

眼
妙
香
長
者

は
此

の
城
中
に
於

て
衆
香

の
座

に
お
坐
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
…
:
・

善
男
子
。
我
知

一
切
衆
生
病
。
風
寒
熱
病
。
及
諸
雑
病
狂
横
病
。
鬼
著
病
。
毒
病
。
諸
呪
術
病
。
如
是
等
類
。

一
切
諸
病
我
悉
了
知
。
随
其
所
慮
皆
能
燦
治
。
善

男
子
。

十
方
衆
生

諸
有
病
者
。
來
詣
我
所
。
我
悉
能
治
。
除
其
患
己
。
沐
浴
香
湯
。
香
華
櫻
略
。
名
衣
上
服
而
荘
嚴
之
。

肴
膳
飲
食
而
供
養
之
。
無
量
珍
寳

而
恵
施

之
。
然
後
爲
説
種

種
法
門
。
負
欲
多
者
教
不
浄
観
。
瞑
患
多
者
教
慈
心
観
。
愚
療
多
者
教
法
相
観
。
等
分
行
者
教
勝
法
門
。
構
揚
讃
歎
諸
佛
功
徳
。
襲
菩
提
心
故
。

説
長
養

大
悲
。
於
無
量
生

死
苦
。
心
不
厭
故
。
分
別
廣
説
諸
波
羅
蜜
。
長
養
無
量
浄
智
慧
故
。
説
諸
大
願
。
教
化
成
熟

一
切
衆
生
故
。
説
普
賢
菩
薩
行
。
…
・:
善
男

(
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子
。
我

以
如
是
等

種
種
法
施
。
悉
令
漏
足
歓
喜
而
還
。

『
…
…
善
男
子
よ
、

私
は

一
切
衆
生

の
病
を
知

っ
て

い
る
。
風
寒
熱
病
、
及
び
諸

々
の
雑
病

・
狂
横
病

・
鬼
著
病

・
毒
病

・
諸

々
の
呪
術
病
、
是

の
如
き
等

の
類

の

一
切

の
諸
病
を
、
我
悉
く
了
知
し
、
其

の
所
応
に
随

っ
て
皆
能
く
療
治
す
。
善

男
子
よ
、
十
方

の
衆
生

の
諸

々
の
病
有

る
者
は
、
私

の
所

に
詣
で
た
な
ら
、
私
は

悉
く
能

く
治
す

で
し
ょ
う
。
…
…
然
し
て
後

に
種
種

の
法
門
を
説
き
、
貧
欲
多
き
者

に
は
不
浄
観
を
教
え
、
瞑
悪
多
き
者

に
は
慈
心
観
を
教
え
、
愚
療
多
き
者

に
は



法
相
観
を
教
え
、
等
分
行

の
者

に
は
勝
れ
た
る
法
門
を
教
え
、
諸
佛

の
功
徳
を
構
揚
し
讃
歎
す
、
菩
提
心
を
発
さ
せ
よ
う

と
す

る
が
故

に
。
大
悲
を
長
養
す
る

こ
と

を
説
く
、
無
量
の
生
死

の
苦

に
心
厭
く

こ
と
が
な

い
が
故

に
。
諸

々
の
波
羅
蜜
を
分
別
し
広
説
す
、
無
量

の
浄
智
慧
を
長
養

さ
せ
よ
う

と
す
る
が
故

に
。
諸

セ
の
大

願
を
説
く
、

一
切
の
衆
生
を
教
化

し
成
就
さ

せ
よ
う

と
す
る
が
故
に
。
普
賢
菩
薩

の
行
を
説
く
。
…
…
善

男
子
よ
、
私
は
是

の
如
き
等

の
種

々
の
法
施
を
以
て
、
悉

く
楚

し
歓
喜
せ
し
め
て
還
そ

つ
と
す
る
の
で
玄

』
と
応
甕

鄭

応
難

棚
と
か
対
機
蕩

と
か
と
か
い
わ
れ
る
釈
迦
の
警

法
を
窺

し
て
い
る
も
の
で
あ
ゑ

善
男
子
。
我
又
善
知
和
衆
香
法
。

…
…
所
謂
救
護

一
切
衆
生
。
嚴
浄

一
切
佛
刹
。
恭
敬
供
養

]
切
諸
佛
。
乃
至
焼

一
丸
香
時
。
充
満
十
方

一
切
法
界
。

]
切
如

來
及
蓉

馬

香
帳
叢

一
切
法
界
査

:
塾

善
男
子
よ
、
私
は
又
善
く
衆
多

の
香

を
調
合
す
る
法
を
知

っ
て

い
る
。
…
…
所
謂

]
切
の
衆
生
を
救
護

し
、

一
切
の
佛
刹
を
厳
浮
し
、

一
切
の
諸
佛
を
恭
敬
し
供

養
し
、
乃
至

一
丸

の
香

を
焼

く
時

は
、
十
方

一
切

の
法
界

の

一
切

の
如
来
、
及
び
其

の
春
属

に
充
満

し
、
香
帳

を
も

っ
て

一
切

の
法
界
を
荘
厳
す

る

で
あ
ろ
う
。

善
男
モ

我
唯
知
此
全

切
衆
生
歓
喜
普
門
法
門

星

切
佛
髪

:
@

初

善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の

一
切
衆
生
を
し

て
歓
喜

さ
せ
る
普
門

の
法
門
を
知
り
、

一
切

の
佛
身
を
見
た
て
ま

つ
る
の
み
で
あ
る
。
:
…
・更

に
善
財
は
普

眼
長
者

の

ー

勧
め
を
受
け
入
れ
満
足
王
を
訪
ね
よ
う

と
し

て
足
を
満
橦

城
に
向
け

る
。

漸
経
人
衆
城
邑
聚
落
。
至
漏
瞳
城
。
問
漏
足
王
今
在
何
所
。
有
人
答
言
。
今
在
正
殿
。
行
於
王
法
教
化
衆
生
。
磨
振
取
者
而
振
取
之
。
慮
罰
者

罰
。

磨
治
者
治
。

諸
有
評
者
断
其
謝
訟
。
有

恐
怖
者
施
以
無
畏
。
讃
歎
不
殺
。
不
盗
。
不
邪
婬
。
不
妄
言
。
不
雨
舌
。
不
悪

口
。
不
無
義
語
。
無
貧
悉
擬
。
爾
時
善

財
。
遙
見
彼
王

庭
金
剛
師
子
摩

阿
繧

寳
而
以
荘
購

無
量
寳
像
以
爲
荘
飾

慧

糞

一董

日菱

無
量
裏

以
整

毛

・・詠

…
…
漸
ら
く
人
衆

の
城
邑
聚
落

を
経

て
、
満
瞳
城

に
至
り
、
『
満
足
王
は
今
何
れ

の
所
に
お
ら
れ
ま
す
か
』

と
問
う

と
、
人
が
答
え
て
言
う

に
は
、

『今

は
正
殿

に
在
し

て
王
法

を
行

い
、
衆
生
を
教
化
し
て
、
ま
さ
に
摂
取
す

べ
き
者

は
之
を
摂
取
し
、
ま
さ
に
罰
す

べ
き
者

は
罰
し
、
ま
さ
に
治

す

べ
き
者
は
治

し
、
諸

々
の
課
有

る
者

は
其

の
評

訟
を
判
決

を
下

し
、
恐
怖

し
て

い
る
者

に
は
畏
れ
る
必
要

は
な

い
と
し
、
不
殺

・
不
盗

・
不

邪
婬

・
不
妄
語

・
不

両
舌

.
不

悪

口

・
不
無
義
語

・
無
貧
志
擬
を
讃
歎
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
』

と
。

爾

の
時
に
善
財
、
遙

か
に
彼

の
王
、
金
剛

の
師

子
座

に
お
坐
り
に
な
ら
れ

て
い
る
の
を
見

る
に
、

阿
僧
祇

の
宝
を
以
て
荘
厳
し
、
無
量

の
宝
像
を

以
て
荘
飾
と
為

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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し
、
種

々
の
香
雲
を
も

っ
て
普

く
之

に
蕪
じ
、
無
量

の
宝
衣
を
以
て
其

の
上

に
敷

い
て
お
ら
れ
た
。
…
・:

爾
時
善
財
。
作
如
是
念
。
我
爲

一
切
衆
生
故
。
學
菩
薩
行
修
菩
薩
道
。
今
見
此
王
。
行
大
悪
逆
諸
不
善
法
。
此
乃
悪
中
之
悪
。
第

一
悪
人
。
作
是
念
時
。
虚
空

有

天
。
而
告
之

日
。
善
男
子
。
汝
當
憶
念
普
眼
妙
香
善
知
識
教
。
善
財
即
時
仰
観
虚
空
。
而
答
之
言
。
我
常
憶
念
。
天
又
語
言
。
若
常
憶
念
。
何
故
疑
怪
。
善

男

子
。
菩
薩
方
便
不
可
思
議
。
菩
薩
智
慧
不

可
思
議
。
撮
取
衆
生
不
可
思
議
。
調
伏
衆
生
不
可
思
議
。
教
化
衆
生
不
可
思
議
。
懸
念
衆
生
不
可
思
議
。
度
脱
衆
生
不

可
思
辮

爾

の
時
に
善
財

は
次

の
よ
う

に
思

っ
た
、

『
私
は

一
切

の
衆
生

の
為
に
、
菩
薩

の
行
を
学

び
、
菩
薩

の
道
を
修
し

て
い
る
、
今
此

の
王
を
見
る
に
大
悪
逆
に
し
て
、

諸

々
の
不
善

の
法
を
行
な
う
、
此

れ
乃
ち
悪
中

の
悪

に
し
て
第

一
の
悪
人
な
り
』
と
。

こ
う
考
え

て
い
る
と
、
虚
空

の
天
が
、
善

財
に
告
げ
て

い
う
、
『
善
男
子
よ
、

お
前

は
當
に
普
眼
妙
香
善
知
識

の
教
を
憶

い
起

こ
す

べ
き
で
す
』

と
。

天
又
語
り
て
言

は
く
、

『若
し
常

に
憶
念
し

て
い
る
の
な
ら
、
何
故
に
疑

い
怪
し
む

の
か
、
善
男
子
よ
、
菩
薩

の
方
便
は
不

可
思
議
な
り
、
菩
薩

の
智
慧

は
不

可

思
議

な
り
、
衆
生
を
摂
取
す
る

こ
と
不
可
思
議
な
り
、
衆
生
を
調
伏
す
る
こ
と
不
可
思
議
な
り
、
衆
生
を
教
化
す

る
こ
と
不
可
思
議
な
り
、
衆
生
を
懸
念
す

る
こ
と

不
可
思
議
な
り
、
衆
生
を
度
脱
す

る
こ
と
不
可
思
議

な
り
。
』

時
漏
足
王
。
王
事
詑
己
。
手
執
善
財
。
將
入
宮
内
。
命
就
寳
師
子
座
。
而
告
之
日
。
善

男
子
。
汝
観
我
家
。
善
財
即
観
。
廣

大
無
極
。
七
寳
垣
矯
周
匝
園
逡
。
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七
寳
講
堂
。
無
量
百
千
衆
寳
模
閣
而
荘
嚴
之
。
乃
至
不
可
思
議
摩
尼
寳
網
。
羅
覆
其
上
。

五
百
侍
女
端
嚴
如
天
。
如
上
所
説
。

:
・…

時

に
満
足
王

は
国
事
を
終
え
て
、
善
財
を
携
え

て
、
宮
内

に
入
り
、
命

じ
て
宝
師
子

の
座

に
就

か
せ
、

而
も
之

に
告
げ
て
曰
は
く
、

『善
男

子
よ
、
お
前

は
私

の

家
を
観
よ
』
と
。

善

財
即
ち
観

る
に
、
広
大
な
る
こ
と
極
ま
り
無
く
、

七
宝

の
垣
隠
周
囲
を
園
逡
し
、
七
宝

の
講
堂

は
無
量
百
千

の
衆
寳

の
模

閣
に
て
之
を
荘
厳
し
、
乃
至
不
可
思

議
な
る
摩
尼

の
宝
網
を
其

の
上
に
羅
覆
し
、
五
百

の
侍
女

に
端
厳
な
る

こ
と
天

の
如
く
、
上
に
説
く
所

の
如
し
。
:
:
:

善
男
子
。
我
成
就
菩
薩
幻
化
法
門
。
我
此
國
土
殺
生
楡
盗
。

乃
至
邪
見
諸
群
生
類
。
不
可
教
化
離
諸
悪
業
。
我
爲
調
伏
令
解

脱
故
。
化
作

人
衆
種
種
苦
治
。
令

捨
十
不
善
道

一
切
諸
悪
。
具
足
十
善
究
寛
樂
。
獲

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
具
足

一
切
智
。
善
男
子
。
當
知
我
身

口
意
。
乃
至
蟻
子
不
生
害
心
。
何
況
人
耶
。

(
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人
是
福
田
生
諸
善
根
。
善

男
子
。
我
唯
知
此
幻
化
法
門
諸
大
菩
薩
得
無
生
法
忍
。

…
…

(7s)



『善
男
子
よ
、
私
は
菩
薩

の
幻
化

の
法
門
を
成
就
し
た
。
我

が
此

の
国

土
の
殺
生
楡
盗
、
乃
至
邪
見

の
諸

々
の
群
生

の
類

は
、
教
化
し
て
諸

々
の
悪
業
を
離
れ
さ

せ
る
こ
と
が
不

可
能

で
あ
る
。
私
は
調
伏
し

て
解
脱

せ
し
め
ん
が
為

の
故
に
、
人
衆

の
種

々
の
苦
治
を
化
作
し
、
十
不
善

の
道
と
、

一
切

の
諸
悪

と
を
捨
て
て
、
十

善
を
具
足
し
、
究
尭
楽
を
得

て
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心

を
発
し
、

一
切
智
を
具
足
さ
せ
る
。
善
男
子
よ
、
當

に
知

る
べ
し
、
我

が
身

口
意
は
、

乃
至
蟻

子
に
至

る
ま

で
も
害
心
を
生
じ
な

い
、

い
わ
ん
や
人

に
お

い
て
を
や
。

人
は
福

田
に
し
て
諸

々
の
善
根
を
生
ず
。
私

は
唯
此

の
法
門
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
』
…
:
・

こ
の
満
足
王

の
教
え
は
化
作

に
よ
り
十
不
善
道

と

一
切
諸
悪

を
捨

て
さ
せ
十
善
を
具
足
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
地
獄

と
い
う
虚
構
を
も

っ
て
積
善

を
説
く

仏
法

の

一
種

の
大
衆
教
化

の
方
便
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
王
た
る
者

が
こ
う

し
た
こ
と
を
説
く

の
が

『
華
厳
』

の
説
法

の
特
色

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
善
財

の
足
は
更

な
る
教
え
を
求
め
て
善
光
城

の
大
光
王

の
所

に
向
か
う
。

(
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漸
経
人
衆
聚
落
城
邑
暖
野
諸
難
。
心
無
疲
倦
。
至
善
光
城
。

:
…
・

漸
く

人
衆

の
聚
落
城
邑
、
噴
野

の
諸
難
を
経
て
心
に
疲
倦
無

く
、
善
光
城
に
至
り
:
・:
・

爾
時
善
魅

作
如
是
角

我
差
、知
識
在
此
城
兜

我
今
必
定
見
善
知
識

聞
韮
、蓉

豊
.薩
正
珠

及
諸
法
門

笠
、薩
功
徳
不
可
暴

境
界
不
可
暴

自

謝

在
不
可
思
議
。
平
等
法
門
不
可
思
議
。
勇
猛
之
力
不
可
思
議

。
我
今
必
聞
菩
薩
究
尭
境
界
。
作
是
念
已
入
善
光
城
。
見
城
七
寳
無
量
荘
嚴
。
七
重
深
錘
周
匝
園
邊
。

ー

…
逸

爾

の
時

に
善

財
は
是

の
如
き
の
念
を
作
さ
く
、
『
私

の
探
し
求

め
て

い
る
善
知
識
は
此

の
城
中

に
お
ら
れ
る
。
私

は
こ
の
度
必
ず
や
定
し

て
善
知
識

に
お
会

い
し

て
、
菩
薩

の
行
、
菩
薩

の
正
法
、
及
び
諸

々
の
法
門
、
菩
薩

の
功
徳

の
不
可
思
議
な
る
こ
と
、
境
界
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
、
自
在

の
不
可
思
議
な

る
こ
と
、
平
等

法
門

の
不
可
思
議

な
る
こ
と
、
勇
猛
力

の
不
可
思
議

な
る
こ
と
を
聞

こ
う
。

私
は
今
必
ず
や
菩
薩

の
究
尭

の
境
界
を
聞

こ
う
』
と
。
是

の
念
を
作
し
終
わ
り
て
善
光

城

に
入

っ
た
。
城
を
見

る
に
七
宝

に
て
無
量

に
荘
厳
せ
ら
れ
、
七
重

の
深
き
壷

は
周
囲
を
園
遙
し
、
…
…

阿
僧
祇
摩
尼
寳
。
而
以
荘
嚴
。
彼
大
光
王
常
威
其
中
。
爾
時
善
財
。
於
此

一
切
嚴
飾
珍
妙
。
心
無
染
著
。

一
心
樂
欲
見
善

知
識
。
見
大
光
王
。
塵
於
法
堂
寳
師

子
座
。
結
珈
鉄
坐
。
衆
寳
荘
嚴
。
敷
以
寳
衣
。
萬

阿
僧
祇
寳
像
以
爲
荘
嚴
。
種
種
妓
樂
而
娯
樂

之
。
有

二
十
八
大
人
之
相
入
十
種
好
。
而
以
荘
嚴
。
身
眞
金
色
如

明
浄

日
。
普
照

一
切
。
如
盛
漏
月
衆
宿
中

明
。
如
梵

天
王
塵
於
大
衆
。
如
大
海
有
衆
珍
寳
。
如
雪
山
中
出
諸
良
藥
。
如
大
龍
王
雷
震
諸
法
實
相
音
聲
。
如
虚
空
清

(
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浄
不
受
塵
垢
。
如

須
彌
山
四
種
寳
色
。
普

照
衆
生
性
海
。
讐
如
賓
洲
智
寳
充
漏
。

…
・.・

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

阿
僧
祇

の
摩
尼
寳
を
以
て
荘
厳
し
た
。
彼

の
大
光
王

は
常
に
其

の
中
に
お
ら
れ
た
。
爾

の
時

に
善
財
、
此

の

一
切
の
嚴
飾

の
珍
妙

な
る
に
、
心

に
染
著
無
く
、

一

心

に
善
知
識
を
ま

み
え
ん

こ
と
を
楽
欲

せ
り
。
大
光
王
、
法
堂

の
師
子

の
座

に
坐
し
て
結
珈
跣
坐
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
を
見

る
と
、
衆
寳
を
も

っ
て
荘
厳
し
、
宝
衣

を
敷
か
れ
・
萬
阿
僧
祇

の
宝
像

で
荘
厳

さ
れ
・
種

々
の
妓
楽

で
娯
楽
し
・

二
+
八
大
人

の
(樫
有
り
・
入
+
紮

を
以

て
荘
厳
し
、
身

は
眞
金
色

に
し

て
明
浄

の
日

の

如
く
、
普

く

一
切

を
照
ら
し
、
盛
満

の
月

の
明
ら
か
な
る
が
如

く
、
梵
天
王

の
大
衆

に
処
す

る
が
如
く
、
大

海

の
中

に
衆

の
珍
宝
有

る
が
如
く
、
雪
山

の
中

よ
り

諸

々
の
良
薬
を
出

だ
す
が
如
く
大
龍
王
の
諸
法
実
相

の
音
声
を
雷
震
す
る
が
如
く
、
讐

へ
ば
宝
洲

の
智
宝
充
満
す

る
が
如

き
で
あ

っ
た
。
…
…

善

男
子
。
我
成
就
菩
薩
大
慈
憧
行
。
清
浮
漏
足
。
我
於
無
量
不
可
説
不
可
説
諸
佛
菩
薩
所
。
聞
所
妙
法
。
観
察
清
浮
。
修
習
荘
嚴
。
善
男
子
。
我
住
此
行
。
如

法
治
國
。
観
察
衆
生
。

順
行
世
間
。
如
法
教
化
衆
生
。
撮
取
衆
生
。
安

置
衆
生
。
饒
益
衆
生
。
如
法
黒
衆
生
。
如
法
教

衆
生
。
令
修
善
根
。

観
法
眞
實
。
令
諸
衆

生
。
得
慈
心
。
大
慈
心
。
大
慈
力
心
。
饒
益
心
。
離
恐
怖
心
。
撮
衆
生
心
。
不
捨
衆
生
心
。
登
於
大
願
滅
諸
苦
心
。
安
穏
衆
生
令
得
快
樂
。
身
心
柔
軟
遠
離
心
垢
。

捨
生

死
樂
常
樂

正
法
。
除
煩
悩
垢
得
清
浄
心
。
以

一
切
善
蕪
衆
生
心
。
断
生
死
流
入
深
法
海
。
滅
諸
有
趣
出
無
凝
心
。
得

一
切
智
浄
諸
心
海
。
信
力
堅
固
無
能
壊

煮

並
.男
モ

我
以
袈

安
住
砦

袈

治
図

令
諸
人
民
離
衆
怖
畢

有
貧
窮
者
來
至
我
薦

随
所
求
零

常
開
轟

厘

.之
日
.
恣
意
取
之
勿
作
衆
悪

細

此
城
衆
生
悉
向
大
乗
。
各
見
此
城
種
種
不
同
。
或
見
垢
稜
。
或
見
清
浄
。
或
見
木
石
。
或
見
瑠
璃
。
或
見
無
壊
憧
矯
周
匝
園
達
。
或
見
不
可
思
議
櫻
閣
。
阿
僧
祇

ー

寳
而
荘
嚴
。
以
正
直
心
。
修
諸
善
根
。
於
諸
佛
所
求

一
切
智
。
爲
我
宿
世
所
撮
衆
生
修
菩
薩
行
者
乃
見
此
城
衆
寳
嚴
浄
。
絵
見
垢
機
。
善
男
子
。
此
城
衆
生
。
五

濁
悪
時
。
行
諸
不
善
。
我
慰
念
彼
。
入
於
菩
薩
大
慈
爲
首
順
世
三
昧
。

入
此
定
時
彼
諸
衆
生
。
悪
心
悩
心
。
評
心
害
心
。
皆
悉
滅
。
所
以
者
何
。
此
三
昧
力
法
如

(
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是
故
。
善
男
子
。
且
待
須
央
。
汝
自
見
之
。

『善

男
子
よ
、
私
は
菩
薩

の
大
慈
憧

の
行
を
成
就
し
、
清
浄
を
満
足
し
て

い
る
。
私
は
無
量

・
不
可
説
不
可
説

の
諸
佛
菩
薩

の
所
に
於

て
、
此
の
妙
法
を
聞

い
て
、

観
察
し
て
清
浄

に
修
習
し
荘
厳
し
た
。
善
男
子
よ
、
私

は
此

の
行

に
住
し
如
法

に
國
を
治

め
、
衆
生
を
観
察
し
て
世
間
に
随
行
し
、
如
法

に
衆
生
を
教
化
し
、
衆
生

を
摂
取
し
、
衆
生
を
安
置
し
、
衆
生
を
饒
益

し
、
如
法

に
黒
じ
、
如
法

に
衆
生
を
教
え
、
善
根
を
修
し
、
法

の
真
実
を
観
ぜ
し

め
、
諸

々
の
衆
生
を
し
て
慈
心

.
大

慈
心

・
大
慈
力
心

・
饒
益
心

・
離
恐
怖
心
、
衆
生
を
摂
す
る
心
、
衆
生
を
捨

て
ざ
る
心
、
大
願
を
発
し
諸

々
の
苦
を
滅
さ
せ
る
心
を
得

さ
せ
、
衆
生
を
安
楽

に
し
て

快
楽
を
得
さ

せ
、
身
心
柔
軟

に
し
て
心

の
垢
を
遠
離
し
、
生
死
の
楽
を
捨

て
て
常

に
正
法
を
楽

い
、
煩
悩

の
垢
を
除

い
て
清
浄
心
を
得
、

一
切

の
善
を
以
て
衆
生

の

心

に
黒

じ
、
生
死

の
流
を
断

っ
て
深
法
海
に
入
り
、
諸

々
の
有
趣
を
滅
し
て
無
凝

の
心
を
出
だ
し
、

一
切
智
を
得

て
諸

々
の
心
海
を
浮
め
、
信
力
堅
固
に
し

て
能
く



壊
す
る
者
無
く
な
る
よ
う

に
さ
せ
た
。
善
男
子
よ
、
我
是
の
如
く
此
行

に
安
住
す
る
を
以
て
、
如
法
に
國
を
治
め
、
諸

々
の
人
民
を
し

て
、
衆

の
怖

畏
を
離
れ
さ
せ

た
。
貧
窮

の
者
が

い
て
、
私

の
所
に
来

る
な
ら
ば
、
求
索
す

る
所

に
随

っ
て
常

に
庫
蔵

を
開
き
、
而
も
之

に
告
げ
て
曰
く
、
「
意

を
恣

に
し

て
之
を
取
り
、
衆
多

の

悪
を
な
す

こ
と
勿
れ
」
と
。
此

の
城

の
衆
生
は
悉
く
大
乗
を
信
ず

る
よ
う

に
な

っ
た
。
各
此
の
城
を
見

る
に
種
種
同
じ
か
ら
ず

。
或
は
垢
臓
な
り
と
見
、
或
は
木
石

と
見
、
或
は
瑠
璃
と
見
、
或
は
無

壊

の
憧
縞
が
取
り
巻

い
て
い
る
と
見
、
或

は
不
可
思
議
な
る
縷
閣

と
見
る
。
阿
僧
祇

の
寳
を
以
て
荘
嚴
し
、
正
直

心
を
以
て
諸

の

善
根
を
修
し
て
諸
佛

の
所

に
於
て

一
切
智
を
求
め
、
我
が
宿
世

の
所
摂
た
り
し
衆
生

に
し
て
菩
薩

の
行
を
修
す

る
者

は
、
乃
ち
此
の
城
を
衆
寳
嚴
浄

な
り
と
見
る
者

(娚
)

も

い
れ
ば
、
絵

の
者
は
垢
機
な
り
と
見

る
。
善

男
子
よ
、
此

の
城

の
衆
生
は
五
濁
悪

の
時
に
、
諸

の
不
善
を
行

っ
た
。
私
は
彼
を
慰
念
し
て
、
菩
薩

の
大
慈
を
首
と

為
し
、
世

に
順
ず
る

の
三
昧

に
入
ら
せ
た
の
で
あ

る
。
此
の
定
に
入

る
と
き
、
彼

の
諸

の
衆
生

の
悪
心

・
悩
心

・
謹
心

・
害
心

・
皆
悉
く
滅
し
た
。
所
以

は
云
何
。

此

の
三
昧
力
は
法
是

の
如
く
な
る
が
故
な
り
。
善
男
子
よ
、

ほ
ん

の
し
ば
ら
く
待
て
、
汝
自
ら
之
を
見

ん
。
』

時
王
即
入
大
慈
爲
首
順
世
三
昧
。
入
已
善
光
大
城
六
種
震
動
。
諸
寳
垣
縞
櫻

閣
宮
殿
。
欄
楯
窓
鵬
。
却
敵
半
月
。
賓
鈴
羅

網
諸
寳

形
像
。
出
妙
音
聲
讃
歎
彼
王
。

:
塾

別ゆ

時
に
王
即
ち
大
慈

を
首

と
為
す

順
世

の
三
昧
に
入
ら
れ
た
。
入
り
お
わ

っ
て
善
光

の
大
城
は
六
種
に
震
動
し
、
諸
宝

の
垣
摘

.
櫻
閣

.
宮
殿

.
欄
楯

.
臆

鵬

.
御

ー

敵

・
半
月

の
宝
鈴

・
羅
網

・
諸
宝

の
形
像
は
妙

な
る
音
声
を
出
し

て
彼

の
王
を
讃
歎

せ
り
。
…
…

時
大
光
王
。
從
三
昧
起
。
告
善
財
言
。
善

男
子
。
我
唯
知
此
菩
薩
大
慈
憧

行
三
昧
。
諸
大
菩
薩
以
大
慈
蓋
。
普
覆
救
護

一
切
衆
生
。
上
中
下
品
等
観
無

二
。
慈

(
鰯
)

如
大
地
載
育
衆
生
。
…
…

時

に
大
光
王
、
三
昧

よ
り
起
ち
、
善
財

に
告
げ

て
言
は
く
、

『善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
菩
薩
大
慈
橦
行

三
昧
を
知

る
の
み
。
諸

々
の
大
菩
薩

は
大
慈

の
蓋
を
以

て
普
く
覆

っ
て
、

一
切

の
衆
生
を
救
護
し
、
上
中

下
品
無
二

な
り
と
等
観
し
、
慈

は
大
地

の
如

く
衆
生
を
載
育
す
る
。

…
・:
』

善
財
如
是
悲
心
念
時
。
如
來
使

天
随
菩
薩

天
。
於
虚
空
中
。
而
告
之
日
。
善
男
子
。
其
有
随
順
善
知
識
教
。
諸
佛
歓
喜
。
其
有
随
順
善
知
識
教

。
近

一
切
智
。

(鵬
)

於
善
知
識
教
。
心
無
厭
故
。

一
切
諸
義

悉
現
在
前
。
善
男
子
。
汝
詣
安
住
王
城
。
不
動
優
婆
夷
所
。
是
汝
知
識
不
久
當
見
。

善
財
は
是

の
如
く
悲
心

に
念
ず

る
時

に
、
如
来
使
天
、
随
菩
薩
天
は
、
虚
空

の
中

で
彼
に
告
げ

て
曰
は
く
、

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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『
善
男
子
よ
、

其
れ
善
知
識

の
教
に
随
順
す
る
者

が
お
れ
ば
諸
佛
歓
喜
し
た
ま

ひ
、
其
れ
善
知
識

の
教
に
随
順
す

る
人
が
お
れ
ば

一
切
智

に
近
づ
く

で
あ
ろ
う
。

善
知
識

の
教

に
心

厭
く

こ
と
無
き
が
故

に
、

一
切

の
諸
義

は
、
悉
く
現
じ

て
前

に
在
ら
ん
。
善
男
子
よ
、
汝
安
住
王
城

の
不
動
優
婆
夷

の
所
を
詣

で
よ
。
是
れ
汝

の

善
知
識
な
り
。
久
し
か
ら
ず

に
し
て
當

に
見
る

べ
し
』

と
。

こ
の
勧
め
に
応
じ

て
善
財

は
旅
を
続
け
る
。

爾
時
善
財
。

從
智
慧
光

明
三
昧
起
。
漸
漸
遊
行
。
至
安
住
城
。
推
問
不
動
優
婆
夷
今
在
何
所
。
時
有
人
言
。
善
男
子
。
不
動
優
婆
夷
在
其
家
内
。

父
母
守
護
親

近
。
春
屡
。
周
匝
團
遙
。
爲
無
量
衆
演
説
正
法
。
爾
時
善
財
。
歓
喜
無
量
即
詣
其
門
。
入
彼
家
内
見
其
宮
殿
。
金
色
光
明
皆
悉
普
照
。
鯛
斯
光
者
身
心
柔
軟
。
爾

時
善
財
。
光
明
鯛
身
。
即
得
五
百
三
昧
門
。
所
謂
毘

一
切
三
昧
門
奇
特
憧
三
昧
門
。
寂
静
三
昧
門
。
遠
離

一
切
衆
生
三
昧
門
。
普
眼
三
味
門
。
如
來
藏
三
昧
門
。

得
如
是
等
吾

三
昧
門

息

柔
軟
如
七
日
掩

又
聞
妙
香
出
過
天
ヘ

ー
麺

爾

の
時
に
善
財
、
智
慧
光

明
三
昧
よ
り
起
ち
て
、
漸
漸
に
遊
行
し
て
安
住
城

に
至
り
、
不
動
優
婆
夷
は
今
何

の
所
に
お
ら
れ
る
の
か
と
推
問
し
た
。
時

に
人
有
り

言
は
く
、

『善
男
子
よ
、
不
動
優
婆
夷
は
其

の
家

の
内
に
在
し

て
、
父
母
守
護
し
、
親
近
し
、
春
属
周
辺
を
園
遙
し
、
無
量

の
衆

の
為

に
正
法
を
演
説

さ
れ
て
お
ら
れ
る
』

と
。爾

の
時
に
善
財
、
歓
喜
す

る
こ
と
無
旦
里
に
し
て
、
即
ち
其

の
門

に
詣
り
、
彼

の
家

の
内

に
入
れ
り
。
其

の
宮
殿
を
見

る
と
金
色

の
光
明
あ
り
て
皆
悉
く
普
く
照
ら

し

て
い
る
、
斯
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
者

は
身
心
柔
軟

と
な

っ
た
。
爾

の
時

に
善
財

は
光
明
に
身

を
照
ら
さ
れ
て
、
即
ち
五
百

の
三
昧
門
を
得
た
り
。
所
謂
、
覚

一
切

三
昧
門

・
奇
特
三
昧
門

・
寂
静
三
昧
門

・
遠
離

一
切
衆
生
三
昧
門

・
普
眼
三
昧
門

・
如
来
蔵
三
昧
門
な
り
。
是

の
如
き
等

の
五
百

の
三
昧
門
を
身
心
柔
軟
な
る

こ
と
、

七
日

の
胎

の
如
し
。
又
妙
香
を
聞
く

に
天
人

に
出
過
せ
り
。
…
・

其
有
得
見
此
優
婆
夷
。

一
切
煩
悩
皆
悉
除
滅
。
十
方
衆
生
樂
観
無
厭
。
除
明
行
足
。
爾
時
善
財
。
見
彼
女
人
。
不
可
思
議
法
。
不
可
思
議
三
昧
。
不
可
思
議
無

比
妙
色
無
量
光

明
網

一
切
無
障
。
不
可
思
議
饒
益
衆
生
。
不
可
窮
壼
諸
春
屡
海
。
観
察
不
可
思
議
身
。
無
有
厭
足
。
爾
時
善
財
。
以
偶
碩
日
。

(881

)

常
持
清
浮
戒

精
進
修
忍
辱

讐
如
盛
漏
月

星
中
濁
明
耀

其
れ
此

の
優
婆
夷
を
見
る

こ
と
を
得

る

こ
と
有
ら
ば
、

一
切

の
煩
悩
は
皆
悉
く
除
滅
し
、
十
方

の
衆
生
楽
観
し
て
厭
く

こ
と
無
け
ん
。
唯
明
行
足

の
も

の
を
ば
除

く
。

(82)



爾

の
時

に
善
財
、
彼

の
女
人

の
不
可
思
議

の
法
、
不
可
思
議

の
三
昧
、
不
可
思
議

な
る
無
比

の
妙
色
、
無
量

の
光
明
網
は

一
切
障
あ
る

こ
と
無
く
、
不
可
思
議

に

衆
生
を
饒
益
し
、
窮

尽
す
可
か
ら
ざ
る
諸

々
の
春
属
海
を
見

て
、
不
可
思
議

の
身
を
観
察
し
て
厭
足
有

る
こ
と
無

し
。
爾

の
時

に
善
財
、
偶
を
以
て
碩
し
て
曰
く
、

常

に
清
浄

の
戒
を
持
ち
、
精
進
し
て
忍
辱
を
修

せ
ば
、
警

へ
ば
盛
満
月

の
、
星

の
中

に
独
り
明
曜
な
る
が
如
し
。

爾
時
彼
女
。
以
善
語
愛
語
。
答
善
財
言
。
善
哉
善

哉
。
善
男
子
。
乃
能
襲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
我
成
就
菩
薩
無
壊
法
門
。
修
學
堅
固
之
行
。
得

一
切
法

(
珊
)

平
等
地
陀
羅
尼
。
得

一
切
法
平
等
法
門
。
得
離
有
荘
嚴
三
昧
。

爾

の
時
に
彼

の
女
、
善
語

・
愛
語
を
用

い
て
、
善
財

に
答

へ
て
言
は
く
、

『
善

い
哉
善

い
哉
、
善
男
子
よ
、

乃
ち
能

く
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
発
し

た
。
我
菩
薩

の
無
壊

の
法
門
を
成
就
し
、
菩
薩

の
堅
固

の
行
を
修
学

し
て
、

]
切

法

の
平
等
陀
羅
尼
を
得
、

一
切
法

の
平
等
法
門
を
得
、
離
有
荘
厳
三
昧
を
得
た
。
』

爾
時
優
婆
夷
答

言
。
善
男
子
。
於
過
去
世
離
垢
劫
中
。
有
如
來
磨
供
等
正
畳
。
號

日
脩
腎
。
出
興
於
世
。
時
有
國
王
。
名
日
電
光
。
我
爲
王
女
。
中
夜
寂

静
療

音
樂

時
。
五
百
侍
女
皆
悉
昏
課
。
我
在
棲
上
仰
観
星
宿
。
見
彼
如
來
在
虚
空
中
。
如
寳
山
王
。
天
龍
八
部
。
不
可
思
議

大
菩
薩
衆
。
恭
敬
團
遙
。
放
大
光
明
網
。

普
照
十
方
。
彼
佛
毛
孔
出
微
妙
香
。
我
聞
是
香
身
髄
柔
軟
。
心
大
歓
喜
。
恭
敬
禮
拝

一
心
合
掌
。
仰
観
彼
佛
不
見
頂
相
。

観
身
左
右
不
見
邊
際
。
相
好
荘
嚴
見
無

厭
足
。
善

男
子
。
我
於
爾
時
。
作
如
是
念
修

何
等
業
。
出
生
如
是
身
。
長
養
如
是
身
。
具
足
如
是
身
。
清
浄
如
是
身
。
自
在
如
是
身
。
光

明
春
屡
。
諸
荘
嚴
具
。

功
徳
智
慧
。
三
昧
陀
羅
尼
。
諸
辮
才
藏
。
不

可
讐
諭
。
善

男
子
。
時
彼
如
來
。
知
我

心
念
。
而
告
我
言
。
汝
慮
畿
不
可
壊

心
。
除
滅
煩
悩
護
勝
妙

心
。
不
著

一
切

有
。
獲
不
解
怠
心
。
随
順
深
入
方
便
之
法
。
襲

忍
辱
心
。
調
伏
衆
生
諸
悪
心
海
。
登
離
擬
心
。
遠
離

一
切
諸
生
死
趣
。
登
無
厭
心
。
見

一
切
佛
心
無
厭
倦
。
襲
無

知
足
心
。
悉
飲

一
切
諸
佛
法
雲
。
登
寂
静
心
。
以

一
切
佛
方
便
。
随
順
世
間
。
襲
守
護
心
。
護
持

一
切
諸
佛
法
輪
。
獲

分
別
心
。
随
其
所
磨
演
説
法
寳
。
皆
令
歓

喜
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
。
從
彼
如
來
。
聞

此
法
教
。
清
浮
法
門
。
求

一
切
智
。
如
來
十
力
。
所
言
不
虚
。
光
明
荘
嚴
。
清
浄
法
身
。
相
好
荘
嚴
。
如
來
春
屡
。

嚴
浄
佛
刹
・
如
來
威
騰

如
來
壽
命

:
麺

爾

の
時

に
優
婆
夷
答

へ
て
言
は
く
、

『
善
男
子
よ

過
去
世
離
垢
劫

の
中

に
於

て
・
如
来

・
応
供

・
等
正
(遡
有
し
て
、
号
し
て
讐

と
日
ひ
、
世

に
出
興
し
た
ま
ひ
き
.
時

に
国
王
有

り
名
け

て
電
光

と
日
ひ
、
私
は
王
女

で
あ

っ
た
。
中
夜
寂
静

に
し
て
音
楽
を
廃
す

る
の
時
、
五
百

の
侍
女
は
皆
悉
く
昏
殊

せ
る
も
、
我
楼
上
に
在
り
て
仰

い
で
星
宿
を
見

て
、
彼

の

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)
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如
来

の
虚
空

に
中

に
お
ら
れ
る

の
を
見
る
に
、
宝
山
王
の
如
く
に
し

て
、
天
龍
八
部
、
不
可
思
議
な
る
大
菩
薩
衆

に
恭
敬
し
園
遙
せ
ら
れ
、
大
光

明
の
網
を
放
ち
て
、

普
く
十
方
を
お
照

ら
し

に
な
ら
れ
た
。
彼
の
佛

の
毛
孔
よ
り
は
微
妙

の
香
を
出

だ
し
た
。
我
是

の
香
を
か
ぎ
て
、
身

体
柔
軟

に
し
て
心
大

い
に
歓
喜
し
、
恭
敬
し
礼

拝
し

て
、

]
心

に
合
掌
し
、
仰

い
で
彼

の
佛

の
不
見
頂
相
を
観
、
身

の
左
右
を
観
た
て
ま

つ
る
に
辺
際
を
見
ず
、
相
好
荘
厳
せ
ら

れ
て
、
見
る
に
厭
き
足
る
こ
と
が

な
か

っ
た
。
善
男

子
よ
、
私
は
爾

の
時

に
於
て
次

の
よ
う
に
考
え
た
、

「
何
等

の
業
を
修
し

て
か
是

の
如
き

の
身
を
出
生
し
、
是

の
如
き

の
身
を
長
養
し
、
是

の
如

き
の
身

の
清
浄
、

是

の
如
き

の
身

の
自
在
、
是

の
如
き

の
身

の
光
明
を
具
足
し
、
春
属
、
諸

々
の
荘
厳
具
、
功
徳
智
慧
、
三
昧
陀
羅
尼
、
諸

々
の
弁
才
蔵
あ
り
て
、

讐
喩
す
可

か
ら
ざ
る
や
」

と
。
善

男
子
よ
、
時

に
彼

の
如
来
、
私

の
心
念
を
ご
存
知

で
、
私

に
告
げ

て
言

は
く
、
「
お
前
応

に
不

可
壊

の
心
を
発
し

て
煩
悩
を
除
滅

し
、
勝
妙

の
心
を

発
し
て

一
切

の
有

に
著
せ
ず
、
不
解
怠
の
心
を
発
し

て
随
順
し

て
深
く
方
便

の
法

に
入
り
、
忍
辱

の
心
を
発
し

て
衆
生

の
諸

々
の
悪
心
海
を
調
伏

し
、
離
療

の
心
を

発
し
て

一
切
諸

々
の
生
死
趣
を
遠
離
し
、
無
厭

の
心
を
発
し
て

一
切

の
佛
を

ご
覧
に
な
ら
れ
心

に
厭
倦
無
く
、
無

知
足
の
心
を
発
し

て
悉
く

一
切

諸
佛

の
心
を
発
し

て
悉
く

一
切
諸
佛

の
法
雲
を
飲

み
、
寂
静

の
心
を
発
し
て

一
切
の
佛

の
方
便
を
以

て
世
間

に
随
順
し
、
守
護
心
を
発

し
て

一
切
諸
佛

の
法
輪
を
護

持
し
、
分
別
心
を
発
し

て
其

の
所
応

に
随

ひ
て
法
宝
を
演
説
し
、
皆
歓
喜

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
。
善
男
子
よ
、
私
は
爾

の
時

に
於

て
、
彼

の
如
来
に
従

っ
て
此

鋤

の
法
教
、
清
浄

の
法
門
を
聞
き
、

一
切
智
、
如
来

の
十
力
、
所
言

の
不
虚
、
光
明

の
荘
厳
、
清
浄

の
法
身
、
相
好

の
荘
厳
、
如
来

の
春
属

・
嚴
浮

の
佛
刹
、
如
来

の

ー

威
儀
、
如
来

の
寿

命
を
求

め
た
り
。

…
…

(
291

)

善
男

子
。
我

入
此
無
壊
法
門
。
観
察

一
切
法
平
等
陀
羅
尼
。
顯
現
無
量
自
在
神
攣
。
…
…

善
男
子
よ
、
我

此

の
無
壊

の
法
門

に
入
り
て
、

]
切
法

の
平
等
陀
羅
尼
を
観
察
し
、
無
量

の
自
在
神
変
を
顕
現
せ
り
。
…
…

爾
時
不
動
優
婆
夷
。
入
萬
三
昧
門
。
正
念
観
察
。
所

謂
專
求
荘
嚴
正
法
心
無
疲
厭
三
昧
門
。
離
療
荘
嚴
三
昧
門
。
十
力
三
昧
門
。
佛
無
盤
藏
三
昧
門
。
住
如
是

等
三
昧
門
時
。
十
不
可
説
佛
刹
微
塵
等
世
界
六
種
震
動
。
浮
如
瑠
璃
。

一
一
世
界
中
。
各
見
百
億
如
來
。

一
一
如
來
大
衆
園
逡
。
放
大
光
明
普

照
十
方
。
或
現
兜

率
天
。
或
現
於

一
切
世
界
。
以
妙
音
聲
轄
浄
法
輪
。
乃
至
示
現
大
般
浬
藥
。

時
優
婆
夷
。
從
三
昧
起
。
告
善

財
言
。
善
男
子
。
汝
見
此
不
。
唯
然
己
見
。
善

男
子
。
我
唯
成
就
此
無
壊
法
門
。
爲

一
切
衆
生
。
説
微
妙
法
。
皆
令
歓
喜
。
諸

(391

)

大
菩
薩
。
遊
行
十
方
無
有
障
凝
。
…
…

爾

の
時

に
不
動
優
婆
夷

は
、
萬

の
三
昧
門
に
入
り
、
正
念
に
観
察
し
た
。
所
謂
、
専
ら
正
法
を
荘
厳
し
て
心

に
疲
厭
無
き
三
昧
門

・
離
擬
荘
厳
三
昧
門

・
十
力
三



昧
門

・
佛
無
尽
蔵
三
昧
門
を
求
め
是

の
如
き
等

の
三
昧
門
に
住

せ
し
時
、
十
不
可
説

の
佛
刹
微
塵
に
等
し
き
世
界
は
、
六
種
に
震
動
し
、
浮
き
こ
と
瑠
璃

の
如
く
、

一
一
の
世
界
の
中

に
、
各

々
百
億

の
如
来
を
見
た
て
ま

つ
り
、

=

の
如
来
は
大
衆

に
圃
遙
せ
ら
れ
、
大
光
明
を
放
ち

て
並
曰
く
十
方
を
照
ら
し
、
或
は
兜
率
天
を
現

じ
、
或
は

一
切

の
世
界
に
現
じ
、
妙
な
る
音
声
を
以

て
浮
法
輪
を
転
じ
、
乃
至
、
大
般
浬
葉
を
示
現
し

た
ま

へ
り
。
時
に
優
婆
夷
三
昧
よ
り
起

ち
、
善
財

に
告
げ

て

言
は
く
、

『
善
男
子
よ
、
お
前

は
此
を
見
た
の
か
ど
う

か
。
』

『
唯
然
り
己

に
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
』

『
善
男
子
よ
、
私
は
唯
此

の
無
壊

の
法
門
を
成
熟
し

て
、

一
切

の
衆
生

の
為
に
微
妙

の
法
を
説

い
て
、
皆
歓
喜

さ
せ
る

の
み
。
諸

々
の
大
菩
薩
は
十
方

に
遊
行
し

て
障
凝
有

る
こ
と
無
し
。

…
…
善
財

は
不
動
優
婆
夷

の
勧
め
に
従

っ
て
随
順

一
切
衆
生
出
家
外
道
を
訪

ね
る
。

爾
時
善
財
童
子
。

一
心
正
念
彼
優
婆
夷
。
是
我
眞
善
知
識
。
念
彼
正
教
。
念
彼
所
説
。
念
彼
所
襲
。
念
彼
所
開
。
念
彼
示
現
。
念
彼
所
歎
。
念
彼
所

明
。
念
彼

廣
溝

念
彼
修
習

随
順
思
憔

修
遍
修
寂
静
撮

照
明
禦

漸
漸
経
由
城
、巴
霧

於
日
没
時
入
知
舞

周
遍
推
求
随
順

一
切
衆
生
外
導

今
在
何
所

働

於
中
夜
時
。
見
彼
城
北
有

一
大
山
。
光
明
照
耀
如

日
初
出
。
爾
時
善
財
。
天
明
出
城
登
彼
山
上
。
遙
見
外
道

静
庭
経
行
。
成
就
妙
色
超
途
楚
王
。

一
萬
梵
天
春
薦

ー

園
遙
・
:
麺

爾

の
時
に
善
財
童
子
は
、

一
心
に
彼

の
優
婆
夷
は
是
れ
我
が
真

の
善
知
識
な
り
と
正
念
し
、
彼

の
正
教
を
念

い
、
彼

の
所
説
を
念

い
、
彼

の
所
発
を
念

い
、
彼

の

所
開
を
念

い
、
彼

の
示
現
を
念

い
、
彼

の
所
歎
を
念

い
、
彼

の
所

明
を
念

い
、
彼

の
広
演
を
念

い
、
彼

の
修
習
を
念

い
、
随
順
し
思
惟
し
て
、
遍
修
寂
静

の
寂
滅
を

修
し
、
照
明
に
観
察
し
て
、
漸
漸
に
城
邑
聚
落
を
経
由
し
、
日
没

の
時
に
於

て
、
知
足
城
に
入
り
、
周
遍
し

て
随
順

一
切
衆
生
外
道
は
今
何

の
所
に
在
す
や
と
推
求

せ
り
。
中
夜

の
時

に
於

て
、
彼

の
城

の
北
を
見

る
に

]
の
大
山
有
り
、
光
明
照
り
曜
く

こ
と
、
日
の
初

め
て
出
つ
る
が
如
し
。
爾

の
時
に
善
財
、
天
明
に
城
を
出

で

て
彼

の
山
上
に
登
り
、
遙
か
に
外
道

を
見
る
に
、
静
処
に
経
行
し
、
妙
色
を
成
就
し
た
ま
ふ
こ
と
梵
王
に
超
鍮
し
、

=
禺
の
梵
天
春
属

に
園
遙
せ
ら
れ
た
り
。
・:
…

善
男
子
。
我
已
安
住
至

一
切
庭
菩
薩
之
行
。
成
就
普
観
三
味
法
門
無
依
無
作
神
足
。
以
平
等
般
若
波
羅
蜜
光
明
。
観
察
分
別

一
切
諸
趣
。

一
切
衆
生
。
死
此
生

彼
流
轄
諸
有
。
種
種
雑

類
形
色
好
醜
。
種
種
欲
樂
諸
趣
受
生
。
所
謂
天
龍
夜
叉
軋
闊
婆
阿
脩
羅
迦
棲
羅
緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
。
地
獄
餓
鬼
畜
生
。
閻
羅
王
虜
人
非

人

庭
。
彼
諸
衆
生
或
著
邪
見
。
或
好
二
乗
。
或
樂
大
乗
。
以
妙
智
慧
種
種
方
便
。
饒
益
衆
生
。
或
教
世
間
種
種
技
藝
。
欲
令
衆
生
得
諸
巧
術
陀
羅
尼
門
。
或
以
四
撮

『
華

厳

経

』

と
教

育

(
三

)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

撮
取
衆
生
。
欲
令

一
切
得
薩
婆
若
。
或
歎
波
羅
蜜
。
欲
令
衆
生
得

一
切
智
廻
向
。
或
歎
襲
菩
提
心
。
欲
令
衆
生
於
諸
善
根
不
可
沮
壊
。
或
歎
菩
薩
行
。
欲
令
衆
生

嚴
浄
佛
刹
。
漏
足
大
願
教
化
衆
生
。
或
説
厭
離
法
。
欲
令
衆
生
知
悪
行
果
受
三
塗
苦
。
或
説
浄
法
。
欲
令
衆
生
稜
歓
喜
心
。
於
諸
佛
所
植
衆
徳
本
。
得

}
切
智
果
。

或
歎
如
來
慮
供
等
正
毘
。
欲
令
衆
生
襲
弘
誓
願
。

一
向
專
求
清
浮
法
身
。
或
歎
如
來
功
徳
。
欲
令
衆
生

一
向
樂
求
佛
無
壊
身
。
或
歎
如
來
無
比
妙
法
。
欲
令
衆
生

(
591

)

得
佛

一
切
無
壊
功
徳
。
…
…

『
…
…
善

男
子
よ
、
私
は
己
に

一
切
処

に
至
る
菩
薩

の
行

に
安
住
し
、
普
観
三
昧

の
法
門
と
、
無
依
無
作

の
神
足
と
を
成
就
し
、
平
等
な
る
般
若
波
羅
蜜

の
光

明

を
以

て
、

一
切
の
諸
趣
、

一
切

の
衆
生

に
死
し
彼

に
生
じ
、
諸
有

に
流
転
し
、
種

々
の
雑
類
、
形
色

の
好
醜
、
種

々
の
欲
楽
、
諸
趣

の
受
生
を
観
察
し
分
別
し
た
。

所
謂
、
天

・
龍

・
夜
叉

・
乾
闊
婆

・
阿
修
羅

・
迦
模
羅

・
緊
那
羅

・
摩
喉
羅
伽

・
地
獄

・
畜
生

・
閻
羅
王

の
処
、
人
非

人
の
処
な
り
。

か
の
諸

々
の
衆
生
、
或
は
邪

見

に
著
し
、
或

は
二
乗
を
好

み
、
或
は
大
乗
を
楽

ひ
、
妙
智
慧

の
種

々
の
種

々
の
方
便
を
以
て
衆
生
を
饒
益
し
、
或

は
世
間

の
種

々
の
技
芸
を
教
え
て
、
衆
生
を
し

て
諸

々
の
巧
術
陀
羅
尼
門
を
得

さ
せ
よ
う
と
願

い
、
或
は
四
摂
を
以

て
衆
生
を
摂
取
し
て
、

一
切
を
し
て
薩
婆
若
を
得
さ

せ
よ
う

と
願

い
、
或
は
諸

々
の
波
羅
蜜
を

歎
じ

て
、
衆
生
を

し
て

一
切
智

の
回
向
を
得
さ
せ
よ
う
と
願

い
。
或

は
発
菩
提
心
を
歎
じ
て
、
衆
生
を
し

て
諸

々
の
善
根

に
於

て
、
沮
壊
す

る
こ
と
が
不
可
能

で
あ

る
こ
と
を
願

い
、
或
は
菩
薩

の
行
を
歎
じ
て
、
衆
生
を
し
て
佛
刹
を
嚴
浄
し
、
大
願
を
満
足
し
、
衆
生
を
教
化
さ
せ
よ
う

と
願

い
、
或
は
厭
離

の
法
を
説

き
て
、
衆

生
を
し
て
悪
行

の
果
は
三
塗

の
苦
を
受

る
こ
と
を
知
ら
せ
よ
う

と
願

い
、
或

は
浄
法
を
説
き
て
、
衆
生
を
し

て
歓
喜
心
を
発
し
、
諸
佛

の
所
に
於
て
衆

の
徳
本
を
植

え
、

一
切
智

の
果
を
得
さ
せ
よ
う

と
願

い
、
或
は
如
来
応
供
等

正
覚
を
歎
じ

て
、
衆
生
を
し

て
弘
誓

の
願
を
発
し
、

一
向

に
専
ら
清
浄

の
法
身
を
求
め
さ
せ
よ
う

と

願

い
、
或
は
如
来

の
功
徳
を
歎
じ

て
、
衆
生
を
し

て

一
向
に
佛

の
無
壊

の
身
を
楽

い
求
め
さ
せ
よ
う

と
願

い
、
或
は
如
来

の
無
比

の
妙
法
を
歎
じ
て
、
衆
生
を
し
て

佛

の

一
切

の
無
壊

の
功
徳
を
得

さ
せ
よ
う

と
欲
す
。
…
…

(
691
)

善
男
子
。
我
唯
知
此
菩
薩
至

一
切
庭
行
法
門
。
諸
大
菩
薩
…
:
・

善
男
子
よ
、
私

は
唯
此
の
菩
薩

の

一
切
処
に
至

る
行

の
法
門
を
知

る
の
み
。
諸

々
の
大
菩
薩

は
…
…
。
更
な
る
求
道

の
た
め
に
善
財

は
青
蓮
華
香
長
者
を
訪
ね
る
。

善
財
は

こ
う

し
て
十
住
を
す

べ
て
達
成
し
、
次
な

る
十
行

の
階
梯

に
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

(86)



畦

(1
)

正
念
と
は

「①

正
し

い
お
も

い
。
正
し

い
想
念
。
八
正

道

の

一
つ
。
念

は
常

に
念
じ

て
忘

れ
な

い
の
意

。
常
に
心

に
と
ど
め
る
こ
と
。
常

に
思

い
つ
づ
け

て

い
る
こ
と
。

邪
念
を
離
れ
て
仏
道
を
思

い
念
ず

る
こ
と
。
②

真
実

の
お

も

い
に
住
す

る
こ
と
。
心
を
正
し
て
真
実

の
す

が
た
を
常

に
念
ず

る

こ
と
。
現
象

の
す

が
た
に
と
ら
わ
れ
な

い
で
、

深
く
実
理
を
思
念
す

る
こ
と
。
正
し

い
お
も

い
。
浄
土
門

に
お

い
て
、
鎮
西
流

で
は
疑
慮

の
な

い
こ
と
を

い
い
、
西
山
流

で
は
三
心

の
中

の
信
楽
を

い
い
、
真
宗

で
は
信
心

と
す
る

の
と
称
名
念
仏

で
あ

る
と

の
二
説
が
あ
る
。

一
す

じ
に
仏
を
念
ず

る
心
。
仏

の
救

済
を
信
じ

て
疑

わ
な

い
心
。
」

中
村

元
著

『佛
教
語
大

辞
典
』
に
よ
る
。

以

下
注
記

の
な

い
場
合

は
こ
の
辞
典

に
よ
る
。

(2
)

思
惟
と
は
、

「①
考

え
る
こ
と
。
対
象
を
思
量
し
分
別
す

る

こ
と
。

一
つ
の
こ
と
を
思

い
つ
づ
け

る

こ
と
。
熟
考
。
②

心

の
中

で
思
う
。
③

理
論
的

に
考

え
る

こ
と
。
④

達
成
し
よ
う

と
考
え

る
。
⑤
注
意
す
る

こ
と
。
⑥
修
道

の

こ
と
を

い
う
。
⑦
十
法
行

の

一
つ
。

理
に
よ

っ
て
意

味
を
察
知
す

る

こ
と
。
思
念
す

る
こ
と
。
⑧
十
六

の
記
憶
形

式

の
第
六
。
類
似

し
た
相
を
考
え

る
こ
と
。
⑨

四
神
足
の

一
つ
。
⑩
新

訳
で
は
覚

と

い
う

。
統
覚
機
能
。

ヴ

ァ
イ
シ

ェ
ー

シ
カ
学

派
で

い
う
。
」

(3
)

慧
と
は

「①
道

理
を
選

び
分
け

る
判
断
を
す
る
心
作
用

。
分
別
判
断
。
分
別
し
判
断
す
る
心
作
用
。
事

物
や
道
理
を
識
知

・
判
断

.
推
理
す

る
精
神
作

用
。
後

の
注
釈
で

は

「
法

に
お

い
て
能

く
棟
択
す
」

と
称
す
る
。
『
倶
舎
論
』

で
は
、
心
所
法

の
う
ち

の
十
大
地
法

の

一
つ
。

②
検
討

さ
る
べ
き
事
物

に

つ
い
て

の
吟

味
弁
別
。
唯
識
説

で
は

別
境

の
心
所

の

一
つ
。
事
理
を
分
別
決
定
し

て
疑
念
を
断

ず
る
心

の
作

用
。
ま

た
事
理

に
通
達
す

る
作
用

。
L

(4
)

神
力
と
は

「①
仏

・
菩
薩

の
有
す

る
不
可
思
議
の
は
た
ら
き
。
超
自
然
力

の
作
用
。
神
通
力

に
同
じ
。

不
思
議
な
力
。
威
神
力
。
②
加
持
力

に
同
じ
。
」

(5
)

仏
刹
と
は

「回

び
二
&

筈

甲
訂

磐
冨

の
音
写
。
仏
国

に
同
じ
。
仏
国
土
。

仏

の
国
。
浄

土
。
[凹
は
サ

ン
ス
ク
リ

ッ
ド
語

の
略
記
。
」

の

(6
)

解
了
と
は

「
理
解
。
通
達
。
了
解
。
知
識

に
よ
る
理
解

。
」

綿

(7
)

住
持
と
は

「
と
ど
め
た
も
ち
、
失
わ
な

い
こ
と
。
教
え

を
た
も

つ
こ
と
。
②
住
処

・
立
脚
点
。

よ
り
ど

こ
ろ
。
仏
果

(仏

の
境
地
)

の
こ
と
。
③
加
持

に
同
じ
。
④
安
住

護
持
し

て
失
わ
な

い
こ
と
。
⑤
寺
院

に
住
し

て
法
を
護
持

す
る
者

の
意
。

一
か
寺
を
主

管
す
る
僧
。
住
職

。
⑥

「如
何
住
持
」

は
具
合

は
ど
う

だ
、

の
意
。
L

(8
)

三
昧
と
は

「回

国

銘

日
倒
爵

凶
の
音
写
。
三
摩
地

・
三
摩

提
と
も
音
写
。
定

・
正
受

・
等
持

な
ど
と
漢
訳

す

る
。
①
心

が
静

か

に
統

一
さ
れ
て
、
安

ら
か

に
な

っ
て

い
る

状
態
。
何
も

の
か
に
心
を
集
中
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
心

が
安
定

し
た
状
態

に
入

る
こ
と
で
あ

る
。
禅
定

と
同
義
語
。

『大
智
度
論
』

に
、

「
一
切
禅
定
、
亦
名
定
、
亦
名

三

昧
」
と

い
う
。

し
ず

け
き
心
。
心

の
静
ま

っ
た
状
態
。
心

を
專
注
し
て
無
念
な

る
こ
と
。
心
を
不
動

に
し

た
宗
教
的
瞑
想

の
境
地
。
心
を
專
注
す

る
こ
と
。
宗
教
的
瞑
想
。

瞑
想
。
心
静
か
な
瞑
想
。
主
観

と
客
観

と
が
不
二
融
即
し

た
地
位

〔禅
宗

の

一
部

の
ひ
と
は

「ざ

ん
ま

い
」
と
よ

む
。〕
②

三
昧
場
と
も

い
い
、
僧

を
し

て
死
者

の
冥
福

を

祈
ち

せ
る
意
か
ら
、
墓
所

・
葬
場

の
意

に
転
じ

た
。

こ
の
用
法
は
現
在
、

地
方

に
は
残

っ
て
い
る
。

こ
の
辞
典

に
は

〔解
説
〕

と
し
て
次

の
よ
う

に
記
し

て

い
る
。
心
を
ひ

と
と
こ
ろ

に
定
め

て
動
か
さ
な

い
か
ら

「定
」
、
正
し
く
所

観

の
事
が
ら
を
受

け
る

か
ら

「
受
」
、
平
等

の
心

を
た
も

つ
か
ら

「等
持
」
、
諸
仏

.
諸
菩
薩

が
有
情

界
に
入

っ

て
平
等

に
そ
れ
を
守

り
念
ず

る
か
ら

「等
念
」
、
定
中
に
法

楽
を
現
ず

る
か
ら

「現
法
楽
住
」
、
心
に
暴
を

と
と

の
え
、
心

の
曲

が

っ
た

の
を
直
し
、
心

の
散

っ
た
の
を
定
め

る
か
ら

「
調
直
定
」
、
心

の
動
き
を
正
し
て
、
法

に
合

一
さ
せ
る
依
処
と
な
る
か
ら

「
正
心
行
処
」
、
思
慮

を
と
ど
め
て
心

の
思

い
を
凝
結
す

る
か
ら

「息
慮

凝
心
」

と
い
わ

れ
る
。
同
]は
パ
ー
り
語

の
略
記
。
L

(9
)

禅
定

と
は

「①
[凹
自

愚

銘

国

旨
鋤
づ
餌
の
音

写
で
あ
る

禅
と
、
そ

の
意
訳

で
あ
る
定

と
を
合
成
し

て
で

き
た
語
。
心
静

か
に
瞑
想
す
る

こ
と
。

六
波
羅
蜜

の
第
五
。
心
静

か
な
内
観
。
心

の
計
ら

い
を
静

め
る

こ
と
。
心
を
動
揺
さ

せ
な

い
こ
と
。
精
神
集
中

の
修
練
。
坐
禅

を
し

て
心
を

一
点

に
専
注
す
る
宗
教
的
瞑
想
。
坐
禅

に
よ

っ
て
心
身

の

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

深
く
統

一
さ
れ
た
状
態
。
②
四
静
慮

の
こ
と
。
③
霊

山
に

お
け
る
入
山
籠
居

の
修
行
。

こ
の
意

味

の
語

は

『妙
法
寺

記
』
、
謡
曲

『善

知
鳥
』、

『廻
国
雑

記
』
な

ど
に
見

ら

れ
る
。
白
衣

装
束

し
て
登
山
す

る
こ
と
も
禅
定
と

い

っ
た
ら
し

い
。

ま
た
駿
河

の
富

士
山

・
越
中

の
立
山

・
加
賀

の
白
山

の
山
頂
な
ど
を
禅
定
と
称
し
た
。

こ
の
よ
う

な
意

味

に
お
い
て
古
来
、
出
羽
三
山

で
の
修
行
は
、
羽
黒
山

・
月
山
は
、
不
惜
身
命
修
行

の
山
、
湯
殿

山
は
修
行

成
就
即
身
成
仏
証
得

の
山
と
い
わ
れ
た
。
」

(10
)

④

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
九
巻

六
九
五
頁
中
段

⑬

『大

正
新
脩
大
藏

経
』

第

十
巻

三
四

〇
頁
中
段

◎

『大

正
新

脩
大
藏

経
』

第

十
巻

六
八
入

頁

下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
四
頁
～

一
五
五
頁

④

は
所
謂

『六
十
華
厳
』
、
⑧

は

『
入
十

華
厳
』
、
◎

は

『四
十
華
厳
』
、
⑪

は
サ

ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
典

か

ら

の
日
本
語

訳
で
あ

る
。

〔海
橦
比
丘
は
④
⑧
◎

で
は
海
憧

比
丘
、
⑪

で
は
サ
ー
ラ
ド
ヴ

ァ
ジ

ャ
比
丘

と
な

っ
て
い
る
。
表

2

参

照
〕

(11
)

阿
僧
祇

と
は

「
([凹
鋤
紹
ぢ
吋
ξ

鋤
同
す
ω
。゚
壱
喜

団
①
旨

の
音
写
。
無
数

・
無
央
数

と
漢

訳
す
る
。
①

無
量

数
、
不
可
数
量
。
②

イ

ン
ド

の
数
量

の

一
つ
。
10

の
59
乗
を
意

味
す

る
。
)

(12
)

婆
羅
門
と
は

「回

じU
鼠
げ
ヨ
岩

9
の
音
写
。
イ

ン
ド
に
お
け

る
カ
ー
ス
ト

の
う
ち
最
高

の
も

の
。
僧
侶
階

級
。
イ

ン
ド
古
代

の
氏
姓
制
度

の
最
上
位
。
、王
と
し

て
ヒ

ン
ズ

ー
教
聖
典

の
学
習

・
教
授

や
、

さ
ま
ざ
ま
な
祭
祀
を
司
る

こ
と
を
職
と
し

て
い
る
者
」

(13
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
五
頁
中

段

～
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
〇
頁

中
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六

入
八
頁
下
段
～
六
入
九
頁
上
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴

』
上

一
五
五
頁

～

一
五
六
頁

(14
)

刹
利
と
は

「[凹
吋
留

q
ぐ
曽
の
音
写
。
刹
帝
利

の
略
語
。

古
代
イ

ン
ド

の
カ
ー

ス
ト

の

一
つ
。
王
族

.
武

士
階
級
」

(15
)

四
摂
法
と
は

「仏
教
を
実
践
す
る
人
が
、
人

々
を
誘

い

つ
け
る
た
め
に
具
え
る
四
種

の
行
為
、

即
ち
①
布

施
、
②

愛
語
、
③
利
行
、

④
同
事

の
四

つ
で
、
①

与
え
る

こ
と
、

㊧

②
や

さ
し

い
こ
と
ば
を

用

い
る
こ
と
、
③

た
め
を
は
か
る

こ
と
、
④
協

同
す

る
こ
と
と
さ
れ
る
。
」

ω

(
16
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
五
頁
下
段

③

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

三
四

〇
頁

中
段
～
下
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六

入
九
頁
上
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
六
頁

(但
し
④

で
は

「
腰
雨
邊
」

で
あ
る
が
、
⑧

で

は

「其
腰
間
」
、
◎

で
は

「其

膀
輪
」
、
⑪

で
は

「
騰
輪
」
と
若
干

表
現

が
異
な
る
。
)

(17
)

五
通
と
は

「五

つ
の
神
通

の
こ
と

で
、
天
眼
通

・
天
耳
通

・
宿
命
通

・
他
心
通

・
神

足
通

と

い
う
超

人
的

な
力
」

(18
)

仙
人
と
は

「①
世
間
を
離
れ

て
山
な
ど

に
住
し
、
神
変

自
在

の
術
あ
り

と
い
わ
れ
る
人
。

シ
ナ

の
仙
人

の
観
念
を
経
典

の
中

に
も
ち
こ
ん
だ
も

の
。
②

ヒ
ン
ズ
ー
教

の
隠

者
。
彼
ら
は
怒

る
と
呪

い
を
発
す
る
。
③

聖
仙

の
意
。
④

サ
ー

ン
キ
ヤ
学
派

の
開
祖
も
仙
人
と
よ
ば
れ
た
。
」

(19
)

三

宝

と
は

「①

三

つ
の
宝

の
意
。
仏

と
法

と
僧
。
さ

と
り
を

開

い
た
人

(仏
[凹
び
巳

鼻

飴
)

と
、
そ

の
教

え

(法
回

爵

霞
ヨ
o
)
と
、
そ
れ

を

奉
ず

る
教

団

(僧
回

ω彗

ひq
ゴ
曽
)

と

い
う

三

つ
を

い
う
。
仏

(さ
と
り
を
開

い
た
教
え

の
主
)
・
法

(そ

の
教

え

の
内
容
)
・
僧

(そ

の
教
え
を
受
け

て
修
行
す

る
集
団
)

の
三

つ
を
宝

に
た
と
え

た
語
。

こ
れ
は
仏
教
を
構
成
す

る
三

つ
の
大
切
な
要
素
で
あ

る
。
三
宝

に
帰
依
す
る

こ
と
は
仏
教

徒
と
し

て

の
基
本
的
条
件
で
あ

る
。
②

こ
れ
ら

の
三

つ
は
別

の
も

の
と
し

て
み
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
別
個

で
あ

る
が
、
し

か
し
本
質
的
に

は

一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
釈
尊

亡
き
後

も
三
宝

は
あ
る

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
点

で
、
仏
像
と
経
巻
と

出
家

と
を
三
宝
と

い
う

こ
と
が
で
き

る
。
そ

こ
で
後
代
に

は
、
三
宝

に
は
、

一
体
三
宝

(無
上

の
真

理
と

、
そ

の
清
浄

の
徳
と
、
和
合

の
徳
)
、
現
前

三
宝

(如
来
と
、
如

来

の
証
し
た
法

と
、
如
来

の
法
を
学

ぶ
者

)
、
住
持

三
宝

(仏
像
と
、
経
巻
と
、
剃
髪
染
衣

の
僧
)

の
三
種

が
あ

る
と
考
え
ら
れ

た
。
三
宝

が
本
質
的

に
は
同

一
で
あ

る
と

み
な
す

の
を

一
体
三
宝

と
い
い
、
個

々
別

々
で
あ
る
と
み
な
す

の
を
梯
榿

の
三
宝
と

い
う
。
③

お
供
え
す

る
道
具
。
」



(20
)

梵
行

と
は

「①
梵

は
清
浄

の
意

で
、
欲
望

を
断
ず

る
修
行

を

い
う
。

バ
ラ

モ
ン
が
実
行
す

る
学
生
期

の
修
行
。

バ
ラ

モ
ン
が

一
生
涯

の
間

に
た
ど
る
四

つ
の
ア
ー

シ

ュ
ラ

マ

([凹
9-
珍
鋤
ヨ
鋤

住
帰

の
第

一
を
梵
行
期

(学
生
期
)

と

い
い
、
ヴ

ェ
ー
ダ

の
学
習

・
祭
事

の
習
得
な
ど

の
宗
教
的
教
育

に
専
念
す

べ
き
期
間

で
、

こ

の
間

に
は
師

の
家

に
入

っ
て
身
心
を
潔

斎
し
て
精
進
を
行
な
う
。
②

バ
ラ

モ

ン
の
行

な
う
清
ら
か
な
行
為
。
③

ヤ

マ

([凹
冒

ヨ
鋤

制

裁
)

の

]
つ
。
④
清
ら

か
な
修
行
。
清
き
行
。
比

丘
が

戒
律
を

た
も

っ
て
修
行
す

る
こ
と
。
清
浄
行
。
婬
欲
を
断

つ
実
践
を
行
な
う
。
婬
欲

の
戒

め
。

さ
と
り
に
至

る
実
践
行
。
仏
教

の
修
行
。
⑤

正
道
を
さ
す
。
」

(21
V

調
伏

と
は

「①
抑
制
。
制
御
、
調
和
制
伏
。
と
と

の
え
静

め
る
こ
と
。
制

し
伏
す

る
こ
と
。
身
心
を
制

す

る

こ
と
。
身

の
あ
り
方
を
正
し

い
状
態

に
と
と

の
え
、
悪

を
お

さ
え
、
除
く

こ
と
。

自
ら
の
身
心
を
制
御
し

て
悪
を
排
し
、

対
外
的

に
は
敵
意
あ

る
者
を
教
化
し

て
悪
心

を
捨
て
さ
せ
、
障
害
を
も

た
ら
す
も

の
を
降
伏

さ
せ
る

こ
と
。
②

律
す

る
。
な
ら
し
て
教

え
を
奉
じ

て

い
く
よ
う

に
す
る

こ
と
。
毘

那
耶

に
同
じ
。
③

こ
ら
し

め
る
。
降
伏

さ
せ
る

こ
と
。
④
密
教
で
は
不
動

.
降
三
世

.
軍
茶
利

.
金

剛
夜

叉
な
ど
の
分
心
怒

の
相

を
あ
ら

わ
す
も

の
を
本
尊

と
し

て
、
怨
敵

・
悪
魔
な
ど
を
信
服

さ
せ
る
修
法
を
調
伏
法

と
し
て
五
種
ま
た
は
四
種
修
法

の

一
つ
に
数

え
る
。
」

(22
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
五
頁
下
段

⑬

『大

正
新
脩
大
藏

経
』

第
十
巻

三
四

〇
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
入
九
頁
上

段
ー
中
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
六
頁
～

一
五
七
頁

(23
)

龍

と
は

「
龍
神
。
海
や
川
に
住

む
巨
蛇

の
類
。
蛇
形

の
鬼
神
。

天
龍
八
部
衆

の

一
つ
。
も

と
イ

ン
ド
原
住

民

の
間

で
行
な
わ
れ
て

い
た
蛇
神

崇
拝
が
、

仏
教

に
と
り
入
れ

ら

れ
た
も

の
。
」

(24
)

如
来

と
は

「①
国

回

富
号
倒
伽Q
餌
邸

の
漢

訳
。
国

冨
夢
鋤

(か
く

の
ご
と
し
)
+
同
H凹
ひq
讐
曽

(行

け

る
)

と

い
う

意

味

で
あ

る
が
漢

訳
者

は
国

冨
昏
凶
+
国

回

倒
伽q
讐
鋤

(来

れ
る
)

と
解
し
て

『如
来
』

と
訳
し

た
。
修
行
を
完
成
し

た
人
。

人
格
完
成
者
。

全
き

人
。
向
上
に

つ
と

め
た
人
。
向
上
し
来
れ
る
人
。
真
理

の
体

現
者
。
仏
教

ば
か
り
で

ω

な
く
、
当
時

の
イ

ン
ド

の

一
般
諸
宗
教

で
あ

ま
ね
く
使
わ

れ
て

い
た
呼
称

で
あ
る
。

ジ

ャ
イ
ナ
教

で
は
ア

ル
ダ

マ
ー

ガ
デ
ィ
ー
語
で
、
修
行
完
成
者

の
こ
と
を

富
け冨

ひq
蝉
巻

6

と

い
う
。
②
仏

の
こ
と
。
仏

の
十
号

の

一
つ
。

さ
と
り

の
完

成

に
到
達
し
た
仏
。
大
乗
仏
教

で
は

『
真
如

よ
り
来
生
す

る
も

の
』
の
意

に
解

し
た
。

真
如

か
ら
来

て

(真
理

の
体
現
者

と
し

て
)
衆
生
を
教
え
導
く

と

い
う
、
活
動
的

な
側
面
か
ら
す
る
仏

の
異
名
。
如

(さ
と
り

の
妙

処
)

か
ら
現
わ
れ
て
来
た
人
。
あ

る
が
ま
ま

の
絶
対

の
真

理
に

従

っ
て
来
り
現

わ
れ
た
人
。

一
行

の
釈

に
よ
る
と
、
諸
仏

が
如
実

の
道

に
乗

っ
て
来

て
正
し

い
さ
と
り
を
得

る
よ
う

に
、
今

の
仏
の
こ
の
よ
う

に
来

る
、

の
意
。
③

阿
彌
陀

如
来
。
」

(25
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
五
頁
下
段

③

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
十
巻

三
四

〇
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
入
九

頁
中

段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
七

頁
～

一
五
入

頁

(但
し
、
④

で
は

「
胸
徳

字
」、
⑬

で
は

「
胸
前

卍
字
中
」
、
◎

で
は

「其
胸
臆
吉
祥
相
中
」
、
⑪

で
は

「胸

の

卍
形

の
巻
毛
」
と
若
干
表
現

が
異

な
る
。
)

(26
)

阿
修
羅

と
は

「回

器
⊆
舜

の
音
写
。
①

ペ

ル
シ
ャ
の
古

語

魯

二
鑓

と
語

源
が
同
じ

で
、
初

め
は
善
神

の
名
前

で
あ

っ
た
。
②
後
代

の
イ

ン
ド

で
は
神

(ω二
轟
)

で
な

い

者

と

い
う
語
源
解
釈

が
施

さ
れ
、
非

天
す

な
わ
ち
悪
神
と

さ
れ
、
常

に
イ

ン
ド
ラ
神

と
戦

い
、
あ
る

い
は

日
や
月

と
争
う
者
と
な
る
。
神

々
と
戦
闘
を
交
え

る
と

い
う
神
話

は
、
ヴ

ェ
ー
ダ
聖
典
や
叙
事
詩

な
ど
に
見
ら
れ
る
。
闘
争

し
て
や
ま
ぬ
も

の
。
争
う
生

存
者
。
仏
教

で
は

六
道

の

一
つ
、
八
部
衆
の

一
つ
と
さ
れ
、

一
種

の
鬼
神

と

み
ら
れ
、

須
彌
山
下

の
大
海
底

に
そ

の
住
居

が
あ

る
と
さ
れ
る
。
六

道
を
略
し
て
五
道
と
す
る
と
き
は
、
天

・
人

・
餓
鬼

・
畜
生

・
地
獄
に
分
属
さ
れ
る
。
胎
蔵
界
曼
茶
羅

で
は
外
金

剛
部
院
に
列
す

る
。
ま
た
無

酒
神

と
も
漢
訳
さ
れ
る
。
」

(27
)

方
便

と
は

「
①
方
法
。

て
だ
て
。
巧

み
な
て
だ
て
。
便

宜
な
手

段
。
工
夫
。
巧
み
な
は
か
り

ご
と
を
設
け

る

こ
と
。
巧

み
に
な
さ
れ
た
は
か
り
ご
と
。
す

ぐ
れ
た
教

化
方

『
華

厳

経

』

と
教

育

(三

)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

法

(回

二
8

鴇
夢

窪

鐙
ξ
鋤
の
訳
語
)
と
し
て
も
用

い
ら
れ

る
。
真
実

に
裏
づ
け
ら
れ
、

ま
た
真

実

の
世
界

へ
導
く

て
だ
て
。
衆
生
利
益

の
た
め

の
手
段
。
差
別

の
事
象

を

知

っ
て
衆
生
を
済
度
す

る
智
慧
。

は
ぐ
く

み
。
真
実

の
教

え
に
導
く

た
め
に
仮

に
設
け
た
法
門

の
こ
と
。

す
ぐ
れ
た
教
化
方
法
。
仮

の
て
だ
て
。
衆
生

を
救
済
し
、
さ

と
り

へ
導
く
た
め

の

一
時

の
て
だ
て
と

し
て
説
か
れ
た
教
え
。

他
を
し

て
さ
と
ら
し
め
る
た
め

の
手
段
。
②
十

波
羅
蜜

の
第
七
。
③
真
実
を
証
す

る
た
め
に
修
行
す

る
こ
と
。
加

行
。
④

く
わ

だ
て
。
事
業
。
発
起
し
て
努

め
る
こ
と
。
⑤

し

か
た
。
⑥

努
力

の
こ
と
。
⑦

柔
軟
な
心

が
ま

え
。
⑧
行
く
道

の
手
段
。
た
と
え

ば
、
七
方
便
位
。

(28
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九

五
頁
下
段

～
六
九
六
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
十
巻

三
四
〇
頁
下
段
ー
三
四

一
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩

大
藏
経
』

第
十
巻

六
入
九
頁
中
段
～
下
段

⑪

『
さ

と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
八
頁

(但
し
、
④

と
◎

で
は

「其
背
」
、
⑧

で
は

「其
背
上
」
、
⑪

で
は

「背
骨
」
と

若
干
表
現

が
異

な
る
。
)

(29
)

二
乗
と
は

「①
声
聞
乗

と
縁
覚
乗

の
二

つ
を

い
う
。
乗

は
乗
り
物

の
意
。
声
聞
と
は
、
師

の
教
え
に
よ

っ
て
さ
と
る
人
で
、
仏

の
教
え
を
直

接
聞

き
、

四
諦

の
道
理

に
よ

っ
て
さ
と
る
人

た
ち
、

お
よ

び
そ

の
立
場
を

い
う
。
縁
覚

と
は
、
理
法
を
体
得
し

て
自
ら
さ
と
る
人
で
、

仏

の
教
え
に
よ
ら
ず
、
ひ
と
り
で
十

二
因

縁

の
道

理
を
観
察
し

て

さ
と
る
人
た
ち
、

お
よ
び
そ
の
立
場
を

い
う
。

大
乗

の
立
場

か
ら

い
え

ば
、

こ
の
二
種

の
人

た
ち
、
お
よ

び
そ

の
立
場

は
自
己

の
完
成
に
と
ど
ま

っ
て
、
多

く

の
他
人

の
救

済

に
向
か
わ
な

い
か
ら
、
劣

っ
た
立
場

(劣
乗

・
小
乗
)

で
あ

る
と

み
る
の
で
あ
る
。
小
乗
仏
教
に
お
け

る
聖
者
。

た
と
え
仏
道
に
入

っ
て

い
て
も
、
そ

の
形
式
的
な
面

に

と
ら
わ
れ
す
ぎ

た
り
、
自
分

の
さ
と
り
、
自
分

の
問
題

の
こ
と
だ
け
し

か
考
え

て
い
な

い
よ
う

な
人
び
と
。
自
分
だ
け

の
さ
と
り
に
満
足

し
て
、
他

人
救
済

の
慈
悲
活
動
を

忘
れ

た
者
。
②

一
乗

以
外

の
第
二

の
乗
り
物
。
③
大
乗
と

小
乗
。
」

(30
)

我
見

と
は

「①

自
我

と

い
う

見
解
。

自
我
に

つ
い
て
の
見
解
。
自
我
あ
り

と

の
考
え
。

人
間

に
は
永
遠

に
変

わ
ら
な

い
主
体

が
あ

る
と

い
う

誤

っ
た
考

え
。

常

.
一
.

ω

主

・
宰

の
自
我

(回

鋤
冒

弩

)
が
あ
る
と
し

て
、
そ
れ
に
執
着

す
る
見
解

・
思
想

の
意
。
永

遠

の
主
体

に
対
す

る
執
着
。

こ
の
わ
れ

わ
れ

の
肉
体

.
精
神

が
諸
条

件

の
集

ω

ま
り

に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
知
ら
ず
、
実
体
的
な
我

の
存
在

を
認

め
る
見
解
。
実
体
的
自
我

が
あ
る
と
解
す

る
見
方
。
②
実
我

が
あ
る
と
執
す

る
誤

っ
た
見
解
。
五
見

の

一
つ
。

五
見

は
、
我
見

(我
あ

る
と
考
え

る
)
・
辺
見

(断
常
二
見

の
い
ず
れ

か
に
か
た
よ
る
V
・
邪
見

(因
果
を

信
じ
な

い
)
・
見
取
見

(
一
見
解

を
最
上

の
も

の
と
固
執
す

る
)
.

戒
禁
取
見

(
さ
ま
ざ

ま
な
制
戒
を
守

っ
て
こ
れ
を
最
上
と
す

る
)
。

い
ず
れ
も
悪

い
見
解

で
あ
る
。
③

何
も

の
か
が
我
で
あ

る
と
み
な
す

見
解
。

た
と
え
ば
、

『物
質
的
な
形

(色
)

は
我

で

あ

る
』

と

い
う
。

五

取

藏

([凹
二
冨

鼠

岳

あ
惹

口
穿

仁。
)

の

い
ず

れ

か

の
中

に

我

が
あ

る

と

い
う

見

解

(回

費
鋤
鐙
轟

)
。
身

見

(有

身

見

[凹
ω卑

囹

巻

費
豊

)

と
同
義
。
④
自

己
に
対
す

る
執
着

の
見
解

の
あ
る
人
。

わ
た
く

し
を
実
在
視
す

る
者
。
⑤

自

己

の
と
ら
わ
れ
。
」

(31
)

不
浄
観
と

は

「観
法

の

一
つ
。
肉
体

の
け
が
ら
わ
し
さ

を
観
想
し

て
煩
悩

・
欲
望
を
取
り
除
く
方
法
。

身

の
不
浄
を
観

じ
て
貧
欲
を
離

れ
る
観
法

。
五
停
心
観

の

一
つ
。

特

に
、
死
屍

が
次
第

に
腐
敗
し

て
散
り
失
せ
、

つ
い
に
白
骨

と
化
す

る
ま

で
の
す

が
た
を
心
中

に
観
想
す

る
こ
と
。

そ
れ
は
異
性

の
容
色

の
美

し
さ
に
対
す

る
欲
望
を
制
す

る
た
め
で
あ

る
。
」

(32
)

慈

悲

と
は

「仏

・
菩
薩

が
衆
生

を
あ

わ

れ

み
、

い

つ
く

し

む
心
。
あ
わ

れ

み

の
心
。

万
人

に
対

す

る

愛
。

い

つ
く

し

み
と
同

情
。
②

衆

生

に
楽

を

与

え

る
慈

([凹

ヨ
鋤
団鼠

)

と
、

衆
生

の
苦
を
抜
く
悲

([凹
冨

歪
仁
9-
)

と
を

い
う
。
慈

の
原
語

は
多
く

の
場

合
[凹
ヨ
四
凶三

で
あ

る
が
、
そ
れ
は
[凹
含

嘗
四

(友
)

と

い
う
語

か
ら

つ
く
ら
れ

た
抽
象
名
詞

で
、
最
高

の
友
情
と

で
も

い
う

べ
き
も

の
。
特
定

の
人

に
対
し

て
で
は
な
く
、
す

べ
て

の
人

び
と
に
友
情

を
も

つ
こ
と
が
慈

で
あ

る
。
ま

た
[凹
惹

『后

倒
の
原

意

は
悲
し

い
気
持
を

と
も

に
す
る

こ
と

で
あ
り
、
従

っ
て
他
人

に
対
す

る
あ
わ
れ

み
、
同
情
を
意
味
す
る
。

〈悲

は

『
か
な
し

み
』
と
も
、
『あ

わ
れ
み
』

と
も
よ

む
V
③
天

台

で
は
、
慈

は
与
楽

の
意

で
父

の
愛

に
た
と
え
ら
れ
、
悲

は
抜
苦

で
母

の
愛

に
た
と
え
ら
れ
る
。
④

動
詞

と
し

て
、

い
つ
く
し
む
、

の
意
。
⑤

『唯
願
慈
悲
垂
哀
』

は
、
ど



う

そ
、

の
意
。
⑥
空
観

に
も

と
つ
く
慈
悲
を
最
高

の
も

の
と
考
え
、
三
縁

の
慈
悲
を
説
く
。

(33
)

瞑
患

と
は

「
①

い
か
り
。

い
か
り
憎
む

こ
と
。

自
分

の
心

に
た
が
う
も

の
を

い
か
り
う
ら
む

こ
と
。
腹

立

ち
。
憎
悪
。
瞑

に
同
じ
。
②
三
毒

の

一
つ
。
貧
欲

.
愚
擬

と
と

も

に
三
毒

と
い
わ
れ
、
身
心
を
熱
悩

せ
し
め
、
諸
悪
行
を

起
さ
せ
る
。
」

(34
)

縁
起
観

と
は

「
因
縁
観
。
十

二
縁
起

の
循
環
し
て
相
続

く
状
態
を

明
ら
か
に
観
じ

て
煩
悩
を
な
く
す

る
観
法
。
」

(因

み
に
縁
起
と
は

「①
因
縁
生

.
縁
生

.
因

縁
法

と
も

い
う
。
他

と

の
関
係

が
縁
と
な

っ
て
生
起
す

る

こ
と
。

(A

に
)
縁

っ
て

(B
が
)
起

る
こ
と
。
よ

っ
て
生
ず

る
こ
と

の
意

で
、
す

べ
て
の
現
象

は
無

数

の
原

因

(因
同
】

げ
Φ
ε
)
や
条
件

(縁
[凹
b
鎚
蔓
昌

簿
)

が
相
互

に
関

係
し

あ

っ
て
成

立
し
て

い
る
も

の
で
あ
り
、
独

立
自

存

の
も

の
で
は
な
く
、
諸

条
件
や
原
因

が
な

く
な

れ
ば
、
結
果

(果
[凹
9

巴
簿
)
も
お

の
ず

か
ら
な
く
な

る
と

い
う

こ
と
。

仏
教

の
基
本

的
教

説
。
現
象
的
存
在

が
相

互

に
依
存

し
あ

っ
て
生
じ

て

い
る
こ
と
。
理
論
的

に
は
、
恒
久
的
な

実
体
的
存
在

が

一
つ
と
し

て
あ
り
え
な

い
こ
と
を

示
し
、

実
践
的

に
は
、

こ
の
因
果
関
係
を
明
ら

か
に
し

、
原
因
や
条
件
を
取
り
除
く

こ
と
に
よ

っ
て
現
象
世
界

(苦
し

み

の
世
界
)

か
ら
解
放

さ
れ

る
こ
と
を
め
ざ
す
。
仏
教

で
は

縁
起

し
て
い
る
事
実

の
ほ
か
に
固
定
的
実
体
を

認

め
な

い
。
俗
な
表
現
に
よ
れ
ば
、
す

べ
て
の
も

の
が
相
対
す

る

も

の
で
、
互

い
に
引
き
合

い
押
し
合

い
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
成
立
し

て
い
る
こ
と
。
持
ち

つ
持

た
れ

つ
の
関
係
。
後
世

に
は
縁
起

の
観
念
を
分
け

て
、
業
感
縁
起

.
頼
耶
縁

起

・
真
如
縁
起

・
法
界
縁
起

の
四
種
を
立
て
る
よ
う

に
な

っ
た
。
②
華
厳
宗

で
は
、
機
縁
縁
起

の
意

に
解

す

る
。
機
と
は
、
は
ず

み
。
仏
教
修
行

と
い
う

ね
じ
を

か
け

る
こ

と

で
、
人
間

・
衆
生

の
こ
と
。
縁
起
と
は
人

の
素

質

の
よ

し
あ
し

に
応
じ
て
説
を
起

こ
す

こ
と
。
③
ゆ

か
り
。
も

の
の

つ
く
ら
れ
る
ゆ

か
り
。
由
緒
。
④

書

の

つ
く
ら
れ

た

次
第
。
⑤

寺
院

・
仏
像
な
ど

の
歴
史

・
由
来
、

ま
た
は
利

益
功
徳

の
伝
説
。
寺

の
草
創

の
由
来
書
。
寺

に
ま

つ
わ

る
利
益

の
物
語
を
述

べ
た
文
や
絵
よ
り
成

る
。
⑥
俗

に
物

忌

み
、
断
ち
物
な
ど
を
し
、
あ

る
い
は
事
を
な
す

に
当

た

っ
て
吉

凶
を
占
う

こ
と
。
」
)

D

(35
)

寂
滅
と
は

「
安
ら
か
な
る

こ
と
。
静
ま

っ
て

い
る

こ
と
。
静
寂
。
煩
悩

の
火
の
消
え

は
て
た
、
心

の
究

極

の
静
け
さ
。
身
心

一
切
の
活
動
を
や
め

て
平
静
な

る
こ
と
。
寂

ω

静

に
帰
し
て

一
切
の
相
を
離
れ

て
い
る

こ
と
。

ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ

の
こ
と
。
仏

の
境
地
。
さ
と
り
。
究
極

の
さ
と
り
。
さ
と
り

の
境
地
。
法
性
真
如

の
道
理
。
」

(36
)

④
)
『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

一
頁
上
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
八
九
頁
下

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
八
頁
～

一
五
九

頁

(37
)

夜
叉

と

「[凹
く
欝

招

回

旨

評
評
げ
鋤
の
音
写
。
薬
叉

・
夜
乞
叉
な

ど
と
も
音
写
。
捷
疾
鬼

・
勇
健
。
能

轍

な

ど
と
も
漢

訳
す

る
。
北
方

に
住

む
ク
ヴ

ェ
ー
ラ
神

〔毘
沙
門

天
と
同

一
視
さ
れ
る
〕

の
配
下
と
考
え
ら
れ
る
半
神
。

も

と
、
な

に
か
し
ら

の
神
聖
な
霊
的
存
在
、
超
自

然
的
存
在
を
意

味
し
て

い
た
ら
し

い
。
紀
元
前

の
ヤ

ッ
カ
の
彫
像

の
顔
面
は
端
麗
で
明
る
い
表
情

に
満
ち
て

い
て
、

少
し
も

怪
奇
異
様
な
す

が
た
や
恐
ろ
し

い
よ
う
す
を
示

し

て
い
な

い
。
仏
教

に
と
り
入
れ
ら
れ
、
八
部

衆

の

一
つ
と
さ
れ
、

毘
沙
門
天

の
春
属

と
し

て
北
方
を
守
護
す
る
と
考

え
ら
れ

た
。
ま

た
羅
刹
と
と
も

に
、
八
部
鬼
衆

の

一
つ
と
さ
れ
、
人
を
傷
害
し

て
食
ら
う
悪
鬼
と
さ
れ
る
。
人
食

い
鬼
。

暴
悪
な
鬼

神
。
し
か
し
他
方

で
は
、
む
し
ろ
入
に
恩
恵

を
与

え
る
例
も
叙
事
詩
な

ど
に
見

い
だ
さ
れ
る
。

た
と
え
ば

『
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』

に
お

い
て
は
、

一
ヤ
ク

シ
ャ
が

自
殺

し
よ
う

と
す

る
シ
カ

ン
デ

ィ
ン
を
助
け
る
話

な
ど
が
あ

る
。
夜
叉
は
悪

人
を
食
う

が
善
人
を
食

べ
ず

、
む
し
ろ
善

人
を
守
護
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。
」

(38
)

羅
刹

と
は

「[凹
蜀
婿

霧
β。
の
音
写
。
悪
鬼

の

一
種
。
通

力
に
よ
り
人
を
魅
し
、
ま
た
食
う

と

い
う
。
恐

ろ
し

い
鬼
。
悪
鬼

類
。
後

に
は
、
仏

教

の
守
護
神

と
な

る
。
羅

刹
天
は
十
二
天

の

一
つ
。
神
王
形

で
甲
冑
を
着
け
、

刀
を
持

っ
て
白
獅
子
に
乗

る
。
」

(39
)

果
証

と
は

「
果
報
と
し

て
の
さ

と
り
。
原
因
と
し
て

の
修
行

に
よ

っ
て
得

た
結
果
と
し
て
の
さ
と
り
。
」

(40
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
上

段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

一
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

巻

六
八
九
頁
下

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

段

～
六
七
〇
頁

上
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
五
九
頁

(41
)

緊

那
羅

と
は

「[凹
匹
ぢ
墨

冨

の
音
写
。
①
美
妙
な
音
声

を
も
ち
、
よ
く
歌
舞

を
な
す
天

の
楽
神
。
古
代

イ

ン
ド

で
神
話

に
お
け

る
鬼

霊

(半
神
)

の

一
群

で
、
ガ

ン
ダ

ル
ヴ
ァ
の
ご
と
く
、
音
楽
を
も

っ
て
ク
ベ
ー
ラ
神

に
仕
え

る
。
歌
神
。
天

の
楽

師
。
音
楽

に
巧

み
で
あ
り
、

ヒ

マ
ー
ラ
ヤ
山
中

に
住

む
。
②

人
と
も
人

で
な

い
と
も

い
え
な

い
も

の

(人
非

人
)。

人

で
あ

る
と
も
人

で
な

い
と
も

い
え

な

い
天

の
楽

人
。
緊

那
羅

は
通
俗
語

源
解
釈

に

よ
り

「人
間

か
し
ら
」
と

い
う
疑
問

の
意

に
解

せ
ら

れ
た
。

こ

の
語
源

に
て

≧

げ
「o
o
算

芝

①
げ
臼

は
、
イ

ン
ド
宮
廷
に
使

わ
れ

て

い
た
ギ
リ

シ
ア
婦
人

の
悲

し
げ
な
声

(匹
昌
旨
o
)

に
由
来
す

る
と
推
定
し

た
が
、
ま

だ

一
般

に
は
承
認
さ

れ

て
い
な

い
。
③
後

に
仏
教

で
は
天
龍
入
部
衆

の
ひ
と

つ
と
さ
れ
た
。
」

(42
)

春
属

と
は

「①
春

顧
隷
属

の
意
。

と
り
ま
き

の
者

の
意

。
親
し

い
随
伴
者

を

い
う
。
付
属

の
者
。
随
従

隷
属
す
る
者
。
従
者
。
随
行
者
。
伴
。
②
な
か
ま
。
③
仏

・
菩
薩

に

つ
き
従
う
も

の
。
仏

の
従
者

・
弟
子
な
ど
。
仏

・
菩
薩

の
脇
侍
、
従
属
す

る
諸
尊
。

た
だ
し
三
尊
仏
は

い
わ
な

い
。
薬
師
仏

の
十
二
神
将

・
不
動
明
王

の
八
大
童
子

.
千

手
観
音

の
二
十

八
部
衆

の
類
。
④

一
族

の
者
。
配
下

の
者

。
親

し
み
従
う
者

の
意

で
、

一
族
郎
党
。
⑤

こ

の
こ
と
ば
が
神
道

に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、
主
要
な
神

に
従
属
す
る

神

々
、
ま

た
は
使
者

を

い
う
。
神

の

一
族
。
⑥
身
内

の
者

。
親
族
。

自
分
に

つ
き
従
う
者
。
妻
子

・
奴
隷

・
従
者

な
ど
。
王

の
王
妃

た
ち

と
親
友

た
ち
。

(43
)

乾
闊
婆
と

は

「回

ひq
き

鼻

費
く
鋤
の
音
写
。
ガ

ン
ダ

ル
ヴ

ァ
は
イ

ン
ド
神
話
上

の
妖
精

の
名
。
天
界

に
住

み
、
神

々
の
飲

料

で
あ

る
ソ
ー

マ
酒
を
守

護
す

る
も

の
と
考
え

ら
れ

た
。
仏
教

に
と
り
入
れ
ら
れ

て
、
天
龍
入
部
衆

の

一
つ
。
緊

那
羅

と
と
も

に
帝
釈

天
に
仕
え
て
音
楽

を
奏
す

る
。
」

(44
)

実
相
と
は

「①
す

べ
て
の
も

の
の
真
実

の
あ
り

の
ま
ま

の
す

が
た
。
真
実

の
本
性
。
真
理
。
ほ
ん
と
う

の
す
が
た
。
そ
れ

は
平
等

の
実
在
、
常
住
不
変

の
理
法

で
あ
る
と

い
、先

相
は
特
質

の
意
。
②
真
実

だ
と

い
う
思

い
。
真
実

の
観
念
。

幻

(45
)

浬
葉
と
は

「①

お
そ
ら
く
俗
語

の

三
げ
び
軸
コ
の
音
写
。

迷

い
の
火
を
吹
き
消

し
た
状
態
。

ニ
ル
ヴ

ァ
ー

ナ

([凹
巳
「<
鋤
日

)。

『金

光
明
最
勝
王

経
』
に
は
、
そ
れ
に
十

の

ω

意
義

が
あ
る

と
す

る
。
②

ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ
に
入

る

(動
詞
)
。
③
無
為

に
同

じ
。
」

(46
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
上
段

～
中
段

⑧

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

一
頁
上
段

～
中
段

◎

『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
〇
頁
上
段

～
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

]
五
九
頁

～

一
六
〇
頁

(但
し
、
④

で
は

「其

口
」
、
⑬

と
◎

で
は

「
其
面
門
」
、
⑪

で
は

「
口
」

と
若
干
表
現
が

異
な
る
。
)

(47
)

転
輪
聖
王

と
は

「統
治

の
輪
を
転
ず

る
聖
王

の
意
。
イ

ン
ド
神
話

に
お

い
て
世
界
を
統

一
支
配
す

る
帝

王

の
理
想
像
。
世
界

の
政
治
的
支
配
者
。
転
輪
王
と
も
輪
王
と
も

い
う

。
全
世
界

の
皇
帝
。
武
力
を
用

い
ず
、

た
だ
正
義

の

み
に
よ

っ
て
全
世
界
を
統
治
す
る
理
想
的
帝
王

。
ジ

ャ
イ
ナ
教
徒
や

ヒ
ン
ズ
ー
教
徒

の
間

で
も
考

え
ら
れ
て

い
た

し
、
ま
た
古
典
文

の
中

に
も
出
て
く
る
が
、
仏
教

で
は
特

に
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
仏
教

で
は
三
十

二
相

と
七
宝
を
具
え
、
武
力

・
刀
剣

に
よ
ら
ず

、
正
義

に
よ

っ
て
征
服

し
、
支
配
す

る
と

い
わ
れ

る
。

こ
れ
に
は
金
輪

・
銀
輪

・
銅
輪

・
鉄
輪

の
四
王

が
あ
る
。

一
説

に
よ

る
と

、
人
間

の
寿
命

が
二
万
歳
に
達

し
た
時

に
、
ま
ず
鉄
輪
王
が
出
現

し
て
、

一
天
下

の
王
と
な
り
、
八
万
歳

に
達
し
た
時

に
金

輪
王

が
出

て
四
天
下

に
君
臨
し
、
四
方
を
順
化
す

る
と

い
う
。
そ

の
輪
と
は
輪
宝

〔
こ
れ
ら

の
王

が
感
得

し
た
神

聖
な
車

輪
〕

が
王
を
先

導
し

て
、

一
切
の
障
害
を
破
砕
、

降
伏
す
る
力

の
あ
る
も

の
で
あ

る
。
」

(48
)

七
宝

と

は

「回

銘
冥
年
轟
冨
轟

国

ω
①
詳
甲
轟
$
墨

①

七

つ
の
宝
。
七

種

の
宝

石
。
経
論

に
よ

り
異

説

が
あ

る
。

i

金

(回

ω¢
<
舘
窟

)
・
銀

([凹
「暑

醤

)
.
瑠
璃

(回

く
巴
&

Q

⇔
)
・
頗

黎

([凹
ω
O
ゴ
藷
障
9

水

晶
)
・
碑
礫

([凹
ヨ
ロ
ω
胃
鋤
σq
巴
く
鋤
)
・
赤

珠

(同
=
〇
三
梓甲
ヨ
ニ
ζ
凶冨

珊

瑚
)
.
璃

璃

(回

器
ヨ
"
ひq
舘
σ
ゴ
鋤
)

の

こ

と
。

・u

珊
瑚

∴
號
珀

・
如
意

珠

・
甑
叔
迦

(回

匠
冨

二
冨

)
・
釈

迦
毘

陵
迦

(回

鐙
閃
轟

凶
σ
三
冨
伽q
轟

)
・
摩

羅
迦

陀

(同
]日
碧
9
犀
卑
9
)
・
金

剛

の

こ
と
。

川m

金

・
銀

・
珊
瑚

・



真
珠

・
碑
礫

・
明
月
珠

・
摩
尼
珠

の
こ
と
。

短

金

・
銀

・
琉
璃

・
珊
瑚

・
號
珀

・
碑
繰

・
瑞
璃

の
こ
と
。

v

金

・
銀

・
璃
璃

.
真
珠

.
政
魂

の
こ
と
。
.珊

金

.
銀

.

毘
琉
璃

・
頗
梨

・
碑
礫

・
瑞
璃

・
赤
真
珠

の
こ
と
。

頑

転
輪
聖
王

が
具
え

て
い
る
と

い
う
七
種

の
宝
。
金

輪
宝

・
白
象

宝

・
紺
馬
宝

・
神
珠
宝

.
王
女
宝

.
主
蔵
臣

.
、王

兵
臣
。
②
七
聖
財

・
七
財
に
同
じ
。

(49
)

四
兵

と
は

「
古
代

イ

ン
ド
に
お
け

る
四
種

の
軍
隊
。
象

兵

・
馬
兵

〔騎
丘
ハ〕
・
車
兵

〔戦
車
兵
〕
.
歩
兵
を

い
う
。
」

(50
)

眞
諦

と
は

「①

真
理
。

真
実
。
②
真
実

の
。
③

さ
と
り

に
関
す

る
真
理
。
④

現
実
生
活
に
お
け
る
事
実
を

あ
り

の
ま
ま
に
告

げ
る
こ
と
。
⑤
究
極
的
立
場

。
究
極

の
真
実
。

最
上

の
真
理
。
第

一
義
諦
。

一
般

に
世
間

で
う

け
と
ら
れ

て

い
る
真
実

(俗
諦
)

に
対
す

る
。
⑥
空

の
真
実

。
実
相
は
空

な
り
と
説

く
立
場
。
」

(51
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
中
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
+
巻

三
四

一
頁
中
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

=

ハ
○
頁
～

一
六

一

頁

(何
故

か
最
も
詳
細
に
論
じ
て

い
る
に
は
こ
の

「
雨
目

」

か
ら

の
記
述

が
無

い
。
)

(
52
)

④

『大
正
新

脩
大
藏

経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
中
段

③

『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

一
頁
中
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
〇
頁
中

段

～
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
六

一
頁

(④

で
は

「
其
眉
間
」
、
⑧

と
◎

で
は

「
其
眉
間
白

毫
相
中

」、
⑪

で
は

「眉
間

の
白
毫
」
と
若
干
表

現
が
異
な
る
。
)

(53
)

帝
釈

と
は

「
イ

ン
ド
ラ

([凹
ぎ
費
鋤
)
神
。

ヴ

ェ
ー
ダ

神
話

に
お
け
る
最
も
有
力
な
神

で
あ

っ
た
が
、
後
、
仏
教

に
と
り
入
れ
ら
れ
て
梵
天

と
と
も

に
仏

法
を
守
護
す

る

神

と
さ
れ
た
。
か
れ

の
名

は
俗
語

で

ω
磐

冨

と
よ
ば
れ
る

の
で

「
釈
」
と
音
写
さ
れ
、

ま
た
神

々
の
帝
王

と

み
な
さ
れ
る
の
で
、

「帝
」

と
い
う
。
仏
教
神
話

に
お
い
て
は
、

切
利
天

の
主

で
、
須
弥
山
頂

の
喜
見
城

に
住
む
。L

(
54
)

④

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
中
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

一
頁
中

段
～
下
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九

鋤

○
頁
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
六

一
頁

ω

(55
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
中

段

～
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

三
四

一
頁
下

段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

六
九

〇
頁
下
段

～
六
九

一
頁
中

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

上

一
六

一
頁

～

一
六
五
頁

(56
)

檀
波
羅
蜜
と
は

「回

血
91
轟

も
鋤
惹
自

鼠

の
音
写
。

ま
た
檀

那
波
羅
蜜
多
と
も

い
う

。
布
施

(
ほ
ど
こ
し

)

の
完

成
。
布
施
を
完
全
な
も

の
に
す
る

こ
と
。」

(57
)

五
欲

と
は

「
①
五

つ
の
欲

(回

冨

ヨ
鋤
)

の
意
。
五
官

の
食
り
。
五
官

の
欲

望
。
五
官

の
悦
楽
。
眼

・
耳

・
鼻

・
舌

.
身

の
五
官

に
よ

る
色

.
声

.
香

.
味

.
所
触
と

い

う
五
種

の
感
覚
対
象

に
対
す

る
感
官
的
欲
望
。
五
境

(五

つ
の
対
象
)

に
執
着
し
て
起

こ
す
五
種

の
情
欲

の

こ
と
。
色

.
声

・
香

・
味

.
所
触

の
五
境
を
享
楽
す

る
こ
と
。

愛
欲

の
こ
と
。
総

じ

て
世
俗
的

な
人
間

の
欲
望
。
②

欲
望

の
対
象

と
な
る
色

・
声

・
香

・
味

・
触

の
五
種
。
色

(回

「51
B

)
・
声

(回

鐙
げ
α
9。
)
.
香

(回

αq
き

穿

鋤
)
.
味

([凹
♂
鈴
)
・
触

(回

ω
震
窃
冨
く
旨

触
れ
ら
れ
る
も

の
)

の
五
境

の
こ
と
。
五

つ
の
感
覚
機
官

(五
根
)

の
対
象

と
な
る
色

.
声

.
香

.
味

.
触

(五
境

)
は
人
の
欲
望

を

ひ
き
起

こ
す
原
因
と
な
る

の
で
、

五
境
を
五
欲
と

い
う

。
色

・
声

・
香

・
味

・
所
触

の
五
種

の
対
象
を
享

楽
す

る
こ
と
。
し

ば
し

ば
妙
欲
と
漢
訳
す

る
。

(58
)

忍
辱

と
は

「
耐
え
忍

ぶ
こ
と
。

忍
耐
。
苦
難

に
耐
え
る

こ
と
。
忍

び
こ
ら
え

る
こ
と
。
侮
辱
や
迫
害

に
対

し
て
忍
び
耐
え

て
、
心
を
安
ら
か
に
落

ち
着
け

、
瞑
志

の
念
を

起
さ
な

い
こ
と
。
六
度

の

一
つ
。
②
雪

山
に
あ
る
草

の
名

。
」

(59
)

輝
波
羅
蜜
と
は

「[凹
α
ξ

習

鋤
も
鋤
轟
ヨ
津
鋤
の
音
写
。
心

統

一
の
完
成
。
静
慮
波
羅
蜜

に
同
じ
。
」

(60
)

般
若
波
羅
蜜
と
は

「①

智
慧

の
完
成

の
意
。
完
全

な
智

慧
。
最
高

の
智
慧

の
完
成
。
智
慧
を
完
全

な
も

の

に
す

る
こ
と
。
卓
越
し

た
知
性

の
至
高

の
境
地
。

智
慧
行
。

人

間

が
真
実

の
生
命

に
目
覚
め
た
時

に
現
わ
れ

る
根
源
的

な
叡
智
。
六
波
羅
蜜

の

一
つ
。
②
十
波
羅
蜜

の

一
つ
。
般
若

に
よ

っ
て
人

び
と
に
正
し

い
教

え
を
授
け
、
人
び
と
を

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

解
脱

せ
し
め
る
。
③
初
期
大
乗
仏
教

の
時
代

に
成
立
し

た
経
典

の
名
。
L

(61
)

陀
羅
尼

と
は

「仏

の
教
え

の
精
要

で
、
神
秘
的
な
力
を

も

つ
と
信
ぜ
ら
れ

る
呪
文
。
比
較
的
長
句

の
呪
を

い
う
。
総
持
な

ど
と
も
漢
訳
さ
れ
、
法
を
心

に
と
ど
め
て
忘
れ

な

い
こ
と
、
す
ぐ

れ
た
記
憶
力

と
い
う
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
ま
た
多
く

の
善
を
た
も

つ
と

い
う
意

味
に
も
解

せ
ら
れ
る
。
」

(62
)

薩
婆
若

と
は

「国

ωβ。げ
び
鋤
ま
q
回

・゚
霞
く
ε

冨

の
音
写
。

一
切
智
と
漢
訳
す
る
。
す

べ
て
を
知
る
人
。

一
切
智
者
。
全
智
者
。
仏

の
こ
と
」

(63
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
六
頁
下
段

～
六
九
七
頁
上
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

三
四

一
頁
下
段

⊥

二
四
二
頁
上
段

◎

『大

正
新
脩

大
藏

経
』

第
十
巻

六
九

一
頁
下
段

～
六
九
二
頁
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
上

一
六
五
百
ハ～

一
六
入
頁

(④

と
⑧

で
は

「
其
頂
上
」
◎

で
は

「其

頂
上
肉
髪
之

間
」
、
⑪

で
は

「
頭
頂

の
肉
髪

の
間
」

と
若
干
表
現

が
異
な

る
。
)

(
64
)

灌

頂
と
は
、

「
頭
に
水
を
灌
ぎ

か
け

る
こ
と
。
①
も
と
イ

ン
ド

の
国

王
の
即
位
や
立
太
子

の
時
行
な

っ
た

儀
式
。
四
大
海

の
水
を
も

っ
て
頂
に
そ
そ
ぎ
、
祝
意

を
表

わ
し

た
。
②
大
乗
仏
教

で
は
、
こ
れ
を
菩
薩

が
最
終

の
地
位

(
第
十
地
)
に
入
る
と
き
、
諸
佛

が
智
水
を
そ

の
頂

に
そ
そ
ぎ
、
法

王

の
職
を
受
け
る
こ
と
を
証
す

る
と

い
う
趣
意

を
寓

し
た
。
③
密
教

で
は
重
要
な
作
法

と
さ
れ
、
代
表
的

な
儀
式

で
あ
る
。
仏

の
位

に
の
ぼ
る
た
め

の
密

教

の
儀
式
。
如
来

の
五
智
を
象
徴
す

る
水
を
、
弟

子

の
頂
に
そ
そ

ぐ
作
法

に
よ

っ
て
、
仏

の
位
を
継
承
さ

せ
る

こ
と
を
示
し

、
現
在

で
も
重
要
な
宗
教
儀
式
と
し

て
行
な
わ
れ

て
い
る
。
実
際

に
は
漉
水
杖
と

い
う
棒

の
先

を
水

に
ひ
た
し
て
、

灌
頂
を
う
け

る
人
の
頭
頂
に
軽
く
あ

て
る
。
密
教

で
は
灌

頂

に
種

々
の
分
類

と
作
法

が
あ
る

が
、
修
行
を
積

ん
だ
僧

で
、
人

の
師

・
阿
閣
梨
位
を
得
よ
う

と
す

る
者

に
対

し

て
大

日
如
来

の
秘
法
を
授
け

る
た
め
、
特
定

の
作
法

で
灌

頂
壇

で
行
な
う
伝
法
灌
頂

(ま

た
は
阿
閣
梨

・
受

職
灌
頂
)
と
、
密
教
を
学

ん
で
弟
子
と
な
ろ
う

と
す

る
人

の
た

め
に
行

な
う
弟

子
灌
頂
、
さ
ら

に
多
く

の
人
び
と

に
仏
縁

を
結
ば
せ
る
た
め
壇

に
入
ら
せ
、
簡
単
な
作
法
を

授
け
る
結

縁
灌

頂
な
ど
が
あ
る
。
天
台
宗

で
は
そ

の
他

に
蘇
悉

の

地
灌

頂
を
行
な
う
。
ま
た
摩
頂

・
授
記

・
放
光

の
広
義

の
三
種
灌
頂
や
、
成
就

・
除
難

・
息
災

・
増
益

・
降

伏
な
ど
、
そ

の
目
的

か
ら

の
名
称
を
加
え
た
四
種

.
五
種
な
ど

ω

の
数

え
方

や
、
伝
法
灌
頂

の
方
法

に
能
力

の
乏
し

い
弟
子

の
た
め
に
師
が
慈
心
を
も

っ
て
諸
作
業
を
略
し
た

印
法
灌
頂
、
特
定

の
道
場

で
行
な
う
作
業
灌

頂
、
師

と
弟

子
が

互

い
の
心
中

で
行
な
う
以
心

・
喩
祇
灌
頂
な

ど
の
別
が
あ

る
。
灌
頂
を
行
な
う
室
を
灌
室
と

い
い
、
灌
頂
中

に
、
災
障

を
除
く
た
め
に
灌
頂
護
摩
を
行
な
う
。

真
言
宗

や
天

台
真
盛
宗

の
受
戒

に
は
灌
頂
を
行
な
う

か
ら
授
戒
灌
頂
と

い
う

。
水
中

の
魚
類
な
ど
を
利
益
す
る
た
め

に
、

灌
頂

の
と
き

の
荘
厳

に
用

い
る
灌
頂
幡
や
塔
婆

を
川
や
海

に
流

す
行
事

を
流
灌
頂

と
い
い
、

日
本

で
は
中
世

か
ら
盛
行
し

た
。
」

(
65
)

十
住
と

は

「菩
薩

の
修
行
す

べ
き
五
十

二

の
段
階

の
う

ち
、
第

十

一
位
か
ら
第
二
十
位
ま

で
を
さ
す
。

心

を
真

実

の
空

理

に
安

住
す
る
と

こ
ろ
。

〔初
発

心
住

.
治

地

住

・
修
行
住

・
生
貴
住

・
方
便
具
足
住

・
正
心
住

・
不
退

住

・
童

真
住

・
法
王
子
住

・
灌
頂
住
を

い
う

。
〕
」

(
66
)

生

貴

(住
)

と
は

「
菩
薩

の
階
位

で
あ
る
十
住

の
第
四

。
」

(
67
)

長
養

と
は

「①
増
大
さ
せ
る
こ
と
。
②

成
長
増
大
す

る

こ
と
。
③

仏
道
修
行
を
長
く
助
け

る
こ
と
。
④

ま

た
は
養
。
修
行
を
全
う
す

る
た
め
に
自
分

の
身
体

を
愛

護
し
て
、

長
く
養
う

こ
と
。
心
身
を
養

い
育

て
る

こ
と
。
心
身
を
生

長
さ

せ
、
養
う

こ
と
。
」

(
68
)

信
行

と
は

「教
え
を
信
じ
て
行
ず
る

こ
と
を

い
う

。
他

人
か
ら
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
信
ず

る
こ
と
。
随
信

行

の
こ
と
。
法

行

.
随
法
行

に
対
す
る
。
」

(
69
)

色

界
と
は

「①
清
ち
か
な
物
質
か
ら
成
り
立

つ
世
界
。

欲
界

の
上
に
あ

る
天
界

で
、
欲
界

の
よ

ご
れ
を
離

れ
、
物
質
的
な
も

の
が
す

べ
て
清
浄

で
あ
る
世
界
。
物

質
的
世

界

の
う

ち
で
、

こ
と
に
本
能
的
欲
望
が
盛
ん

で
は
な

い
と

こ
ろ
を
単
に
色
界

と
よ

ぶ
。
欲
望

は
断
じ
た

が
肉

体
を
存
す
る
者

の
世
界
。
清
ら
か
な
物
質

の
世
界
。

こ
の
界

の

衆
生

は
も
ろ
も
ろ

の
欲
望
を
離
れ

て
男
女

の
別
な
く
光
明

を
食
と
し
、
言
語

と
す
る
。
欲
界

の
上

に
あ

る
天

界
。
初
禅

・
第

二
禅

・
第
三
禅

.
第
四
禅

の
四
天
に
分
か
れ
、



ま
た
十
七

天
に
分
か
れ
る
。

三
界

の

一
つ
。
②

眼
の
対
象

と
し
て

の
色
と
形
。
十
入
界

の

一
つ
。
眼
根

の
対
境
。L

(
70
)

大
梵
天
と
は

「①

色
界

十
七

天

の

一
つ
で
、
初
禅

天

の
第
三
。
大
梵

天
王

の
住

処
。
②
色

界

の
第

一
の
静
慮

処

に
い
る
天
。
③
大
梵

天

の
主
。

シ
キ

ン

(回

ω
貯
ぼ
コ

　
棄
)

と

い
い
、

頂
髪

と
漢

訳
す

る
。
娑
婆
世

界
の
主

と
な
り
、
深
く
仏
法

に
帰

依
し
て
、
仏

が
世

に
出

る

ご
と

に
必
ず
最
初

に
来
て
説
法
を
請

い
、
ま

た
白
払
を
持

っ
て
、

常

に
帝
釈
天
と
と
も
に
仏

の
左
右

に
侍
す

と

い
う
。
大
梵

天
王
に
同

じ
。
」

(71
)

大
自
在
天
と
は

「[凹
ζ
魯

①
伽く
費
鋤

(摩

醗
首
婆
羅

と
音
写
)

の
こ
と
で
、
世
界

の
主
宰
者
。
主

と
し

て
シ
ヴ

ァ

(回

曾
く
餌
)
神
を
さ
し

て

い
う
。
自

在
天
外
道

の
主

神
。
色
界

の
諸
天

の
最

頂
な
る
色
究
尭

天
に
住
す

る
。
密

教

で
は

こ
れ
を
大
日
如
来

の
応
現
と
も
し

て
い
る
。」

(
72
)

魔

天
王
と
は

「魔

王
。

マ
ー
ラ
。
[凹
ζ
鋤
轟
。
」

(
73
)

化
楽

天
と
は

「
自
ら
妙
楽

の
境
地

を

つ
く
り
出

し
て
楽

し
む
神

々
。
六
欲
天

(欲

界
六
天
)

の
第
五
。

こ
こ
に
生

ま
れ
た
者
は
、
自
ら
環
境
を

つ
く
り
出
し

て
娯
楽
し
、

八
千
歳

の
壽
を
た
も

つ
と

い
う
。
楽
変
化

天
に
同

じ
。
」

(74
)

兜
率

天
と
は

「[凹
↓
湯
凶富

の
音
写
。
欲
界

の
六
天

の
う

ち
の
第
四
天
。
通
俗
語
源
解
釈
に
よ
り

「
満
足

せ
る
し

の
意

に
解
し
、
妙
足
と
漢
訳
さ

れ
る

が
、
語
源

は
不

明

で
あ

る
。

こ
の
天

の
内
院

は
、

将
来
、
仏

と
な

る
べ
き
菩

薩

の
住
処

と
さ
れ
、
釈
尊
も

か

つ
て
こ
こ
で
修

行
し
、
現
在
、
弥
勒
菩
薩

が
こ
こ
で
説
法

し
て

い
る
と
説
か
れ
る
。

そ

こ
の
天
人

の
寿

命
は
四
千
年
、

そ

の

一
昼
夜

が
人
間
界

の
四
百
年

に
当
た
る
と

い
う
。
」

(
75
)

夜
魔

天
と
は

「①

六
欲
天

の
第
三
。
時

分
を
知

り
、
五

欲

の
楽
を
受
け
る
。
そ

の

一
昼
夜
は
人
間
界

の
二
百
年
に
相
当
し
、
二
千
歳

の
壽

を
た
も

つ
と

い
う

。

〔「
観
無

量

壽

経
」

に

「
如
夜
摩

天
{昌

有

五
百
億
微
妙
宝
珠
、
以
為

映
飾
」
と
あ

っ
て
、
ヤ
ー

マ
天
だ
け
を
と
り
出

し
て

い
る

の
は
、
古
来

の
神

々
の
上

に
叙
事
詩

の
ヤ
ー

マ
神
が
現

の

れ
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
②
夜

摩

天
の
住

処
。

六
欲

天

の
第
三

の
領
域
。
③
[凹
ω
ξ

。゚
ヨ
鋤
の
音

写
、

須
夜
摩

・
蘇
夜
摩

の
略

で
、
時
分

・
善
分

と
漢

訳
す

る
、
と

ω

解
す

る
解
釈
も
あ

る
。

し
か
し

ス
ヤ
ー

マ
は
夜
摩

天
の
子

と
解
す

る
こ
と
も
あ
る
。
〕

(76
)

帝

繹
天
と
は

「
梵
天
と
と
も

に
仏
法

の
守
護
神
。
」

(77
)

修
羅

と
は

「①

阿
修

羅

(同
ず
ω¢
轟

の
音
写
)

の
略
。
②
回

宥
鼠

の
音
写
。
酒

の

一
種
。
蘇
羅

に
同
じ

。
」

(78
)

迦
縷
羅

と
は

「[凹
σq
費
&

①
の
音
写
。
金

翅
鳥

・
妙

翅
鳥

・
頂
痩
鳥

・
食
吐
悲
苦
声

と
漢
訳
す
る
。
イ

ン
ド
神
話
上

の
架
空

の
大
鳥
。
理
想
化

さ
れ

た
霊

鳥
。
四

天
下

の

大
樹

に
お
り
、
龍

を
常
食

と
し
、
両

羽
翼

を
広
げ

る
と
三

百
三
十
六
万
里
あ
る
と

い
う
。

そ
の
羽
は
金

色

で
あ

る
。
大
乗
経
典

で
は
天
龍
八
部
衆

の

一
つ
と
さ
れ
、
密
教

で

は
梵

天

・
大
自
在
天
が
衆
生

を
救

う

た
め

に
こ
の
鳥

の
す

が
た
を
か
り
て
あ

ら
わ
れ
る

と
い
う
。
ま

た
文

殊

の
化
身
と
も

い
う
。
胎
蔵
界
曼
茶
羅
外

金
剛

部
院

に
あ
る
。

〔
こ
の
鳥

の
概
念
は
南

ア
ジ
ア
諸
国

一
般

に
広

が
り
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
航
空

の
名
称

は

「
ガ
ル
ダ
」
で
あ

る
。
〕
」

(79
)

摩

喉
羅
伽
と
は

「回

ヨ
鋤
げ
o
轟
轡q
四
の
音
写
。

大
腹

・
質

朴

・
非
人

・
大
胸
腹
行

と
漢

訳
す

る
。
大

い
な

る
は
ら
ば
う
も

の
、
大
う

わ
ば
み
、

の
意
。

天
龍

入
部
衆

の

一

つ
。
蛇
神
。
」

(80
)

閻
羅
王

と
は

「
閻
魔

王

・
閻
羅
王

と
も
書
く
。
仏
典

で
は
閻
魔

と
書
く
ほ
う

が
多

か

っ
た
が
、
シ
ナ

・
日
本

で
は

一
般

に
閻
魔

と
書
く
。

死
後

の
世
界

の
支
配
者

で
、
亡

者

を
裁
く
者
。
死
者

の
罪
を
裁

く
者
。
死
者

の
罪
を
裁
く

地
獄

の
主
。
冥
界

の
王
。
も

と
イ

ン
ド

の
バ
ラ

モ

ン
か
ら
入

っ
て
き
た
も

の
で
、
ま

た
餓
鬼
界

の
、王
、

地
蔵
菩
薩

の
化
身
な
ど
と
考

え
ら
れ
、
種

々
の
説

が
あ

る
。

シ
ナ

・
日
本

で
は
裁
判
官

で
あ

る
十
王

の

一
人
と
し
て

シ
ナ

の
風
俗
や
道

教

の
影
響
を
受
け

て
い
る
。
密
教

で
は
焔
摩

天

と

い
い
、
形
容
は
異
な

る
。
」

『
華

厳

経

』

と

教

育

(三

)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

(81
)

無
量
無
作

と
は

「①

は
た
ら
き

の
な

い
こ
と
。
②
人
為

的

に

つ
く
ら
れ
な

い
こ
と
。
③
作

為

の
な

い
こ
と

。
無
為
。
④
無
効
。
⑤
特
質

を
異
に
す

る

こ
と
。
不

一
致
。
⑥

願

い
求
め
る
思

い
も
な

い
。
⑦

つ
く
り
出
す

こ
と
が
な

い
。
⑧
自
然

の
ま
ま

に
あ
る
も

の
。
」

(82
)

正
意
と
は

「①
意

に
邪
念

の
な

い
こ
と
を

い
う
。
②

仏

の
正
し
き
本
意
」

(83
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
七
頁
上
段

～
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
二
頁
中
段

◎

『
大
正
新
脩

大
藏

経
』

第

十
巻

六
九

二
頁
下
段
～
六
九
三
頁
上
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

一
七
〇
頁

～

一
七

一
頁

(84
)

楚
毒
と
は

「苦

し
み
。
苦
痛
。
」

(
85
)

有
為
と
は

「①

つ
く
ら
れ

た
も

の
の
意
。

因
と
縁
と

の
和
合

に
よ

っ
て

つ
く
り

だ
さ
れ
た

〔為
作

・
造
作

・
有
作

の
〕
諸
現
象

を

い
う
。

因
縁
に
よ

っ
て

つ
く
ら
れ
た
生

滅
変
化
す
る
も

の
。

つ
く
ら
れ
た
も

の
。
直
接
原
因
、
間

接
原
因

に
よ

っ
て
成
立
し

た
事
物
。
無
為

の
対
。

②
無
常

で
変
遷
す
る
も

の
。

生
じ
滅
し
て

い
く
あ
り
方
を

い
う
。

す
な
わ
ち
、
因
果
関
係

に
お

い
て
生
滅
す
る
諸
現
象

の
す

が
た
。

こ
の
因
果
関
係
を
離
れ
た
も

の
を
無
為

と

い
う
。
七
十
五
法

の
う

ち
三
無

為
を
除
き
、
百
法

の
う

ち
六
無

為
を
除

い
た
他

の
諸
法

の
こ
と
。
無
為

の
対
。
③
仮

の
も

の
。
④
唯
識
説

で
は
虚
妄
分
別

に
同
じ
。
⑤
煩
悩

。
⑥
因
縁
に
よ

っ
て
生
じ
、
ま
た
は
滅
す

る

こ
と
。
⑦
生
命
を

成
立

せ
し
め

て

い
る
力
、
ま

た
は
生
命
体
。

可
視
的
世
界

の
す

べ
て
を
さ
す

こ
と
も
あ
る
。
」

(
86
)

三
界
と
は

「①
仏
教

の
世
界
観

で
、
衆
生
が
往
来
し
、

止
住
す

る
三

つ
の
世
界

の
意
。
三

つ
の
迷

い
の
世

界
。
衆
生

が
生
ま
れ

て
死

に
輪
廻
す

る
領

域
と
し

て
の
三

つ
の

世
界
。
す
な
わ

ち
、
欲
界

・
色
界

・
無

色
界

の
三

つ
。
生

き
も

の
が
住

む
世
界
全
体

の
こ
と
。
生
死
流
転
す

る
迷

い
の
世
界
を
三
段
階

に
分
け
た
も

の
。
わ
れ
わ
れ
の
世
界

は
、
欲
界

・
色
界

・
無
色
界

か
ら
成
る
。
i

欲
界

は
、

最
も
下
に
あ
り
、
婬
欲

.
食
欲

の
二

つ
の
欲
を
有

す
る
生
き
も

の
の
住
む
所

で
あ
る
。
欲

の
盛
ん
な
世
界
。

こ
の

の

中

に
は
地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生

・
修
羅

・
人

・
天

の
六
趣

(
ま
た
は
六
道
)

が
あ
り
、
欲
界

の
天

(神

々
)
を

六
欲
天
と

い
う
。
h

色
界
は
、
欲
界

の
上

に
あ
り
、
婬
欲

と

ω

食
欲

と
を
離
れ

た
生
き
も

の
の
住
む
所

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
絶
妙

な
物
質

(色
)
よ
り
成

る
の
で
色

界
と

い
う
。
欲
を
離
れ

た
清
ら
か
な
世
界
。
四
禅

天
よ
り
成

り
、

こ
れ

を
分
け

る
と
十
七

天
と
な
る
。
血

無

色
界
は
、
最
上

の
領
域
で
、
物
質
を
超
え

た
世
界

で
あ
る
。
精
神

の
み
が
存
在
す

る
。
高
度

の
精
神
的
な
世
界
。
物
質
を
厭

い
離
れ

て
、
四
無
色
定
を
修

め
た
者

が
生
ま
れ
る
所
で
あ

る
。
そ

こ
の
者

ど
も

は
す
ぐ
れ

た

ヨ
ー
ガ

に
入

っ
て

い
る
。

こ
れ
も
ま

た
天
界

に
属
す
る
が
、

こ
こ
の
最
高
処
で
あ

る
非

想
非
非
想

(処
)

天
を
有
頂
天
と
称
す
る
。

こ
れ
ら

の
区

分
は
神
話
的
な
分
類

で
は
あ
る

が
、
も
と
も

と
人

び
と

の
禅
定
、
す
な
わ
ち
人
び
と

の
精
神
を
静

か
な
ら
し
め
る

修
養

の
発
達

の
段
階
を
表
す
。
②
三
界

に
属
す

る
も

の
。

三
界

の
う

ち
に
存
す

る
も

の
。
三
界

の
衆
生
。
三

種

の
領
域

か
ら
な
る

こ
の
世
界
。
③

迷

い
の
世
界
。
迷

い
の
境

界
。
生
死
を
重

ね
る
迷

い
の
世
界
。

こ
の
世
。
人
間
世
界

。
④

i

三
世

の
諸
仏

の
境
界
、
・11

自
己
を
除

い
た
他

の
衆
生

の
境
界
、
血

自
己

の

一
心

で
あ
る
自
己
の
境

界
を

い
う
。
⑤

法

界
と
心
界

と
衆
生
界
。

(
87
)

六
波
羅
蜜

(大
乗
仏
教

に
お
い
て
菩
薩
が

ニ
ル
ヴ
ァ
:

ナ
に
至

る
た
め
に
実
践
す

べ
き
六
種

の
徳

目
。
波

羅
蜜
は
[凹
国

9

轟
自

鼠

の
音
写

で
、
彼
岸

に
至
る

こ
と
と
解

せ
ら

れ
、
度

と
漢

訳
す

る
。
理
想
を
達
成
す
る

こ
と
、
完

成

の
意

味
で
あ

る
。
六
度

と
も

い
う
。
六

つ
の
徳

目

の
完
成
。

a

布
施

(氏
鋤
昌
曽
)
。
与

え
る

こ
と
。
そ
れ

に
は

財
施

〔衣
服

な

ど
を
施
す

こ
と
〕
と
法
施

〔真
理
を
教
え

る
こ
と
〕

と
無

畏
施

〔恐
怖
を
除
き
、
安
心
を

与
え

る
こ
と
〕
と

の
三
種

が
あ

る
。
b

持
戒

(巴
9
)
。
戒
律

を
守

る

こ
と
。

c

忍
辱

(厨
91
暮
凶)
。
苦

難
に
堪
え
忍

ぶ

こ
と
。
d

精
進

(鼠
蔓
"
)
。
真
実

の
道
を

た

ゆ
ま
ず

実
践
す

る

こ
と
。

e

禅

定

(α
ξ

蝉
轟

)
。
精

神
を
統

一
し
、
安
定
さ

せ
る
こ
と
。
f

智
慧

(O
「
ε
口
Ωo
)
。
真
実

の
智
慧

を
得

る
こ
と
。
)

(
88
)

修
習

と
は

「①
身

に
修
め

る
こ
と
。
か
け
る

こ
と
な
く

行
な
う

こ
と
。
身

に

つ
く
ま

で
修
行
す
る

こ
と
。

②
十
法
行
の

一
つ
。
自
己
と
他
人
と
は
平
等

に
住
し
て

い
る
と



い
う

智
慧

に
よ

っ
て
修
行
す

る
こ
と
。
③

ヨ
ー
ガ

の
行
。
④

天
台
宗

で
止
観
を
実
践
す

る
こ
と
。
L

(89
>

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
七
頁
中
段

⑬

『
大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
+
巻

三
四

二
頁
中

段

～
下
段

◎

『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
+
巻

六
九

三
頁
上

段
～
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

一
七

一
頁
～

一
七

二
頁

(90
)

障
凝

と
は

「①
障
害
。
さ
ま
た
げ
。
障
り
。
②

さ
と
り

を
得
る

た
め

の
障
害
と
な
る
も

の
。

四
種

の
障

害
が
あ
る
。

a

教
法

を
そ
し
る

こ
と
。
b

自
己
に
執
着
す

る

こ
と
。

c

こ
の
世
界

の
苦
し
み
を
恐
れ

る
こ
と
。
d

す

べ
て
の
生
き
も

の
に
対
す

る
利
益

に

つ
い
て
無
関
心

で
あ
る

こ
と
。」

(91
)

分
別
と
は

「①

〔外
的
な
事
物
に
と
ら
わ
れ

た
〕
断
定

。
②

争
う

。
③

授
記

に
同
じ
。
④
論
議
。
九
分

教

の

一
つ
。
⑤

配
分
す

る

こ
と
。
⑥

は
か
ら

い
。
⑦

い
ち

い
ち
分

解
す

る
。
⑧
く

べ

っ
。
⑨
区
別
す
る
こ
と
。
開
き
示
す
。

こ
と
わ
け
。
見
分
け
る

こ
と
。
⑩
区
別
し

て
考

え
る
。

わ
き
ま
え
。
⑪

〔二

つ
以
上

の
〕
場
合
を
分
け

て
説

く
こ

と
。
⑫

概
念
を
も

っ
て
表
示
す
る

こ
と
。
⑬
妄
分
別
を
な
す

こ
と
。
妄
想
。
⑮
主

観
的
構
想
。
構
想
作
用

。
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
開
展
し

て
差
別
相
を
現
わ
し
出
す

と
き

の
主
観

的
側

面
。
⑰
妄
分
別
。
誤

っ
た
認
識
。
妄
想

の
こ
と
。
⑱

物
事
を
分
析
し
、
区
別
す
る

こ
と
。
⑲
特
殊
。

ヴ

ァ
イ

シ

ェ
ー

シ
カ
哲
学

で
い
う

。
⑳
思
惟

の
こ
と
。
⑳
区
別
。

⑳
分

別
起

の
略
。
考

え
る
こ
と
か
ら
起

る
。
⑳

入
び
と

に
理
解
さ

せ
る
よ
う
に
分
け
て
説
く
。
⑭
考
え
る

こ
と
。
㊧

受
心
を

い
う
。
⑳

知
識
を
も

っ
て
す
る
理
解
。
対
象
を

思
慮
す

る

こ
と
。
」

(92
)

究
寛
と
は

「①
無
上

の
。
究
極

の
。
畢
寛

の
。
②
事
理

の
至
極
。
究
極

の
境
地
。
物
事

の
極

限
。
至
極
。

③

き
わ
め
尽
く
す
。

到
達

す
る
。
至
る
。
き
わ
め
る
。
着
く
。

菩
薩

の
極
位
を
き
わ

め
る
こ
と
。
最
後

の
点
ま

で
達
す
る

。
④

徹
底
的

に
体
得
す
る
。
⑤
実
現
す

る
こ
と
。
達
成
す

る

こ
と
。
⑥

最
後

の
目
的
。
究
寛
法
身
。
仏
教

の
最
終

至
高

目
的
、

相
待

〔相
対
〕
を
超
え
た
境
地
。
⑦

さ
と
り

。
成
仏
す

る
位
◎

天
台
宗
で
立
て
る
六
師

の
最

高
位
。
究
寛

位

の
略
。
⑧
華
厳
宗

で
立
て
る
究
寛
位
。
⑨

「究
寛

の

の
」

「
く

っ
き
ょ
う

の
」

と
よ
む
。
す
ぐ
れ

て
力

の
強

い
。
」

ω

(93
)

修

治
と
は

「修
行

に
よ

っ
て
清
め
る
こ
と
」

(94
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
七
頁
中
段

～
下
段

⑬

『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
二
頁
下
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

六
九

三
頁
中

段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
〉

一
七
二
頁

～

一
七
三
頁

〔休
捨
優
婆

夷
は
④

と
⑬

で
は
休

捨
優
婆
夷
、
◎

で
は
伊
沙

那
優
婆
夷
、
◎

で
は
ア
ー

シ
ャ
ー
優

婆
夷

と
な

っ
て

い
る
。
〕

(95
)

④

『
大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
七
頁
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

三
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩

大
藏

経
』

第
+
巻

六
九

三
頁
下

段
～
六
九

六
頁
下
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

一
七
五
頁

(96
)

津

済
と
は

「渡

し
場
。
」

(97
V

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
八
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
十
巻

三
四

三
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
十
巻

六
九
七
頁
上

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

一
七
九
頁

～

一
八

〇
頁

く98
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
八
頁
中
段

～
下
段

⑧

『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
三
頁
下
段
～
三
四
四
頁
上

段

◎

『
大
正
新
脩

大
藏

経
』

第

十
巻

六
九

七
頁
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上

)

一
八
〇
頁

～

一
八

一
頁

〔毘
目
多
羅

仙
人

は
④

で
は
毘
目

多
羅
仙

人
、
⑧

で
は
毘
目
盟
沙
仙
人
、
◎

で
は

大
威

猛
聲
仙
人
、
⑪

で
は
ピ
ー

シ

ュ
モ
ー

タ
ラ

ニ
ル
ゴ

シ

ャ
仙
と
な

っ
て

い
る
。
〕

(99
)

④

『
大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九

入
頁
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四

四
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩

大
藏

経
』

第
十
巻

六
九

五
頁
中

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

]
入
二
頁
～

一
入

三
頁

(㎜
)

錠
光
仏

(
ま
た
定
光
仏
と
も
書
く
。
)
と
は

「過

去
世

に
出
現
し

て
、
釈
尊
に
未
來

に
は
成
仏
す

る
と
予

言
し
た
仏
。
釈
尊
以
前

に
現
わ
れ
た
と
伝
説
的

に
伝
え
る

二
十

四
人
の
仏

の

一
人
と
さ
れ
て

い
る
。
錠
光
如
来

と
も

い
う

。
」

(101
)

妙
徳

と
は

「①
す
ぐ
れ
た
徳
。
②
妙
徳
菩
薩
、
す
な
わ

ち
文
殊
菩
薩

の
こ
と
。
」

(201
)

功
徳
蔵

と
は

「功
徳

の
宝
蔵
。
善
根
を
収
め
、

た
く
わ

え

た
も

の
。
②

仏
を

い
う
。
す

べ
て
の
功
徳

の
成

就
さ
れ
た

の
が
仏
で
あ
る
か
ら
、
蔵
に
た
と
え
る
。
③
阿
弥
陀

仏

の
名
号
を

い
う
。
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を

一
つ
の
名
号

の
中

に
収

め
る

か
ら

で
あ
る
。
」

(301
)

毘
盧
舎

那
佛

と
は

「回

く
巴
『
o
o
鋤
爵

(輝
く
も

の
)

の
音

写
。

略
し
て
盧
舎
那
佛

・
遮

那
。

び
る
さ
な

仏
。
も

と
は
太
陽

の
意

で
、
仏
智

の
広
大
無
辺
な

こ
と

の
象
徴

と
し
、
華
厳
教

の
本
尊
。
無
量
劫
海

に
功
徳

を
修

し
て
正
覚
を
と
る
蓮
華
蔵
世
界
の
教
主
。

千
葉

の
蓮
華

に
坐
し
、
右

手
は
施
無
畏
印
、
左
手
を
与
願
印
と
す

る
(奈
良

の

大
仏

は
こ
の
す

が
た
を
と

っ
て

い
る
)
。
『華
厳

経
』

『梵
網

経
』

に
説
く
。
法
相
宗

で
は
盧
舎

那
佛

・
釈

迦

仏
を
受
用

・
変
化

二
身

と
し
、
毘
盧
舎

那
佛

を
自
性
身
と
し

て

区
別

し
、
天
台
宗

で
は
毘
盧
舎

那
佛

・
盧
舎

那
佛

・
釈
迦

仏
を
、
法
身

・
報
身

・
応
身

の
三
身

に
配
し

て
窮

尭

の
妙
境

に
顕
現
す

る

の
を
毘
盧
舎
那
佛
と
す
る
。
密
教

で
は

大

日
如
来

と
同
体
と
す
る
。
」

(401
)

普
眼

と
は

「①

あ
ま
ね
く

一
切
衆
生
を
観
ず

る
観
世
音

の
慈
眼
。
②
普
法

(
一
つ
の
も

の
の
中

に

一
切
を

具
え
て

い
る

こ
と
)
を
見
る
の
を
普

眼
と
名
づ
け
る
。
法
界
縁

起
を
見

る
心
。
」

(501
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

六
九
入
頁
下
段

～
六
九
九
頁
上
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
四
頁
中
段
～
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

別

第
十
巻

六
九
五
頁
下
段
～
六
九
六
頁
下
段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

一
入
四
頁
～

一
入
六
頁

ω

(601
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(701
)

④

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(娚
V

④
)
『大
正
新
脩

大
藏

経
』

七
頁
中
段

⑪

(901
)

④

『大
正
新
脩

大
藏

経
』

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(011
)

榮
髪
と
は

(m
)

④

『大
正
新
脩

大
藏

経
』

七
頁
下
段

⑪

(211
)

④

『大
正
新
脩

大
藏

経
』

巻

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

第
九
巻

(上
)

「髪

を
無
造
作

に
纏

い
付
け

る
状
態
。
」

第
九
巻

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

第
九
巻

六
九
七
頁
下
段
～
六
九
八
頁
上
段

第
九
巻

六
九
九
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
六
頁
下

(上
)

一
八
九
頁
～

一
九
〇
頁

第
九
巻

六
九
九
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
七
頁
上

(上
)

一
九
〇
頁
～

一
九

一
頁

第
九
巻

六
九
九
頁
中
段
～
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九

(上
)

一
九
二
頁

六
九
九
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
中
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
七
頁
中

一
九
三
頁

(海
音
寺
潮
五
郎
著

『
人
生
遍
路
華
厳
経
』
六
八
頁
に
よ
る
。
)

六
九
七
頁
下
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
中
段
～
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
+
巻

六
九

(上
)

一
九
四
頁

六
九
九
頁
下
段
～
七
〇
〇
頁
上
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

一
九
四
頁
～

一
九
五
頁



(311
)

三
悪
道
と
は

「生
あ

る
も

の
が
行

な

い
つ
く

っ
た
悪
行

の
結
果
と
し
て
、

死
後
生

ま
れ
る
世
界
ま
た
は
あ

り
方
を
、
趣

(ま
た
は
道
)
と

い
い
、
悪
趣

に
地
獄

.
餓
鬼

.

畜
生

の
三

つ
を
数

え
る
。

こ

の
三

つ
と
修
羅

・
人
間

・
天

と
を
合
わ

せ
て
六
道

と

い
う
。
輪
廻

の
う
ち
に

あ
る
生
存

の
あ
り
方

で
あ

る
。
三
悪
趣
と
も

い
う
。
」

(411
)

閻
羅
と
は

「①

閻
魔
羅

の
略
。

閻
魔
王

の
こ
と
。
②

閻
魔

の
住
居
。
」

(511
)

趣
と
は

「①
来

世
に
お
も

む
く

こ
と
。
②
衆
生

が
煩
悩

に
よ

っ
て
業
を

つ
く
り
、

そ

の
惑
業

に
引
か
れ

て
お
も

む
き
住
む
所

の
こ
と
。

こ
れ
を
六
種
に
わ
け

て
六
趣
と

い

う
。
道
と
も

い
う

。
③
境

遇
。
④
生

活

の
道
す
じ
、

の
意

。」

(611
)

須
彌
と
は

「[凹
ω
ニ
ヨ
①
「
⊆
の
音

写
。
妙
高

山
と
漢
訳
す

る
。
仏
教

の
宇
宙
観

に
よ
れ
ば
世
界

の
中
心

に
高

く
そ
び
え
る
巨
大
な
山
。
大
海

の
中

に
あ

っ
て
、
金
輪

の
上

に
あ
り
、
そ

の
高

さ
は
水

面
か
ら
入
万

ヨ
ー

ジ

ャ
ナ

([凹

団
o
冨
轟

由
旬

)
あ

っ
て
九
山
八
海

が
と
り
ま

い
て
い
る
。
そ

の
ま
わ
り
を
日
月

が
め
ぐ
り
、
六
道

.
諸

天
は

み
な
そ

の
側
面
、

ま
た
は
上
方

に
あ
る
。

そ
の
頂
上

に
帝

釈
天
の
住

む
宮
殿
が
あ
る
と

い
う
。
」

示
導
と
は

「不

思
議

な
神
通

力
を
示
す

こ
と
。
」

(711
)

(811
)

④
)
『大
正
新
脩

大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴

』

(911
)

④

『大
正
新
脩

大
藏
経
』

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(021
〉

④

『大
正
新
脩
大
藏
経

』

巻

六
九
八
頁
上
段

⑪

(
121
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

入
頁
上
中
段

⑪

(221
)

④
)
『大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(321
)

本
処
と
は

(
421
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

羅
門

と
な

っ
て
い
る
。
〕

(
521
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

九
頁
上
段

⑪

(
621
)

人
身
と

は

「
人

の
身

。

(721
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

巻

六
九
九
頁
上
段

⑪

第
九
巻

(上
)

第
九
巻

(上
)

第
九
巻

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

第
九
巻

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

第
九
巻

(上
)

「①

自
分

の
住
す

る
場
所
。

第
九
巻

(上
)

七
〇
〇
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
八
頁
上

一
九
五
頁

七
〇
〇
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
八
頁
上

一
九
五
頁

七
〇
〇
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
下
段
～
三
四
六
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

(上
)

一
九
五
頁
～

一
九
六
頁

七
〇
〇
頁
上
段
～
中
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
六
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九

(上
)

一
九
六
頁
～

一
九
七
頁

七
〇
〇
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
六
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
八
頁
中

一
九
七
頁

②
も
と
の
と
こ
ろ
。
L

七
〇
〇
頁
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
六
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
八
頁
下

二
〇
〇
頁

〔方
便
命
婆
羅
門
は
、
④

で
は
方
便
命
婆
羅
門
、
⑬

と
◎
で
は
勝
熱
婆
羅
門
、
⑪
で
は
ジ
ャ
ヨ
ー
シ

ュ
マ
ー
ヤ
タ
ナ
婆

第
九
巻

七
〇
〇
頁
下
段

③

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
六
頁
中
段
～
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
〇
〇
頁
～
二
〇

一
頁

人
間
と
し
て
の
身
体
。
人
間
と
し
て
の
存
在
。
」

第
九
巻

七
〇
〇
頁
下
段
～
七
〇

一
頁
上
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
六
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
〇

一
頁

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)

六
九

第
十

{gg)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

(821
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

九
巻

七
〇
〇

一
頁
上

段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

上
段
～
中
段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
〇

一
頁
～
二
〇
二
頁

(921
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

九
巻

七
〇

一
頁
上
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
〇

二
頁

(031
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

九
巻

七
〇
二
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

巻

七
〇
〇
頁
下
段

～
七
〇

一
頁
上
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
〇
九
頁

(131
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

九
巻

七
〇
二
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
〇
九
頁

(231
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

九
巻

七
〇
二
頁
上
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
〇
九
頁

～
二

一
〇
頁

(331
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
二
頁
中
段

⑧

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二

一
二
頁

〔彌
多

羅
尼
童
女

は
④

で
は
彌
多

羅
尼
童
女
、

い
る
。
〕

(431
)

閻
浮
檀
金

と
は

「閻
浮
樹

の
大
森
林
を
流
れ
る
河

の
底

に
産
す

る
砂
金
。

大
森
林
は
閻
浮
提

(須
彌
山
と
雪
山
と

の
間

に
あ

り
、

い
。
原
語
は
普
通
回

冨
ヨ
σ
O
ーロ
⇔
α
卑
ω
⊆
<
霞
O
鋤
[凹
冨
日
9

出
巴

ロ
あ
霞
く
簿
噸
甑
ゆ評
鋤
で
あ
る
。

欄
楯
と
は

「
石
垣
。

垣
根
。

て
す
り
。
玉

垣

の
よ
う
な

も

の
。

窓

と
は

「
ま
ど
。
同
」<
91
叶9-
く
鋤
づ
鋤
。
」

聰

と
は

「
風
通

し
ま

ど
。
[凹
く
鋤
鋤
8
画
く
讐
き

o
。
」

第

十
巻

(531
)

(631
)

(731
)

(831
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
二
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

一
頁
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二

一
二
頁

～
二

一
三
頁

(931
)

④

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
九
巻

七
〇
二
頁
下
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二

=
二
頁

(041
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
二
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二

一
四
頁

(141
)

④

『大
正
新
脩
大
藏

経
』

第
九
巻

七
〇
三
頁
中
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二

一
五
頁

(241
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
三
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

そ
の
黄
金
は
赤
黄
色
で
紫
色
を
帯
び
て
い
る
。

そ
の
閻
浮
樹
林
を
流
れ
る
河
か
ら
採
取
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

仏
塔
の
外
側
に
欄
楯
を
め
ぐ
ら
す
べ
き
こ
と
が
律
に
記
し
て
あ
る
。
L

第
十
巻

第
十
巻

第
十
巻

第
十
巻

三
四
六
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
九
頁

三
四
六
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

六
九
九
頁
中

三
四
七
頁
下
段
ー
三
四
入
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

三
四
入
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

一
頁
上

三
四
八
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

一
頁
上

三
四
入
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

一
頁
中

⑬
と
◎
で
は
慈
行
童
女
、
⑪
で
は

マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ

ニ
ー
童
女
と
な

っ
て

金
の
う
ち
最
も
高
貴
な
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の

諸
経
典
に

「
閻
浮
檀

(金
)
の
光
」
の
表
現
が
多

三
四
入
頁
中
段
～
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

三
四
入
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

一
頁
下

三
四
入
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

一
頁
下

三
四
九
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
二
頁
下

三
四
九
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
三
頁
上

(100)



段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二

一
七
頁

〔善

現
比
丘
は
④

で
は
善

現
比
丘
、
⑧

で
は
善
見
比
丘

、
◎

で
は
妙

見
比
丘
、
⑪

で
は

ス
ダ

ル
シ
ャ
ナ
比
丘
と
な

っ
て

い
る
。
〕

(341
)

経
行

と
は

「
①
静
か
に
歩
む
。
あ

ち
こ
ち
歩
む
。

へ
め

ぐ
り
歩
く
。
ゆ

っ
く
り

と
歩
き
ま
わ
る

こ
と
。

歩
行
。
静

か
な
散
歩
。

一
定

の
場
所
を
め
ぐ
り
、
ま
た
行
き
来
し

て
歩
く

こ
と
。
食
後
や
、
疲
労
を
あ

ぼ
え

た
と
き
、

坐
禅

し

て
い
て
眠
気
を
催
し

た
た
き
な
ど
に
、
身
心

を
整
え

る
た
め
に
、

一
種

の
運
動
と
し

て
静
か
に
散
歩
す

る
。
身

体
を
軽
快
な
ら
し
め
る
散
歩
。

そ
ぞ

ろ
歩
き
。
禅
宗

で
は
普
通

、
坐
禅
中

の
疲
労
を
な
お
し
、
眠
気
を
さ

ま
す

た
め
に
、

一
定

の
場
所
を
往
復
し
て
歩
く

こ
と
を

い
う
。
禅

宗

で
は

「
き
ん
ひ
ん
」

と
よ
む
。
②
経
行
処
に
同
じ
。

ひ
ろ
に
わ
。
回

。
鋤
爵

轟
目
①
・<
餌
慈

③
本
尊

の
前

で
読
経
し
な
が
ら
め
ぐ
り
歩
く
儀
式
。
L

(
441
)

④
)
『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
三
頁

下
段

ー
七
〇
四
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
九
頁
下
段
～
三
五
〇
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩

大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
三
頁
中
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴

』

(上
)

二
二
〇
頁
～
二
二

一
頁

(
541
)

④

『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
四
頁
中
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五

〇
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
三
頁
下

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
二
二
頁

(
641
)

④
)
『大
正
新

脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
四
頁
中
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五

〇
頁
中

段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
四
頁
上

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
二
四
頁

(
741
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
四
頁
中
段

⑧

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五

〇
頁
中

段

～
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

四
頁
上
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
二
四

頁

〔繹

天
主
童
子

は
④

で
は
繹
天
主
童
子
、
⑧

で

は
自
在
主
童

子
、
◎

で
は
根
自
在
主
童
子
、
⑪

で
は
イ

ン
ド
リ

αD

エ
ー
シ

ュ
ヴ
ラ
童

子
と
な

っ
て

い
る
。〕

q

(841
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
四
頁
中
段

～
下

段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
四
五
頁
下
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇

四
頁
上
段

◎

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
二
四

頁

(941
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
四
頁
下
段

⑧

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
+
巻

三
五

〇
頁
下
段
⊥

二
五

一
頁
上
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
+

巻

七
〇
四
頁
上
段

～
七
〇
六
頁
上
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
二
五
頁
～
二
二
九
頁

(051
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
五
頁
上
段

⑧

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五

一
頁
中

段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
六
頁
下

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
三

一
頁
～
二

三
二
頁

〔自
在
優
婆
夷

は
④

で
は
自
在
優
婆
夷
、
③

で
は
具
足
優
婆

夷
、
◎

で
は
辮
具
足
優
婆
夷
、
⑪

で
は
プ

ラ

ブ
ー

タ
i
優
婆
夷

と
な

っ
て

い
る
。
〕

(m
>

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(251
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(351
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

(上
)

第
九
巻

(上
)

第
九
巻

巻

七
〇
七
頁
下
段
～
七
〇
八
頁
上
段

七
〇
五
頁
中
段

⑭

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五

一
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
七
頁
上

二
三
三
頁
～
二
三
四
頁

七
〇
五
頁
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
二
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
七
頁
下

二
三
九
頁

七
〇
五
頁
下
段
～
七
〇
六
頁
上
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
二
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

一
=
二
九
頁
～
二
四
〇
頁

〔甘
露
頂
長
者
は
④

で
は
甘
露
頂
長
者
、
⑬

で
は
明
智
長
者
、
◎
で

『
華

厳

経

』

と
教

育

(三

)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

は
具
足

智
長

者
、
⑪

で
は
ヴ
ィ
ド
ヴ

ァ
ー

ン
ス
家
長
と
な

っ
て

い
る
。
〕

(
451
)

④

『大

正
新
脩
大
藏

経
』

第
九
巻

七

〇
六
頁
上
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

三
五

二
頁
下
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

〇
八
頁
上

段
～
中

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
四
〇

頁
～
二
四

一
頁

(
551
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
六
頁
中
段

⑬

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第

十
巻

三
五
三
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
入
頁
下

段

⑪

『
さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
四
二
頁

～
二

四
四
頁

(
燭
)

十
力

と
は

「①

仏
に
特
有

の
十
種

の
智
力
。
仏
が
全
智
者

で
あ

る
こ
と
を
示
す
十

の
力
。

十
の
智
慧

の
は
た
ら

き
。
仏

の
も

つ
十
種

の
力
。
さ
ま
た
げ
な
く
は
た
ら
く
。

す

な
わ
ち
、

i

処
非

処
智
力
。
道
理
に
か
な
う

こ
と
と
道

理
に
か
な

わ
ぬ
こ
と
と
を
弁
別
す

る
力
。
i

業
異
熟
智
力

一
つ

一
つ
の
業
因
と
そ
の
果
報

(異
熟
)

と
の

関

係
を
如
実

に
知
る
力
。

血

静
慮
解
脱
等
持
等
至
智
力
。

四
禅

・
八
解
脱

・
三
三
昧

・
入
等
至
な
ど

の
禅
定

を
知

る
力
。

°W

根
上
下
智
力
。

衆
生

の
機
根

の
上
下
優
劣

を
知
る
力
。

v

種
種
勝
解
智
力
。
衆
生

の
種
々
の
望

み

(意
楽
)

を
知

る
力
。
.W

種
種
界
智
力
。
衆
生

や
諸
法

の
本
性
を
知

る
力
。

面

遍
趣
行
智
力
。
衆
生

が
種

々

の
と

こ
ろ

(地
獄
や

ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ
な
ど
)

へ
お
も

む
く

こ
と
を
知

る
力
。

輔

宿
住
随
念
智
力
。
自
他

の
過
去
世

の
こ
と
を
思

い
起

こ
す
力
。
k

死
生
智
力
。
衆
生

が

こ
こ
に
死
ん

で
か

の
所
に
生
ま
れ
る

こ
と
を
知

る
力
。

x

漏
尽
智
力
。
煩
悩
を
断
じ
た
境

地

(
ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ
)

と
、

そ
れ

に
到
達
す

る
た
め
の
手
段
を
如
実

に
知

る
力
。

②

十
力
を
有

す

る
者
。
仏

の
こ
と
。
③

菩
薩

が
有
す
る
十

種

の
力
。

(研
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(851
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(951
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

第
九
巻

(上
)

第
九
巻

(上
)

第
九
巻

(上
)

七
〇
六
頁
中
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

二
四
六
頁

七
〇
六
頁
下
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

二
四
七
頁

七
〇
六
頁
下
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

二
四
入
頁

〔法
寳
周
羅
長
者
は
④
で
は
法
寳
周
羅
長
者
、

三
五
三
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
九
頁
上

三
五
三
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
九
頁
中

三
五
三
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
九
頁
中

⑧

で
は
法
寳
髪
長
者
、
◎
で
は
尊
法
寳
髪
長
者
、
⑪
で
は
有
徳
の
長
者

ラ
ト
ナ
チ

ュ
ー
ダ
と
な
っ
て
い
る
。
〕

(061
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
六
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
三
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
九
頁
中

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
五

一
頁
～
二
五
二
頁

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
九
頁
中
段
ー
七

一
〇
頁
上
段

◎

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
四
八
頁

(皿
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
六
頁
下
段
～
七
〇
七
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
三
頁
下
段
～
三
五
四
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩

大
藏
経
』

第
十
巻

七
〇
九
頁
中
段
ー
七

一
〇
頁
上
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
四
入
百
↑

二
五

一
頁

(261
)

十
地
と
は

「①
菩
薩
が
修
行
す
べ
き
五
十
二
の
段
階
の
う
ち
、
特
に
第
四
十

一
位
か
ら
第
五
十
位
ま
で
を
十
地
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
歓
喜
地

.
離
垢
地

.
発
光
地

.
焔

慧
地

・
難
勝
地

・
現
前
地

・
遠
行
地

・
不
動
地

・
善
慧
地

・
法
雲
地
の
十
段
階
。
〔
こ
の
う
ち
、
第
七
地
以
前
と
第
八
地
以
後
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
聖
徳
太
子
は
独
自
な

解
釈
を
施
し
て
い
る
。
〕
②
第
十
地
の
こ
と
。
」

(361
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
七
頁
上
段
～
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
四
頁
上
段
～
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

(102)



七

一
〇
頁
上
段

ー
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上

)

二
五

一
頁
～
二
五
二
頁

(461
)

如
来

・
応
供

・
(正
遍
知
)
・
明
行
足

・
善
逝

・
世
間
解

・
無
上
士

・
調
御
丈
夫

・
天
人
師

・
佛

・
世
尊

と
は

「仏

に
よ
せ
ら
れ
た
十

の
異
名
。
如
来

([凹
富
臣
鉢
σq
讐
鋤
)

は
、
真
如

か
ら
来
現
し

た
者
。

応
供

(回

費
冨

け)

は
、

人
間
と
神

々
か
ら
尊
敬

・
供
養

さ
れ
る
資

格

の

あ
る
者
。
正
遍
知

(回

ω
鋤
旨
旨

ズ
由
餌
ヨ
σ
巳

傷
げ
p
)
は
、
完

全

に

真
理
を
さ
と

っ
た
者
。
明
行
足

([凹
≦
身

甲
o
β。
冨
O
鋤
あ
鋤
ヨ
b
9
づ
轟

)

は
、
三
明

の
智
慧
と
身
体

・
言
語

の
行
為

と
が
完
全

に
具
わ

っ
た
者
。
善
逝

(回

雲
αq
讐
鋤
)

は
善
く

(さ
と
り

の
境

地
に
)
行
け

る
者
。
世
間
解

([凹
δ
冨

ざ

α
)
は
世
間

・
出
世
間

の
こ
と
を
知
悉
す
る
者

。
無

上
士

([凹
き

ロ
簿
四
冨
)
.
調
御
丈

夫

([凹

づ
霞
二
ωΩD
-9

日
く
9。
-

ω
習
讐
匡
)

は
、
至
上

の
人
。

衆
生
を
制
御
す
る
御
者
。
天

人
師

(回

鍬

ω鼠
く
習

91日

$

B
四
コ
湯
旨

葛

ヨ

o
鋤
〉
は
、
神

々
と
人

び
と

の
師
。

仏

(回

9

自
爵

鋤
)
は
、
さ
と

れ
る
者

の
略
称
。
世
尊

(同
ず
げ
鋤
ひq
鋤
く
讐
)

は
、
世
間

か
ら
尊
ば
れ
る
者
。
」

(561
)

回
向

と
は

「①

廻
向

に
同
じ
。
②

ふ
り
向
け

る
こ
と
。

③
自
ら

が
積
ん
だ
、

ま
た
は
修

め
た
善
根

・
功

徳
を

人
び

と

(や
生
き
も

の
V

の
た
め
に
向
け

る

こ
と
。
④
自
分

の
功
徳
を
他
人

に
施
し
極
楽
往
生

の
資
と
し
よ
う
と
ね
が
う

こ
と
。
仏
事
法
要
を
営
ん

で
、
そ

の
功
徳

が

死
者

の
死
後

の
安
穏
を
も

た
ら
す
よ
う

期
待
す

る

こ
と
。
追
善
。」

(661
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
七
頁
下
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五

四
頁
中
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

巻

七

一
〇
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
五
五
頁

〔普
眼
妙

香
長
者

は
④

で
は
普

眼
妙

香
長
者
、
⑧
と
◎

で
は
普

眼
長
者
、
⑪

で
は
香
料
商

サ

マ
ン
タ
ネ
ー
ト

ラ
と
な

っ
て

い

る
。
〕

(761
〉

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
七
頁
下
段

～
七

〇
入
頁
上
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
四
頁
中
段

～
下
段

◎

『大

正
新

脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

一
〇
下
段

ー
七

一
二
頁
上
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
五
五
頁

～
二
五
七
頁

(861
)

応
病
與
藥

と
は

「仏

が
人

び
之
の
精
神
的
素
質

に
し
た

が

っ
て
法
を
説
く

の
を
、
医
師
が
病

に
適
応
し

た
薬
を
与
え
る

こ
と
に
喩
え

て
い
う
。
ブ

ッ
ダ

を
医
者

の
王

と
よ

ぶ
こ
と
は
古
く

か
ら
行
な
わ
れ
、
人
間

の
種

々
の
迷

い
、

と
り
わ
け
貧
り

・
怒
り
な
ど
を
病

と
称
し
た
。

教
え
を
受
け
る
人
間

の
素
質

.
性
向

.
要
求

に
応
じ
て
個

々
別

々

に
法
を
説
く

こ
と
を
喩
え

た
語
。
」

(961
)

応
機
接
物

と
は

「
相
手

に
応
じ

て
正
し

い
対
し
方
を
す

る

こ
と
。
機
物
は
衆
生
や
修
行
者
を
指
し
、
応

接
は
相
手

に
応
じ
て
指
導
す

る
こ
と
を

い
う
。

修
行
者

を
指
導
す

る

こ
と
。
師
家

が
学
人

の
素
質

に
応
じ

て
種

々
の
手
段
を

用

い
て
教
化
す
る

こ
と
。
」

(
071
)

対
機
説
法

と
は

「人
を
見

て
法
を
説
く

こ
と
。
教
え
を

受
け

る
者

の
素
質

に
適
し
た
教
え
を
説
く

こ
と
。
病

に
応
じ
て
薬

を
与
え

る
こ
と

に
た
と
え
ら

れ
る
。」

(m
)

七
〇
入
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
五
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

巻

七

一
二
頁
上

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(
271
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(
371
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

二
頁
中
段

～
七

一
入
頁
上
段

は
ア
ナ
ラ
王

と
な

っ
て

い
る
。
〕

(471
)

④

『大

正
新
脩
大
藏

経
』

第
九
巻

(上
)

二
五
七
頁
ー
二
五
九
頁

第
九
巻

七
〇
八
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
五
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

一
二
頁
上

(上
)
二
五
九
頁

第
九
巻

七
〇
八
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
五
頁
上
段
ー
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

一

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
六

一
頁
～
二
六
二
頁

〔漏
足
王
は
④
で
は
涌
足
王
、
⑧

で
は
無
厭
足
王
、
◎
で
は
甘
露
火
王
、
⑪
で

七
〇
八
頁
中
段
～
下
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
五
頁
中
段
ー
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

(103)

 

『
華

厳

経

』

と

教

育

(
三

)



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

七

一
入

頁
中

段
～
下
段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

(571
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
八

頁
下
段

段

ー
七

一
九

頁
上
段

◎

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(
081
)

「仏
や
転
輪
聖
王

が
身

に
具
え

て
い
る
す
ぐ

れ
た
容
貌

・
形
相
を

い
う
。
」

(181
)

「
ま
た
入
十
随
形
好
と
も

い
う
。

入
十

の
吉
相

の
意
。
仏

の
身
体

に
具
わ
る
入
十

の
副
次
的
特
徴
。
仏

の
も

つ
八
十

の
小
さ
な
特
徴
。

仏
の
人
間

と
異
な

っ
た
相
好

の
美

を
細
別
し
て
表
現
し
た
も

の
。
イ

ン
ド
人

が
身
体

の
理
想
的
な
特
色
を
数
え
た
も

の
で
、

象
徴
的
な
名
が
多

い
。
普
通

は
三
十
二
相

に
付
随
し

て
仏
身
を
飾

る
と

い
わ
れ
る
が
、
重
複
す
る
も

の
も
あ

る
。

百
大
劫

の
長

い
修
行

に
よ

っ
て
こ
れ
を
感
得
す

る
と
説

か

れ
て
い
る
。
」

(281
)

④

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七
〇
九
頁
下
段

～
七

一
〇
頁
上
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
七
頁
上
段

～
中
段

◎

『大

正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

二
〇
頁
下
段

～
七
二

一
頁
中
段

⑪

『さ
と

り

へ
の
遍
歴

』

(上
)

二
七
五
頁

～
二
七
六
頁

(381
)

五
濁

と
は

「悪
世
に
お
け
る
五
種

の
け
が
れ
。
劫
濁

・
見
濁

・
煩
悩

濁

・
衆
生
濁

・
命
濁

の
五

つ
を

い
う
。
五

つ
の
け
が
れ
。
五

つ
の
濁
り
。
末
世

に
お
け

る
五
種

の
避

け
が

た

い
け

が
れ
。
け

が
れ
た
世

相
に
お
け

る
五

つ
の
特

徴
を

い
う
。

・-

劫

濁

(回

閃
巴
O
帥
爵
p。
脇
旨

)

時
代

の
濁

り
。
時
代

は
濁
り
、
戦
争

や
疫

病
や
飢
饅
な

ど
が
お

お
く
な

る
こ
と
。
時
代
的
な
環
境
社
会

の
け

が
れ
。

i

見
濁

([凹
曾
魯

・脚
)̀
思
想

の
乱
れ
。
思
想

が
悪

化
す

る

こ
と
。
よ

こ
し
ま
な
思
想

が
は
び

こ
る

こ
と
。
伍

煩

悩
濁

([凹
匹
Φ
鐙
・犀
.)
煩
悩

が
は

び

こ
る

こ
と
。
貧

り

・
怒
り

・
迷

い

(擬
)
な

ど
の
煩
悩

の
燃
え
さ

か

る
人
間

の
あ

さ
ま
し

い
す

が
た
。
悪

徳

が
は

び

こ
る

こ
と
。

短

衆
生
濁

(回

ω舞

話

-劉
)
衆
生

の
果
報

が
衰
え
、
心

が
鈍

く
、
身
体
弱
く
、
苦
し

み
の
多
く

な

っ
た
す

が
た
。
人
間

の
資
質

が
低

下
す

る

こ
と
。

v

命
濁

([凹
鋤
置

叩

究
)
衆
生
の
寿
命
が
次
第
に
短
く
な
る
こ
と
。
最
後
に
は
十
歳
ま
で
に
な
る
。

こ
の
五
濁
は
、
初
め
か
ら
盛
ん
で
は
な
く
て
、
稀
薄
な
状
態
か
ら
漸
次
熾
烈
に
な
る
と

い
わ

れ
、
こ
れ
を
五
濁
増
と
い
う
。
」

(481
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

一
〇
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
+
巻

三
五
七
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二

一
頁
中

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
七
七
百
↑

二
七
八
頁

(燭
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

一
〇
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
七
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二

一
頁
下

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
入
六
頁

(671
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

巻

七

一
九
頁
上
段
～
中
段

(771
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

段

⑪

『さ

と
り

へ
の
遍
歴
』

(871
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

九
頁
中
段
～
下
段

⑪

(
971
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

段
ー
中

段

⑪

二
六
五
頁
～
二
六
六
頁

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
五
頁
下
段

◎

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

一
八
頁
下

二
六
七
頁

第
九
巻

七
〇
八
頁
下
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
五
頁
下
段
～
三
五
六
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
六
八
頁
～
二
六
九
頁

第
九
巻

七
〇
九
頁
上
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
六
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

一
九
頁
中

(上
)

二
七

一
頁

〔大
光
王
は
、
④
と
⑧
と
◎

で
は
大
光
王
、
⑪

で
は

マ
ハ
ー
プ
ラ
バ
王
と
な

っ
て
い
る
。
〕

第
九
巻

七
〇
九
頁
上
段

⑬

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
六
頁
上
段
～
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七

】

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
七
五
頁
ー
二
七
六
頁

第
九
巻

七
〇
九
頁
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
六
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
〇
頁
上

(上
)

二
七

一
頁
～
二
七
二
頁

(104)



(681
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

一
〇
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
入
頁
上
段
～
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二

二
頁
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
八
三
頁

〔不
動
優
婆
夷
は
、
④
と
⑬
と
◎
で
は
不
動
優
婆
夷
、
⑪

で
は
ア
チ
ャ
ラ
ー
優
婆
夷
と
な
っ
て
い
る
。
〕

(781
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

]
○
頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
八
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
二
頁
中

段
～
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
八
六
頁

(881
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

=

頁
上
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
入
頁
中
段
～
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二

二
頁
下
段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
八
六
頁
～
二
八
八
頁

(981
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

=

頁
上
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
八
頁
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
三
頁
上

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
八
九
頁

(091
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

=

頁
上
段
～
中
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
八
頁
下
段
～
三
五
九
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
三
頁
上
段
～
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
九
〇
頁
～
二
九
二
頁

(191
)

等
正
覚
と
は

「
正
等
覚
と
も
い
う
。
①
正
し
い
さ
と
り
。
仏
の
境
地
。

一
切
平
等
の
さ
と
り
。
②

(真
理
を
)
正
し
く
さ
と
っ
た
人
。
最
高
至
上

の
さ
と
り
を
得
た
人
。

平
等
の
理
を
さ
と

っ
た
仏
。
〔
た
だ
し
玄
装
は

『倶
舎
論
』
で
回

・゚鋤
B
恩

写
ω鋤
ヨ
げ
二
&

冨

を

「
正
等
覚
」
と
訳
し
て
い
る
。
〕
③
仏
の
十
号

の

一
つ
。
④
真
宗
に
お
い
て
は
、

信
心
獲
得
の
念
仏
者
は
、
現
世
に
正
定
聚
不
退
転
の
境
地
に
住
し
、
次
の
世
に
阿
弥
陀
仏
の
報
土
に
往
生
し
て
直
ち
に
成
仏
す
る
が
ゆ
え
に
、
現
世

の
正
定
聚
の
境
地
を
彌

勒
に
等
し
い
と
称
し
、
等
正
覚
と
名
づ
け
る
。
」

㈲

(291
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

=

頁
下
段

⑧

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
九
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
四
頁
上

q

段

⑪

『
さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
九
五
頁

(391
)

④

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

一
一
頁
下
段
～
七

一
二
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
五
九
頁
中
段
～
下
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
四
頁
上
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
九
五
頁
～
二
九
六
頁

(491
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

一
二
頁
上
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
六
〇
頁
上
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二
四
頁
中

段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』
(上
)

二
九
八
頁
～
二
九
九
頁

〔随
順

一
切
衆
生
外
道
は
⑧
で
は
随
順

一
切
衆
生
外
道
、
⑧
と
◎

で
は
遍
行
外
道
、
⑪

で
は
遊
行
者
サ
ル

ヴ
ァ
ガ
ー
ミ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
〕

(591
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

】
二
頁
中
段

⑬

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
六
〇
頁
上
段
～
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二

四
頁
下
段
～
七
二
五
頁
上
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

二
九
九
頁
～
三
〇
〇
頁

(691
)

④

『
大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
九
巻

七

一
二
頁
中
段
ー
下
段

⑧

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

三
六
〇
頁
中
段

◎

『大
正
新
脩
大
藏
経
』

第
十
巻

七
二

五
頁
中
段

⑪

『さ
と
り

へ
の
遍
歴
』

(上
)

三
〇

一
頁

『華
厳
経
』
と
教
育

(三
)



表1善 財童子が これまで訪ねた善知識 とその教えなど

善知識名 位 知悉分野 教えの内容
1 文殊師利 菩薩
2 功徳雲 比丘 我唯知此普門光明観察正念諸佛三昧 念仏三昧門
3 海雲 比丘 我唯知此一法門 『普 眼経』

4 善住 比丘 我唯知此一無凝法門 無凝の法門
5 彌伽 良医 我唯知此菩薩所言不虚法門 『輪字荘厳光経』

6 解脱 長者 我唯修此如来無凝法門 無凝荘厳の法門
7 海橦 比丘 我唯知此清浄光明般若波羅蜜三昧法門 清浄光明般若波羅蜜三昧
8 休捨 優婆夷 我唯知此法門(=離 憂安穏憧) 離憂安穏橦法門
9 毘目多羅 仙人 我唯知此菩薩無壊憧智慧法門 菩薩無壊憧智慧の法門
10 方便命 婆羅門 我唯成此菩薩無壷法門 菩薩の無尽法門
11 彌多羅尼 童女 我唯知此般若波羅蜜普荘厳法門 般若波羅蜜普荘厳の法門
12 善現 比丘 我唯知此随順菩薩灯明法門 随順菩薩燈明の法門
13 繹天主 童子 我唯知此巧術智慧法門 巧術智慧の法門
14 自在 優婆夷 我唯知此無::::功 徳荘厳法門 無尽功徳蔵の法門
15 甘露頂 長者 我唯知此如意功徳蔵法門 如意功徳寳蔵の法門
16 法寳周羅 長者 我唯知此満足大願法門 大願を満足する法門
17 普眼妙香 長者 我唯知此令一切衆生歓喜普門法門 一切衆生 を歓喜させる法門

18 漏足 王 我唯知此幻化法門 菩薩幻化の法門
19 大光 王 我唯知此菩薩大慈橦行三昧 菩薩大慈橦行三昧
20 不動 優婆夷 我唯成就此無壊法門 無壊法門
21 随順一切衆生 出家外道 我唯知此菩薩至一切庭行法門 菩薩至一切塵行法門

人
文
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部
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第
5
号

表2善 知識の名称の異同

六十華厳 八十華厳 四十華厳 梵語 華厳(『 さと りへ の遍歴』)

善知識名 属性 善知識名 善知識名 善知識名

文殊師利 菩薩 文殊師利 文殊師利 マ ンジュシュ リー菩薩

功徳雲 比丘 徳雲 吉祥雲 メーガ シュ リー比丘

海雲 比丘 海雲 海雲 サーガ ラメー ガ比丘

善住 比丘 善住 妙住 スプ ラティシュテ ィタ比丘

良瞥彌伽 馨師 彌伽 彌伽 ドラヴィタ人 メーガ

解脱 長者 解脱 解脱 ムクタカ長者

海憧 比丘 海橦 海橦 サー ラ ドヴ ァジャ比丘

休捨 優婆夷 休捨 伊舎那 アー シャー優 婆夷

毘目多羅 仙人 毘目嬰沙 大威猛声 ビー シュモー ッタラニ エル ゴー シャ仙

方便命 婆羅門 勝熱 勝熱 ジャ ヨー シュマーヤ タナ婆羅 門

彌多羅尼 童女 慈行 慈行 マイ トラーヤニー童女

善現 比丘 善見 妙見 スダルシャナ比丘

繹天主 童子 自在主 根自在主 イン ドリエー シュヴ ァラ童 子

自在 優婆夷 具足 辮具足 プラブーター優婆夷

甘露頂 長者 明智 具足智 ヴ ィ ドヴ ァー ンス家長

法寳周羅 長者 法賓髪 尊法寳髪 有徳の長者ラ トナチューダ

普眼妙香 長者 普眼 普眼 香料商サマンタネー トラ

漏足 王 無厭足 甘露天 アナラ王

大光 王 大光 大光 マハープ ラバ 王

不動 優婆夷 不動 不動 アチャラー優婆夷

随順一切衆生 外道 遍行 遍行 遊行者サルヴァガー ミン

(106)


